
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　はーいありがとうございます以上で終了でーす、と太い声が響き渡って、スタジオ内の空気が一気に弛し緩かんする。『話題のインフルエンサー30人にいろいろなことを聞いてみよう！』というテーマで集められたキャストたちも緊張の糸を解き、うんと伸びをしたり、隣席どうしで談笑を始めたりしている。そんな輪の中に入りきれず、窮屈なひな壇から席を立ち、スマートフォンに目をやる。時刻は20時を過ぎたところ。最終新幹線には間に合いそうだ。

「神か村むらさん、本日はおつかれさまでした！」

「まゆちゃんスマイル、絶好調でしたね！」

　大きなカメラの下でカンペ出しをしていた男の人（フロアディレクターというらしい）と、番組のプロデューサーさんが挨拶にやってきたので、気を遣わせちゃったかなと申し訳ない気持ちになりながら「ありがとうございました」とにっこり笑顔でお辞儀をする。

「あのー神か村むらさん。もらったトーク、どこまで使ってＯＫですかね？」

　プロデューサーさんが神妙な面持ちで問いかけてくる。『巻き込まれたトラブル』という題目を受けて、僕は以前経験したストーカー事件や誘拐事件などについて簡単に説明した。インフルエンサーのきらびやかな側面を前面に出していた番組の内容的にどうかと思ったけれど、そもそも僕がこの企画に出演する意思を固めたのは、僕自身が持つコミュニティの外に体験談を持ち出すためでもあったので、話すだけ話してみようと思ったのだ。結果的に、少し空気が冷めた感はあったけれど、ＭＣの巧みな話術や、共演者の乗っかり気味の話題転換に救われるかたちでなんとか収束したと思う。だから、僕の答えは決まっていた。

「ぜんぶ使っていただいて問題ないですよ。問題がありそうならそちらの判断でカットしていただいて構いませんので……というか、少し重たい話題になっちゃってごめんなさい」

「いやいや、ぶっちゃけ恋愛と金の話ばかり続いちゃうと視聴者も退屈しちゃうんで、ああいうネガティブな方向性のテーマがあれば構成上かえって助かるんです。ただ……誘拐事件あれからあまり時間経たってないじゃないですか？　それに、視聴者の中にも下げ種すの勘繰りをするやつがたくさんいますし、神か村むらさんのマッチポンプだー、とか言い出さないかと心配で」

「お心遣い感謝します。でも大丈夫ですよ。たしかに視聴者さんの中にはそういう人がいるかもしれません。けれど……全員が全員、ひどい人だというわけでもありませんから」

　そう言って僕は、フロアスタッフの誘導を受けてスタジオの出口へと足を向ける。

　その間際、観覧席を横切る際に手を振ると、僕と同年代と思おぼしき女の子たちから「かわいい〜！」と黄色い声が上がった。本日の『かわいいポイント』摂取完了。

　ベンチャー企業が映像コンテンツに特化した設備を集約させたというビルの中には、新築の建物の香りが満ちている。空調の音を耳にしながら廊下を進み、楽屋へと戻った。

　そして──硬直する。

「おっす。今日はお疲れぇ」

「……………………えっ、と」

　番組に用意された僕の楽屋。机の上には僕の私物のカバン、コンパクトミラー、そして化粧品。収録に向かう以前のまま放置された空間の中、さも当然のように椅子に腰掛けて足を組むその人物は、つい先ほどまでスタジオのひな壇に座っていたはずの女性。

「なに、聞こえなかったぁ？　この業界、わりと大事だよぉ？　挨拶」

　春かす日が夜よ鶴づる。

　かつてテレビ番組やコマーシャルなどに多数出演するも、今では地上波から姿を消した元子役。しかしある時期、動画サイトにチャンネルを開設し、現在多数のフォロワーを獲得している配信者。今日も『インフルエンサー』の看板を背負って出演していた。

　もちろん、僕とは初対面。なのに、どうして？

「なっ」

　その場しのぎの言葉を紡つむごうとするも、あまりに意外な現状に喉の奥が震えた。

「な？」

「なっ、なんの用ですかー？　あはは……」

　固まった表情筋の上から、瞬時に『神か村むらまゆ』を被かぶって笑顔で応対する。

　しかし、そんな僕の様子を見透かすようにして、春かす日が夜よ鶴づるは本題を切り出した。

「ねえ。さっきの話、もっと詳しく聞かせてよぉ」

「……なんのことですか？　えっと……誘拐事件の話なら、あれ以上のことは特に──」

「じゃなくてさぁ」

　ぐい、と距離を詰められる。鼻先を香水の甘いにおいがくすぐった。精緻な美貌を携えた『元子役のインフルエンサー』は、その見た目とは裏腹に、強い語気と荒い口調で僕を急せかす。

「その前のやつ。ＳＮＳでトラブったとき、人に助けてもらったって言ってたじゃん。あれ、誰に、どういう方法で助けてもらったわけ？」

「はぁ」

　大おお袈げ裟さに、見せつけるようにしてため息をついた。

「さっき共演者に聞いたんだよぉ。じれったいから、単刀直入に言うけどさぁ」

　そして、口くちの端はをにやりと歪ゆがめながら、あまりにも想定外なことを口にする。

「紹介してよぉ、白しら鷺さぎ玲れい華か教授。あんたを助けたのって、その人なんでしょ？」

　なぜ知っているのか。

　どうして求めるのか。

　なにひとつわからないまま。

　山やま吹ぶき大学社会学部の研究室とは遠く離れた都会の中で、僕は新たな問題インシデントに直面していた。
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　夏というワードから連想できる光景として、海水浴とかキャンプのような、とにかく活発でエネルギーのみなぎるアウトドアなものがよく挙げられるけれど、さすがに気温が35度を超えると外出する気力も失うせる。ＵＶカットの日焼け止めクリームも気休め程度にしかならないし、結局それも発汗によってメイクとともに流れ落ちていく宿命だ。

　加えて、わたしたちの住む地域は周囲を山に囲まれた盆地なので、夏になれば異常なほどの熱気に包まれる。アスファルトにゆらめく陽かげ炎ろうと、高い湿度とともに上がる体感温度。自然が生んだ蒸むし風ぶ呂ろのような環境から逃れ、ひんやりとした冷房の風を浴びながら──。

　──わたしは頭を抱えていた。

「なんてこったぁ……」

　真ま雪ゆきくんの新居（といっても引っ越してしばらく経たつけど）の一角にある撮影兼編集作業部屋にて、照明の設置を手伝いながら、「はぁぁ」と深くため息をつく。

「ごめんなさい……でも相談できる相手がほかにいなくて……」

　心から申し訳なさそうな雰囲気を醸かもしているのは、この部屋の家主である中なか村むら真ま雪ゆきくん。わたしの通う山やま吹ぶき大学、その付属高校の男子生徒である。この春に起こったとある事件をきっかけに、わたし、姉あね崎さきひまりは彼の生活に関わるようになっていた。

　ふわふわモコモコの部屋着をまとって、色素の薄い長髪をひとつ括くくりにした真ま雪ゆきくんは、傍はた目めにも女の子にしか見えない。そんな姿で仔こ犬いぬのような目をするものだから、わたしは「いいよいいよ気にしないで！」と手をひらひら振る。ずるいよその顔は。

　いや、ぜんぜんよくないんですけどね。いろんな意味で。

「詳しい用件は白しら鷺さぎ教授に直接話すと言われて。僕もなにがなんだかわからないんですよね。文脈的には、春かす日がさんもなにかＳＮＳ関連の厄介ごとを抱えているんでしょうけれど」

「だろうねぇ……なんでこういうときに限って教授がいないのかなぁ……」

「まさか玲れい華かさんが研究室にいないだなんて思いもしませんでした……」

「あそこはエンカウント率のいちばん高い教授の生息地だからね……」

　そう。

　我らが山やま吹ぶき大学社会学部の白しら鷺さぎ玲れい華か教授は、学会への出席を兼ねて長期出張中なのである。本来なら助手として同行し、カバン持ちなりなんなりと雑用を担当するのだけれど、『夏季休暇を兼ねて羽を伸ばしてくる。いつ帰ってくるかは気分で決める』なんて言われた日には、さすがに「おとなしく待ってます」としか言えない。ほかのアルバイトを放り出すわけにはいかないし、いつ帰れるのか定さだかでないまま連れ回されるなんて恐怖すぎる。

　そんなわけで、しばらくは部活動のコーチと真ま雪ゆきくんのお手伝いに専念しようと思い、見送った直後にこの事態。一難去ってまた一難とはまさしくこのことである。

「とりあえず、折を見て電話をかけてみようと思います」

「電話……電話ねぇ……」

　建設的で現実的な真ま雪ゆきくんの提案に、わたしはぼそりと反復する。

　情報化社会を象徴する文明の利器、スマートフォン。

　もはや必需品と化した、人々の生活から切っても切れない代物。

「今から絶望的なこと言うけど、いい？」

「なんでしょう？」

　わたしは不思議そうな顔をする真ま雪ゆきくんの目を見て、切り出す。

「教授、研究室にスマホ忘れていったの」

「すみません、研究室にスマホ忘れていったって聞こえたんですけど幻聴ですよね？」

「研究室にスマホを忘れたまま、長期出張してる」

「目から感情がなくなってる!?」

「何度でも言うよ。教授は研究室にスマホを忘れたまま、長期出張しています」

　マジなんだよね、これが。

　わたしからすれば到底信じられないが、教授にはスマートフォンを触る習慣がない。職務上のやりとりから書類の作成、スケジュールの管理まで、諸もろ々もろすべてをクラウドサービスで一元管理し、パソコンで済ませている。

　それでもなお綻びは出るもので、いつもは助手が──つまりわたしが適宜、口頭で『あれは済ませましたか、これやりましたか』と確認している。たまにスケジュール自体を共有されておらず詰むときがあるけれど、それもまた教授の特性というか、形質なのだ。

「どうすればいいんでしょう……」

「とりあえずメール入れておくのがいいかもね……いつ返信くるかわからないけど」

「メディアを研究する人がそんな状態でいいんでしょうか……」

「成果が社会性を上回る人だから、ぎりぎり許されるんじゃないかな──っていうか」

　教授がスマホを持たずに出かけた。

　それはもういいのだ。よくないが。

　起こったことだからしかたがない。

　しかし──もう一点、気にすべきことがある。

「真ま雪ゆきくんに、あの『よづるん』が相談を持ちかけた!?　楽屋でふたりきりで!?」

　そう。それこそが緊急事態なのである。

『よづるん』──春かす日が夜よ鶴づるといえば、動画投稿サイトで活動する配信者だ。

　フォロワー数だけを見れば『神か村むらまゆ』こと真ま雪ゆきくんの半数以下だけれど、とりとめのない雑談や垂れ流しのゲーム実況を、気分の乗ったタイミングで不定期に始めるだけで同時接続数が跳ね上がるカリスマである。

　動画サイトの投稿者は、定期的に配信日を定めることでユーザーに視聴習慣を与え、段階的にフォロワー数を獲得していく手法を取っている。もしくは真ま雪ゆきくんのように、ほぼ毎日配信をしてユーザーに浸透させたりする。けれど、『よづるん』にはそれがない。

　もともと彼女が子役の出身で、動画サイトに参入する以前から高い知名度を持っていたことも大きな要因のひとつだ。

　ただ、彼女はいつのまにか地上波から姿を消していて、事実上の引退なのではないかと言われていた。実際、当時所属していた事務所の公式ホームページからは『春かす日が夜よ鶴づる』の項目と宣材写真が消えたそうで、引退説は濃厚なものとなっていた──しかし、１年ほど前に前触れなくチャンネルが立ち上がり、同時に各種公式ＳＮＳが開設されたのである。

　──という情報がすらすらと浮かび上がるくらいには有名な人物だ。

　子どものころにテレビを見る習慣のなかったわたしですら知っている。

　そんな人物が、真ま雪ゆきくんと１対１でコミュニケーションを取って、相談を持ちかけた？

　なにそのシチュエーションは。

　脳の処理が追いつかないんだけど。

「とりあえず僕、着替えてきますね……」

「あー、うん……いってらっしゃい」

　撮影機材をあらかた運び終えたわたしは、検索エンジンのフォームに『よづるんＴＶ』と入力する。『よづるんＴＶ　炎上』『よづるん　整形』『よづるん　ゲーム実況』『春かす日が夜よ鶴づる　放火』などのワードがサジェストされた。物騒な単語が並んでいるけれど気にしてはならない。たとえこれが『神か村むらまゆ』でも同じような言葉が浮かび上がるものだ。

「うん……？」

　ふと違和感をおぼえた。

『春かす日が夜よ鶴づる　放火』

　なんだ、このものものしい検索ワードは。

　ためしに遷移してみると、さまざまなブログサイトが表示される。

『人気実況者の春かす日が夜よ鶴づるは元子役タレント！　本名は？　彼氏は？　年収は？　出身は？　放火事件って？　ヤンキーだったってホント？　まとめました！』

　だいたいこういう並びだった。検索上位を占める、よくあるまとめサイト。同じようなリンクが結果表示ページを埋め尽くす光景を見て、鬱陶しいなぁと思いつつスルーした。

　気になる語句ではあったけれど、こうしたサイトはそれっぽい単語で閲覧者の興味を引き、ページビュー数を増やしているものが大半だ。時間を無駄にはしたくない。

　次に動画アプリを立ち上げる。『よづるん』と検索すると、本人の運営するチャンネルが最上段に表示される。縦並びの検索結果一覧から、目についたサムネイルをタップすると──。

『どうもー……あれ、これ声入ってる？　……あー入ってるっぽいね。コメントうるせー』

　気け怠だるい調子のハスキーボイスとともに、流は行やりのゲームの画面が表示された。

『んじゃ早速始めるよぉ。今日はソロで適当に回すからあんまり期待しないでねぇ』

　ほどなくしてプレイアブルキャラクターの視点で３Ｄのグラフィックが表示され、ぬるぬると動き出す。やがて忙せわしなく流れるチャットのログが『顔見えない』『顔出さないの？』という放送画面への指摘に統一されていった。

『なに、アタシの顔見たいのぉ？　設定めんどいんだけどなぁ……』

　そうしてゲーム画面が硬直し、かち、かち、とマウスクリックの音が入って。

『これでいい？　んじゃやるよー全員ぶっ殺すまで寝ねえから途中で見んのやめんなよぉ？』

　配信画面の右下に表示されたワイプに、その姿が映し出される。

　やにわにチャットログが歓喜の声で一色となった。

『待ってたァァァァァァァァァァ』

『今日もイケてる』

『顔がよすぎる』

『天から授かった造形美』

　などなど、その容姿を褒ほめ称たたえる文字列がすごい勢いで駆け抜けていく。

　脱色し金髪に染めたウルフカットから覗のぞく両耳には、銀色のピアスがボルダリングの壁のように並んでいる。しかし、やさぐれた言葉遣いからは一見想像できないような、あどけないルックスが目を惹ひく。小ぶりな唇と整った鼻び梁りよう、くりくりと大きな瞳は西洋人形を連想させる。

　これこそが春かす日が夜よ鶴づる。

　わたしからすれば、非現実の世界を生きているキャラクター。

　女装配信者・神か村むらまゆとはまた異なる方向性の、『かわいい』の権ごん化げである。

　ヤバいじゃん。

「この人から直接コンタクト取られるって……いろいろとヤバいじゃん……」




「なにがヤバいんですか？」




「想像を超える早着替え！」

　ぐいっとスマホを横から覗のぞき込んできた影に、おもわず飛とび退のく。

　そこにいたのは『神か村むらまゆ』。

　写真共有型ＳＮＳや動画投稿サイトなどのメディアで人気を博し、ティーン世代の中で抜群の知名度を誇るインフルエンサー。

　そしてなにを隠そう、中なか村むら真ま雪ゆきくんの女装した姿である。

　わたしのリアクションに、女装モードの真ま雪ゆきくんは、上目遣いできょとんと首を傾かしげた。

　うう、なんだそのあざとい視線は。

　なんでもかんでも許してしまいたくなるような蠱こ惑わく的てきな目つきは……っ！

　ぜったい負けないからな……っ！

「で、なにがヤバいんですか。ひまりさん？」

「あ、いや、別に深い意味はなくて」

「深い意味を期待しているわけじゃありませんよ？」

「ひぃ、ちょっと顔近いんだけどぉ……」

「僕が春かす日がさんからコンタクトを取られると、なにがヤバいんですか？　教えてください」

　投了。

　負けました。

「いえその、あのですね……」

　特にする必要もなかったけれど、わたしは降参のジェスチャーをする。

「真ま雪ゆきくんも男子高校生なわけで……こんなにかわいい女の子から頼み事をされたら、特別な感情を抱いてしまうのではないかと思っておりまして……」

　言っててなんだかすごいデジャヴを感じる。

　デジャヴというかブーメランなんですけどね。知ってます。

「ふぅん」

　真ま雪ゆきくんは、まだリップの乗っていない唇の端をニヤリと吊り上げる。

　そして、お得意の『まゆちゃんスマイル』でこんなことをのたまった。

「えへへ……そっかぁ。ひまりさんが妬やいてくれるなんて、うれしいな」

「うっ」

「安心してください、僕が異性として意識しているのはひまりさんだけですよ」

「１人時間差攻撃！」

　投了って言ってるでしょうが（口には出してないけど）。

　真ま雪ゆきくんは、女装をして『神か村むらまゆ』の姿にフォルムチェンジすると、いつものおとなしい雰囲気からは考えられないほど積極的な言動をとるようになる。声のトーンも変わるし、ふだんはとろんとしたかわいらしい垂れ目が、卓越したメイクの技術と掛け合わされて妖よう艶えんなものになったりする。

　とにかく、『かわいいことを自覚している女の子』としての振る舞いが異常に上う手まいのだ。

　これが男の子なのだから世の中ってほんとうに不思議。

「……ティッシュどこかに動かしたっけ、鼻血出そう」

　わたしが顔に手を当てながらそう言うと、真ま雪ゆきくんはころころと笑いながら答える。

「さっき空箱を捨てたところです。リビングにストックありますよ」

「ごめんちょっと外すね……撮影がんばって」

「はぁい」

　いたずらを咎とがめられた子どもみたいに無邪気な声を背中に受けつつ、わたしは部屋をあとにする。後ろ手にドアを閉めるタイミングで、いつも画面越しに聞いていた導入のフレーズが、直接耳に飛び込んできた。

「はろはろー！　みんなのまゆまゆ、神か村むらまゆですっ！　今日は──」

　これがわたし、姉あね崎さきひまりの新たな日常風景である。

　……さっそく非日常が介入してきたけど。




　　　　　二




「問題なのは、『問題がなんなのかわからない』ってところだね」

「そうですね。先ほど言ったとおり、春かす日がさんの用件はわからないままです。念のため、玲れい華かさんがスマホを忘れて外出したことも伝えたんですけど……信じてもらえませんでした」

　そりゃそうだ。

　近代社会において、通信端末を持たずに外を出歩くなんて自殺行為に近い。

　あまりにも当然すぎて『スマホを自宅に置いて出かける』なんてリラクゼーション法が生まれるくらいだ。さすがに眉唾物だったので信じていないけれど、それほどまでに携帯電話およびスマートフォンは人々の生活に浸透しすぎている。

「下手な言い訳だと思っちゃうよねぇ……」

「はい。『もうちょい上う手まい言い訳なかった？』って返信で煽あおられちゃいました」

「四し面めん楚そ歌か！」

　為なす術すべもないとはこのことじゃん。

　反射的に頭を抱えようとしたけれど、とある事情により両手が塞がっているので嘆息するにとどめておく。人混みの中で大仰なリアクションをとって悪目立ちしたくないし。

　わたしたちは現在、この府でもっとも栄えている繁華街、瓦かわら町まちを歩いている。

　今日の『神か村むらまゆ』のスケジュールとしては、まずは自宅でイントロ部分の動画を収録。その後現場に向かって本旨の企画を進めることとなっている。わたしはその補佐である。

「教授からの折り返しを待つしかないけど……望み薄だよね……」

「できればはやく連絡をとりたいんですけれど……。それに春かす日がさん、半日に１回くらいのペースで催促してくるから、正直ちょっと困ってます」

「催促？　どんなふうに？」

「『まだ？』ってメッセージが毎回来ます。絵文字とか顔文字とか一切なく」

「シンプルなのが怖いね……って、あれ？　なんかヤバいことに気づいた気がする」

　ひと呼吸おいて、わたしは確認した。

「もしかして、『よづるん』と連絡先交換してる？」

「お言葉ですがひまりさん、これまでに伝えた現状や交わしたやりとりは僕が春かす日がさんと連絡先を交換していないと成立しませんよ？」

「なんてこった……」

　あまりの衝撃に、抱えていた荷物を取り落としそうになる。なかには高価なものも入っているため、「ひゃっ」と真ま雪ゆきくんが一瞬慌てた。すぐに持ち直して体勢を整える。

「鳩はとが豆鉄砲を食らったような状態ってこういうことを言うんだね……」

「豆鉄砲というか、ライフルで狙撃されたみたいでしたよ」

「撃った本人がそれ言う？」

　そんなやりとりを交わしている間に目的地は近づいてきた。

　先ほどまで夕焼けに紅あかく染まっていた空はカラスの濡ぬれ羽ば色いろのような漆黒に塗りつぶされていて、対照的にアーケードの下は電灯が煌こう々こうと灯ともっている。人々が行き交う大通りを脇に逸それ、細い道をしばらく歩くと、やがて看板が見えてくる。

　古着店『reverseリバース』。

『ＣＬＯＳＥ』の札がかかった扉を真ま雪ゆきくんがコンコンとノックするも、返事はない。

　しかし特に問題なく開いたため、そのままふたりして店内へと足を踏み入れる。

「おはようございます、神か村むらまゆです。今日はよろしくお願いします！」

　ふだんは物静かで、あまり大きな声を出さない真ま雪ゆきくんだけれど、『神か村むらまゆ』の姿になると一転して、はきはきと言葉を放つようになる。インターネットを通じて不特定多数の人々に見られている経験が活いきているようだ。

　真ま雪ゆきくんの声に反応して、店の奥からスタッフさんが姿を現した。

「おはようございますって時間帯じゃねえから。なんなら『こんにちは』でもねえから」

　わたしたちのもとにやってきたスタッフ──蓮はす水み凛りんさんは開口一番、苦言を呈した。

　肩口で切りそろえられた艶のある黒髪に、発色のよい赤色のインナーカラーが入ったヘアスタイル。ゆとりのあるサイズのＴシャツにホットパンツという出いでたち。

　対して、いかにも『女の子』な姿の真ま雪ゆきくんは、『神か村むらまゆ』の持つ愛あい嬌きようを振りまきながら。

「知らないの蓮はす水み？　芸能人は現場に入るとき、どんな時間帯でも『おはようございます』って挨拶するんだよ？」

「それは芸能人がいる現場でやってくれ。何回やってもあたしは同じ反応するからな」

　蓮はす水み凛りんさんは真ま雪ゆきくんと同い年。山やま吹ぶき大学付属高校の生徒だった。ただ、一身上の都合で退学してしまったため、現在は定時制高校に通いつつ、この古着店で働いている。

　加えて、初夏に起こったとある出来事により、現在はアルバイトを掛け持つかたちで白しら鷺さぎ玲れい華か研究室のお手伝いもしてくれている。つまりわたしとは同僚ということになる……のかな。

「姉あね崎さきさんおつかれさまです。今日はお手数をおかけしました」

「おつかれさま蓮はす水みさん。こっちは疲れてないよー。撮影機材、どこに置けばいいかな？」

「そのへんの床に固めておいてください。もうお客さんこないし、邪魔にはならないから」

　ひとまず、わたしは今まで両手を塞いでいたカメラや三脚を下ろす。ギシ、と木製の床の軋きしむ音を聞いて、蓮はす水みさんは驚きの声を上げた。

「いやいや、こんだけ重い荷物運んでおいて疲れてないのは逆にバグってますから！」

「そう？　かさばるけど案外軽いよ？」

「僕がひとりで持ちきれないのでひまりさんに手伝ってもらったんだ……まさかぜんぶ持ってもらうことになるとは思ってなかったけど」

「……やっぱり姉あね崎さきさんはすげえわ……」

　一転して、きらきらした視線をよこす蓮はす水みさん。いや、こんなことで憧憬の念をぶつけられてもぜんぜん嬉うれしくないんですけど……。

　さて。

　本日の主目的は、この古着店『reverseリバース』の店舗紹介動画の撮影。

　以前、わたしと真ま雪ゆきくんがひょんなことから瓦かわら町まちをデート（？）していた際、偶然出会った蓮はす水みさんからの頼まれごとである。

　あれからさまざまな事件が襲来し、そこにわたしは大学の試験、真ま雪ゆきくんは定期考査に加えてメディアへの出演が重なったり、蓮はす水みさん自身も教授のサポートでさまざまなことを覚えたりとスケジュールが擦すり合あわず、ようやく実現することになったのだ。

「店長さんは？」

「いますよ。店の裏手でタバコ吸ってます。いつもはこの時間、店じまいして経理作業に入るんで、その前の一服ってやつですね……たまに一服どころか百服くらいするけど」

『reverseリバース』の店長は、一見すると職業不詳の危ないおじさん的な風貌をしているけれど、話してみると明るくて、蓮はす水みさんのプライベートを詮索せずにスタッフとして雇っている気のいい人でもある。会うのはこれで２度目なのだが、どうやらタイミングが悪かったらしい。

「先に始めちゃってもいいっすか？　撮影。店長、お昼も食べてないからたぶんそのまま食事に向かうだろうし」

「蓮はす水みさんはいいの？」

「あたしはガッツリ休憩もらったんで。戻ったらお客さんめちゃくちゃいて焦あせったけど」

「繁はん盛じようしてるんだねぇ」

「夏休みッスからねー。大通りから外れてちょっとひと休み、みたいなノリで路地に入って、そのままふらっと足を運んでくれるお客さんがけっこういるっぽくて」

　たしかに、こう暑いと本能的に屋根を求めそうだ。

　近くにもいくつか商業施設があるけれど、基本的に人が多いし、テナントに入っている喫茶店などはすぐに席が埋まってしまう。かといって、カッチリしたお店に入っても落ち着かないから、あまり気を張らずにいられる雑貨店や古着店は、羽を休めるスポットとして案外使えるのかもしれなかった。

「真ま雪ゆき、店長わざわざ呼び戻しても別にやってもらうことないし、気の毒なんで先に始めちゃってもいい？」

「うん。先にちょっとだけ打ち合わせさせてもらっていい？　店内のどこをピックアップするのかとか、セールスポイントとか、動画の展開とか考えておきたいし」

　タブレットでメモ帳アプリを立ち上げる真ま雪ゆきくんの様子を見て、わたしも声をかける。

「わたしはカメラとか三脚セッティングしておくねー」

「お願いします。細かい位置とかはあとで決めますので先に組むだけ組んでおいてください」

「何台使う？　ぜんぶで３つ用意してきたけど」

「とりあえずハンディカメラが１台と、定点が１台あれば……」

　そこまで聞いて、「おっけー」とわたしは機材の準備を始める。こちらのやりとりを聞いていた蓮はす水みさんが、感心したように口を開いた。

「……なんか、思ってたより本格的でビビる」

「そう？　蓮はす水みが当たり前のように見てるテレビ番組の収録とか、ライブストリーミングサイトの企業放送とかはもっと大掛かりな準備してるよ？」

「マジかよ、ぜんぜん想像つかなかった……」

「それが普通だと思う。見えない部分を想像するのって難しいもんね」

　真ま雪ゆきくんがなにげなくつぶやいたひと言に、わたしは少しだけ手を止める。

　見えない部分を想像するのは難しい。

　重い言葉だ。

　インターネット上のコミュニケーションを象徴する言葉だと思うから。

『顔が見えない』、『声が聞こえない』。そんな環境にあって、人間どうしがコミュニケーションを取る上でさまざまな齟そ齬ごが生まれる。現に、ネットにおける炎上が起こるたび、こうした問題が諸所で浮き上がる。

　相手の姿が見えないことで、いろいろな懸け念ねんが生まれる。『見えないこと』を解消するため、勝手な人物像を決めつけて謗そしる人もいれば、面と向かって口にできないような言葉で責め立てる人もいる。

　インフルエンサーという存在は、こうした悪意を受け止めながら活動している。

　だからこそ、真ま雪ゆきくんの口からそういう言葉が出ると、どうしても考えてしまうのだ。

「……っと。ある程度はセッティングできたよ。いつでもカメラ調整できるはず」

　手元と思考を分離させながら、ひとしきり準備を整える。はじめは馴な染じみのない機械をどう扱ったらいいものか戸惑ったけれど、真ま雪ゆきくんからたびたび教えてもらったこともあって、ひととおりサポートができるようになっていた。といっても、たとえばビデオカメラは撮影する前に光度や彩度を調整する必要があるし、画角もうまく考えなければならない。

「ありがとうございます。蓮はす水み、ちょっとそこに立っててくれる？」

「うん？　ああ、いいけど。なにすんの？」

「映像の色とか、光の加減とかを合わせるわけ」

「色？　光？　逆光とかそういうあれ？」

「それもあるけど、たとえば色をうまく合わせないと、肌が浅黒く映っちゃったり、光の加減で輪郭が飛んじゃったりするから」

「いろいろやることあるんだな……」

「いつもは自分の部屋で撮ってるから、そんなに弄いじらないんだけどね」

　今回の動画は『まゆちゃんねる』に投稿される予定のものなので、どういう映像に仕上げるのか、その裁量はすべて真ま雪ゆきくんに委ねられる。

　三脚に装着したビデオカメラの内蔵モニタを覗のぞき込みながら、真ま雪ゆきくんはそのディスプレイをタッチし、真剣な表情で操作する。見た目は華きや奢しやな女の子なのに、その目はどことなく職人のような雰囲気を醸かもしている。

　以前、真ま雪ゆきくんの動画編集作業に立ち会ったことがある。あのときの目とすごく似ていた。

　といっても、わたしは興味本位で見ているだけだったけど。

　撮影した映像を、編集ソフト上で編み物をするかのように練り上げていくその作業はお世辞にも華やかなものではなくて、それこそ『見えないこと』だよなぁ、と感心したものだ。

「……うん。いけるかな」

「あたし、もう離れていい？」

　どことなく緊張した面持ちで直立していた蓮はす水みさんに、真ま雪ゆきくんはにっこり笑いかける。

「ありがと。それじゃ打ち合わせの続きなんだけど──」

　そのとき。

　場違いな、無機質な電子音が流れる。

　どうやら真ま雪ゆきくんのスマートフォンから鳴っているようだった。

「蓮はす水みごめんね、少し待っててくれる？」

　そう言ってディスプレイを確認した彼が、ぽつりと不思議そうに呟つぶやく。

「……あれ、電話だ…………えっ？」

　そのまま端末を耳にあてがう。

「もしもし神か村むらまゆです、すみません、今収録の準備中で────────え？」
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　動揺、そして硬直。

　その後。

「──えっ？　それってどういう、えっ、やっ、ちょっ、ちょっと、春かす日がさん──」

　慌てた様子でそう発したのち、ポカンとした表情で「……切られちゃった」と口にする。

「もしかして、電話かけてきたのって……」

　わたしが念のため確認すると、真ま雪ゆきくんはこくりとうなずいて。

「『新幹線でそっち向かってるんだけど、どこ行けば会える？』って」

　今度はわたしがあんぐりと口を開ける番だった。

　電話の相手は容易に想像がつく──春かす日が夜よ鶴づる。

　けれど、そっちに向かってる？

　つまり……真ま雪ゆきくんのもとに？

　どういうこと？




　　　　　三




「うわぁ……うわぁうわぁマジじゃん、マジの春かす日が夜よ鶴づるじゃん……どうなってんのこれ……」

　口をぱくぱくさせながら慌てる蓮はす水みさんの隣で、わたしは興奮と戸惑いの間をさまよいながら現状の把握のために思考を巡らせていた。

　電話を受けた当初、真ま雪ゆきくんは、しばし「えぇ……？」と狼ろう狽ばいしていたが、そこはさすがの人気配信者。すぐに「とりあえず打ち合わせ進めて、カメラ回しちゃいましょう」と提案し、流れるような手て際ぎわで収録を完了した。内容としては、『reverseリバース』店内の紹介と外観の収録、ハンディカメラを用いた商品棚のインサート撮影。

　自宅の外でこうした撮影をするのはほぼ初めてらしいけれど、『はろはろー！　みんなのまゆまゆ、神か村むらまゆですっ！』と明るい口調の定型句が飛び出した瞬間、裏方に回ったわたしと蓮はす水みさんは口を揃そろえて「さっすが……」と感心してしまった。

　後ほど合流した店長に軽いインタビューをして、必要な素材がすべて揃そろったのを確認した真ま雪ゆきくんは「これでひとまず終了かな」とカメラを止めて。

　次の瞬間、まるで計ったかのようなタイミングでかかってきた電話に「うぅ……」と項うな垂だれたのだった。誰からかかってきたのかは確認するまでもない。

　電話の相手──つまり春かす日が夜よ鶴づるから、面会する時間と場所を求められた真ま雪ゆきくんは、しぶしぶといった感じでスマートフォンを開き、マップを検索したあと、瓦かわら町まちから外れたところにある喫茶店を指定した。遅くまで営業している個人経営のお店で、言いかたは悪いがそれほど繁はん盛じようしているわけでもない。しかし、いかんせん訪ねてくるのがあの春かす日が夜よ鶴づるである。日が暮れて以降、大学生のグループや仕事帰りのサラリーマンで溢あふれる繁華街の中心に呼び出しをかけるわけにもいかず、むしろ客足が少ないのは好都合だった。

　ただ、「さすがに荷物持つの手伝うっすよ」と申し出てくれた蓮はす水みさんの厚意を無下にするのもしのびなくて、なりゆき上３人で向かうことになった。

　なぜわたしの同行が前提みたいになっているのかって？

　心配だからだ。いろいろと。当たり前では？

　そして現在。

　目の前には、画面の中でしか見たことのなかった元人気子役の女性配信者。




　春かす日が夜よ鶴づるが、ソファ席にドッカリと腰掛けていた。




　あわあわとうろたえる蓮はす水みさんから持ち前のコミュ力が消失していたのでわたしの背に隠しつつ、真ま雪ゆきくんに付き添うかたちで席へと向かう。

　配信に映る彼女をわたしは「西洋人形のようだ」と脳内で形容したけれど、その印象は実物を目にしても変わることはない。

　はじめに感じたのは、写真や動画で見るよりも華きや奢しやだな、という印象。身長はわたしとそう変わらなかった気がするのだけれど、なんというか……めちゃくちゃ細い。

　黒を基調としたインナーを身に纏まとっているためか、全体的にすごく細く見える。野性的なカーキ色のミリタリージャケットとのギャップが瘦そう軀くをさらに引き立てていた。

　どこかの貴族を思わせるような佇たたずまいで組まれた脚はニーハイソックスに覆われていて、その美脚っぷりを存分に示している。

　ただ、少しだけ違和感があった。

『春かす日が夜よ鶴づる』のトレードマークともいえるピアスはすべて取り外されていて、おまけに明るい金髪のウルフカットは質素な黒いキャップに隠されている。そしてなにより意外だったのは、手元に開かれた文庫本。彼女のイメージからは想像できない佇たたずまいだった。

「……おはようございます、春かす日がさん」

　真ま雪ゆきくんがそう声をかけると、春かす日が夜よ鶴づる──春かす日がさんは、文庫本をパタリと閉じて視線を上げ、開口一番にこう言った。

「おっす。えへ、来ちゃったぁ」

　字じ面づらだとかわいい女の子が悪いた戯ずらっぽく口にしそうな言葉だけれど、そこに甘い空気はまったくなくて、間延びした口調は間違いなく、画面の向こうで気け怠だるそうに語る彼女のものだった。

「……タバコＯＫだったんですね」

「懐ふところから箱取り出したら、マスターが無言で灰皿置いてくれたよぉ。ほら最近、禁煙のお店増えてるからさぁ。新幹線の喫煙所は使いたくないしねぇ。助かったよ。店選びナイスすぎ」

「えっと……じゃなくて──」

　ぽりぽりと頰を搔かきながら、真ま雪ゆきくんが苦言を呈する。

「タバコ、キャラ的にＯＫだったんですね。春かす日がさん」

　すると、対面の春かす日が夜よ鶴づる──春かす日がさんは「うぅん？」と不思議そうな顔をした。

「アタシ別にアイドルじゃないし、もう20歳だよぉ。世間のジジババが覚えてるのはドラマやらＣＭやらでアホ面下げてるガキの姿なんだろうけどねぇ」

「喫煙歴は何年ですか？」

「世の中には触れてはいけないタブーってもんがあんのさぁ」

　そう言って、咥くわえていた１本をぐりぐりと灰皿に押し付けて、こちらを向いた。

「先週の収録以来だね、神か村むらまゆ──と、初めまして。お連れさんがた」

　ガラス玉のように丸い瞳がこちらを射い貫ぬく。真ま雪ゆきくんが対面に座るのに続いて、わたしも隣に腰を下ろした。４人席だったので必然的に蓮はす水みさんが空いた場所に座すことになるが、蓮はす水みさんは『ちょっと姉あね崎さきさんなんであたしがよづるんの隣なんすか、うわぁオーラやばぁ……』と視線で訴えつつ、おっかなびっくり腰を落ち着けた。

「勝手についてきてしまってすみません。姉あね崎さきひまりといいます。神か村むらまゆさんの……アシスタント？　をしています」

　相手が状況を吞のみ込めるよう、年上として説明役を買って出る。春かす日がさんは不思議そうに首をかしげながら、まるで友達にでも会ったかのような気軽さで。

「なんで疑問形？」

「まだ自分の立ち位置がよくわかっていないので……」

「もしかして、コレ？」

　目配せをしながら小指を立てる春かす日がさん。

「────ごほっ！　おっ、ふぐぅっ！　ごほっ！」

　水を向けられた真ま雪ゆきくんが盛大に咳せき込んだ。

「へぇ、『女の子よりもかわいい男の娘配信者』はおっぱい星人だったわけかぁ」

「違うんですけど！　いや、違うってわけでもないんですけど！」

「どっちなのさぁ」

　……なんだか、ものすごく腑ふに落ちない会話が交わされている気がするのだけれど、口を挟むと火傷やけどしそうなので噤つぐんでおく。胸の話になったとたんに前後の文脈を問わずに口撃をたたみかけてくる教授とのやりとりで学習済みだ。

　わたしとしては、春かす日がさんみたいな体型にすごく憧れがあるんだけどなぁ……。

　ふたたび盛大に咽むせてから、真ま雪ゆきくんは少し涙目になりながら説明を始めた。

「今はそういうのじゃないです。以前お世話になったことがあって、収録のアシスタントをしていただいています」

「ふぅん。今は、ねぇ」

　春かす日がさんの目がこちらに向けられて、しどろもどろになりながらごまかした。

「あ……はは、それはなんというか、ねー……」

　視線を逸そらすしかない。

　女装モードの真ま雪ゆきくんが『ねー、じゃないんですけど？』と目で訴えてくる。

　いや、まあ、微妙な関係ではあるのでなんとも言えないのだ。

　真ま雪ゆきくんはわたしに好意を持ってくれている。これは本人から直接聞いた。

　もちろん、わたしも彼に好意を持っている。いつもスマートフォンの中で笑顔を見せる『神か村むらまゆ』に救われてきたし。春に生身の真ま雪ゆきくんと関わりを持ったことで、彼の活動をサポートしようと心に決めた。

　けれど、これが恋愛感情なのかどうかはまだわかっていない。

　いまだ平行線のままなのだ。

　妙な空気を断ち切るべく、わたしは春かす日がさんに向けてもうひとつ情報を開示する。

「わたしは白しら鷺さぎ玲れい華か教授の研究室に所属しているので、一緒にお話を聞いておくべきなのかなと思いまして。教授の代理でお話をうかがうことも可能かなと」

「……え？　マジで白しら鷺さぎサンってスマホ放り出してどっか行ってんの？」

　ぽかんと口を開ける春かす日がさん。

　どうやら今の自己紹介の内容から、言外の意味を読み取ったらしい。

　言葉少なく察するあたり、直感的に頭のいい人なんだなと思った。

「そっかぁ、無駄足かぁ。アタシの深読みだったんだねぇ」

「だから何度も伝えたじゃないですか、玲れい華かさんは不在ですって……」

「なんか隠してんだろうって邪推しちゃったんだわぁ。でも、こっちも形なり振ふり構ってられない状況だったからねぇ。ごめんね？」

「いえ、真に受けるほうが難しいですし……僕もはじめは信じられませんでしたから」

　わたしも完全に同意だ。まさか直接乗り込んでくるとは思わなかったけれど。

　そこで、そわそわと落ち着きのなかった蓮はす水みさんが、決意したように口を開いた。

「あ……あの、真ま雪ゆきの……じゃなくて、神か村むらまゆの同級生だった、蓮はす水み凛りんっていいます」

「そっかぁ、よろしくねぇ。同級生ってことは高３？」

「あはは、そうっすね、一応……」

　蓮はす水みさんは難しそうに肯定する。

　その様子を見てなにかを察したのか、春かす日がさんは「ふぅん」と呟つぶやいて。

　いきなり話題を切り替えた。

「えっ、やば。その服超かわいいじゃん。どこで買ったのぉ？」

「姉あね崎さきさんあたしどうしたらいいんすかマジで無理なんすけど聞いてないんすけど」

　相手は同じ人間なんだから普通に会話すればいいよ、と思わなくもないのだけれど、いかんせんわたしも真ま雪ゆきくんに似たような反応を示してしまった経験があるので共感できてしまう。

　聞けば、蓮はす水みさんは『よづるんＴＶ』の視聴者で、配信のアーカイブや、有志によるトーク部分の切り抜き動画などもたびたび見ているらしい。お店から喫茶店まで移動する最中に、真ま雪ゆきくんの口から春かす日がさんの来訪について伝えられたときは「えっ、マジで言ってる!?　あたしめっちゃファンなんだけど！」とテンションを上げていたけれど、いざ実物を前にしたら現実感に襲われて感情の収拾がつかなくなっているらしかった。よっぽど好きだったんだなぁ。

　春かす日が夜よ鶴づるは『神か村むらまゆ』と同じくティーン世代に影響力を持つインフルエンサー。しかし子役俳優として活動していたのは10年以上も前のことなので、中高生に人気が高いのは一見すると不思議かもしれない。

　つまり、配信活動を始めてから新たなファン層を切り拓ひらいていることの証左でもあった。

「ねえどこで買ったの？」

「えと、あの、その……あたし古着屋で働いてるんで、職場で揃そろえました……」

「マジぃ？　ってことは自分でコーディネートしたんだぁ、センスいいじゃん」

「どうしよう死んじゃうよぉ……本物のよづるんだぁ……声も口調もそのままだぁ……」

「あとで職場教えてよぉ」

「あ、えと、ちょっとマップ開くっすね……」

　いつもの調子からは考えられないあたふたとした手つきでスマホを取り出す蓮はす水みさん。スマホの地図アプリを立ち上げつつ、なにかしら会話をつなげようとしたのか、おそるおそる口を開く。

「えと、あの、そっちも、ジャケット超かっこいいっすね……」

「でしょぉ？　好きなんだよねぇ緑。ちょっと思い入れがある色だからさぁ」

「あれ？　あたし今『よづるん』と話してる？　これ夢？　あたし今寝てる？　真ま雪ゆき、ちょっとビンタしてくれねえ？」

「そういうのは男性に頼まずにひまりさんにお願いして」

「やめろや。死ぬじゃん、あたし」

　なんかすごく失礼なことを言われた気がするけどスルーしておこう。

　ともあれ、はじめて見る蓮はす水みさんの微笑ほほえましい様子に、温かな気持ちになる。ふと隣の真ま雪ゆきくんを見やると、俯うつむいて笑いを堪えているようだった。いじわるだなぁ。そういうところもかわいいぞ。でもかわいいって自覚してる所作を見せつけてくるのは心臓に悪いからやめてね。

「ニセモノの『春かす日が夜よ鶴づる』がいるなら、ぜひアタシの前に連れてきてもらいたいねぇ。どこからどうみてもホンモノでしょ？」

「あははは、あぁ……どうしよ、なに喋しやべっていいかわかんない……」

「別に取って食ったりいきなりぶん殴ったりしないからさぁ、安心してよぉ」

「安心っていうか……あの、いつも動画、楽しく拝見してます……」

「そっかぁ。アタシも気分が乗ったときに楽しく配信してるからウィンウィンだねぇ」

　そう言って春かす日がさんは脚を組み替える。ニーハイソックスに包まれた棒のように細長い脚が交差してプロジェクションマッピングでも描き出すのかと思った。テンパった蓮はす水みさんが喉の奥から「ひぃ、動いたぁ……っ！」と悲鳴を漏らす。

　そんな蓮はす水みさんの様子を、春かす日がさんはけらけらと笑いながら。

「虫を怖がるギャルかよ。怯おびえなくていいって。普通に話そ？」

「無理無理無理無理、やばぁ……っ」

　心の底から溢あふれ出でる『やばぁ』を聞いた。わかるよその気持ち。わたしも研究室に相談しにきたかわいい男の子が『女の子よりもかわいい男の娘配信者』だって知ったときは同じようなリアクション取ったからなぁ。

　精神面の限界を迎えた友人の姿に、真ま雪ゆきくんは茶化すようにして会話に割り入る。

「蓮はす水み、僕に話しかけるときと態度が違いすぎない？」

「うるせーな、あたしの中では『神か村むらまゆ』はただのクラスメイトなの。今さら真ま雪ゆきに対してデカいリアクション取れねえよ」

「……その言葉に救われた手前、文句は言えないけど……なんだかなー」

　その瞬間、真ま雪ゆきくんはわざとらしく頰を膨らませながら、わたしに顔を近づけてきた。

　整った鼻び梁りようと大きな瞳、リップの乗った艶つやめく唇が一気に視界を埋め尽くす。

「…………なッ！　アッ……！　ちょっ……なッ!?」

「……………………」

　そのまま、じーっと見つめてくる。

「なっ……なになになに!?　お姉ちゃんなにかした!?　もしくはなにかしようとしてる!?」

　たまらずソファの上で身を捩よじると、真ま雪ゆきくんは首を傾かしげながら「はぁ」とため息をつく。

「おかしいなぁ。ひまりさんはこんなに態度が変わるのになぁ」

「実験台!?」

　わたしをよそに、蓮はす水みさんがあきれたような口ぶりで追随した。

「それはひまりさんがオーバーすぎるだけじゃん」

「辛辣な指摘！」

　いやいや、素の反応なんだけどね、こっちは。

『女の子よりもかわいい男子高校生』に弄ばれる女子大生。それがわたしだった。

　情けなさすぎる……。

　そこで先ほど注文したコーヒーがテーブルに届き、春かす日がさんが「うぅん」と気け怠だるげに背伸びしてから居住まいを正す。真ま雪ゆきくんとわたしに目を向け、ため息混じりに語り始めた。

「それにしてもマジで連絡つかないなんてねぇ。こんなに盛大な空振りあるかぁ普通？」

「わたしたちはどちらかというと、わざわざ玲れい華かさんに会うためだけに関東からはるばる足を運んでくる春かす日がさんに驚いてるんですけれど……」

　わたしがそう言うと、春かす日がさんはなにかを納得した様子で応答する。

「なるほどねぇ、アタシがここにきた経緯はみんな知ってるんだぁ？」

「そうですね。ちょうど連絡をいただいたとき、同じ場所にいたので。もっとも詳しい理由は知りませんけれど……」

「そりゃそうだぁ。言ってないからねぇ」

　緊張感を欠いた、間延びした口調の中、必死に思考を巡らせている様子が見て取れる。関東からはるばるこの土地までやってきた春かす日がさんに、教授不在の一点張りでお引き取りいただくのも気が引ける。よほど切羽詰まった事情があるのだろう。

「わたしたちが直接力になれるかどうかはわかりませんが……用件、お聞かせ願えますか」

　単刀直入に切り出すと、春かす日がさんは「うぅん」と考え込む。

「できれば直接、白しら鷺さぎサンに話したいんだよね。あんまり他人を巻き込みたくないし」

「第三者に迷惑をかける可能性がある事柄、ということでしょうか？」

「そうだねぇ。特に、『神か村むらまゆ』は関わってほしくないんだわぁ。あくまで白しら鷺さぎサンと接点を持つための仲介役みたいな感じになってもらえりゃいいかなぁと思ってたんだけどなぁ」

「なぜ教授を頼ろうと？」

「一応、取れる手段は取ってみたんだけど、進捗が思わしくなくてねぇ。専門家の話も聞いてみたくてさぁ。聞いたところによると、『神か村むらまゆ』が巻き込まれた事件の解決を助勢したのが白しら鷺さぎサンなんでしょ？」

「どうしてそれを……？　って、教授自身がメディアで言ってるから知ってる人も多いか」

　教授──白しら鷺さぎ玲れい華かと『神か村むらまゆ』の間に交流があることは、ライブストリーミングサイトのカルチャーおよびビジネスジャンルを視聴している人々の間ではすでに知られている。

　初夏に起こった事件の影響で真ま雪ゆきくんのもとにメディアの取材が殺到し、明言はしていないものの山やま吹ぶき大学付属高校に通っている事実がほぼ明らかになっていること。

　加えて、山やま吹ぶき大学に所属している教授自身が、インターネット犯罪を取り扱う討論番組に出演した際、知った仲であることを公言しているのも一要因だ。

　だから、春かす日がさんがその関係性を知っているのもなんら不思議ではない。もちろん、同じインフルエンサーである真ま雪ゆきくんを通じて教授にアポを取ろうとする行動も。

　それでいて『神か村むらまゆ』には関わってほしくない、という点。

　文脈を辿たどるとやや不自然ではあるが、よく考えればそこに矛盾点はない気もする。

　であれば、どんな理由があって、春かす日が夜よ鶴づるはこんなところまでやってきたのか。

「あの、それってもしかして」

　わたしがさらなる質問を重ねる前に、蓮はす水みさんがぽつりと口にした。

「『春かす日が夜よ鶴づるは炎上を運ぶ』っていう噂うわさのことについて……っすかね？」




　　　　　四




　ことの発端は、１ヶ月前に遡る。

　RootSpeakルートスピークに新たな機能が実装されたのだ。

　音声通話機能ボイス・コミユニケーシヨン・システム。

　不特定多数のユーザーが即席のグループを作り、肉声での会話が可能になるというもの。運営の公式発表によると、テキストベースのやりとりから音声へと幅を広げることで、フォロワーとのふれあいを高速化できる、というのが狙いらしい。

　たとえば、趣味でつながったフォロワー同士で好きなことを思う存分語り尽くせるようになったり、アイドルが個人単位で宣伝活動をおこなったり、ほかにも専門家や著名人同士の意見交換や、その聴講などがおこなえるというものだ。

　ＳＮＳ──ソーシャル・ネットワーキング・サービスには多種多様なものがあるけれど、日常生活に浸透しているものはテキストベースであり、文字でしか他者とやりとりできない側面のデメリットは以前から指摘されている。

　表情や声色が伝わらないことで、たとえば冗談混じりに書いた『バカ』『アホ』『死ね』といった罵倒などが、相手に冷たい印象を与えてしまい、思わぬトラブルを招いてしまう懸け念ねんなどである。音声通話機能の導入により、この問題を部分的に解決できるのではないか……というのもRootSpeakルートスピーク側の主張だった。

　この新機能について、一部では懐疑的だとする意見も囁ささやかれたけれど──結果として、大多数のユーザーはこれに飛びついた。

　リリースから１ヶ月が経たった現在でも利用率はそれなりに高いらしく、日夜さまざまなアカウントがグループを作って音声コミュニケーションを楽しんでいるらしい。

　そんな中、とあるアカウントが着実にフォロワーを増やしている。




『ゴシップ発信bot／芸能人・インフルエンサーのスクープを教えます』




　RootSpeakルートスピーク上に存在しながら一切のテキスト投稿をおこなわず、毎週金曜日22時から通話窓を立てているそうだ。

「そのアカウントがさぁ、どうやらアタシの噂うわさ話ばなしを垂れ流してるっぽいんだよねぇ」

「『っぽい』というと……直接、自分で確認したわけではない？」

「捨て垢アカつくって一度潜入したけど、そんときはアタシの話してなかった。たぶんタイミングの問題。あれ、話者スピーカーと聴衆オーデイエンスをホスト側で分けられるっぽいんだけど、そのグループは話者スピーカーが延々とひとりで話してたなぁ。変声機ボイチエンつかってるっぽくて地声はわかんなかった」

「そのアカウントを発端として話が広がった……という見方ですか？」

「どうやらそうみたいだねぇ。っていうのも、アタシに苦情入れてくるやつらがソースとしてそのアカウントの情報を貼ってたからさぁ」

「情報源としてＳＮＳのアカウントを使う、かぁ……」

　情報というものは一次情報、二次情報、三次情報……といった具合に段階的に分類される。

　一次情報とは、本人が実際に体験して手に入れた情報のこと。科学者が何度も実験を重ねて辿たどり着いた発見のことを示すこともあれば、『シャンプーは目に入ると痛い』などの些さ細さいな体験すらも一次情報となりうる。

　二次情報とは、こうした一次情報を体系化し、保管しているもの。代表的なものは書物や論文、事実をそのまま伝聞する役割を持つニュースなどだ。

　そしてＳＮＳに投稿される情報は、大半が二次情報をもとにした『三次情報』となる。稀まれにクリエイターや学者さんが一次情報を発信するけれど、むしろこれらが混在することによって情報の正確性を見誤る人も多い。リテラシーの低い人間がこれに陥りやすいという。

　……と、まあ、これ自体も教授の受け売りなので、いわば三次情報なんだけどね。

　けれど、少なくとも『RootSpeakルートスピークの匿名アカウントが発信しているゴシップ』を情報ソースとして、その一いつ本ぽん槍やりで直接文句をつけにいくのは、無駄な行動力だなぁと思ってしまう。

「ただ、ちょっと困るのがさぁ──」

　春かす日がさんは、なんともいえない表情のまま口角を上げつつ続けた。




「──まぁ、困ったことに『炎上が起こってる』のは事実なんだよねぇ」




　蓮はす水みさんはなにか知っている様子だったけれど、あえて本人に問いかける道を選んだ。

「炎上……？　それってインターネットの、ですよね？」

「これが違うんだよねぇ。物理的な炎上ってわけ」

「物理的な……？」

　情報を整理できないわたしに、春かす日がさんは順を追って説明してくれた。

「イベント会場の近くの倉庫でボヤ騒ぎが起きたのが最初だったかなぁ。ほかには、ダンス動画の撮影に使った公園のゴミ箱が爆発したり、別の撮影場所の近くにあったゴミ捨て場から煙が出たり……火に関わるトラブルが多いっぽいねぇ」

　詳しく話を聞いてみたところ、根も葉もない、肥大化した噂うわさが出回っているのだという。

『春かす日が夜よ鶴づる、彼女自身が放火魔なのでは？』

『話題づくりのために仕掛けたマッチポンプなのでは？』

『もともとあまり素行のよくない子だった』

『なにを考えているのかわからない可能性がゼロとはいえない』

『若くして有名になった人って、そういうことしそうなイメージがある』

　そして、それらを信じた一部の人間が正義感を背負って、暴走しているらしい。

「具体的には、仕事用のメールアドレスに『さっさと自首しろ』とか『次の炎上を呼び寄せる前に活動やめてください』みたいなのが届いたり。インスタのＤＭとかもっとひどいよぉ？」

『そんなことする人がほんとうにいるのか？』とは言わない。

　わたしと真ま雪ゆきくん、そしてなにより蓮はす水みさんが、人の恐ろしさを知っているからだ。

　こちらの表情を窺うかがいつつ、春かす日がさんはソファの背もたれに身体からだを投げ出す。

「正直さぁ、一般人には好きに語らせておいて、シカト決め込んでりゃいいんだよねぇ。仕事柄、ちっちゃいころからいろいろ言われてきたからそこらへんは弁わきまえてる。でも、放火疑惑が出てきてから、いよいよ看過できなくなってきちゃったんだよねぇ」

「気を悪くしないで欲しいんですが、念のため聞かせてください、心当たりは──」

「ないといえばないかなぁ」

　わたしが言い切る前に、はっきりと春かす日がさんは断言した。

「心当たりはないし、ましてやアタシが直接やってるワケないんだわぁ。つうか、イベントの直後に抜け出して火ぃつけるなんてできなくねぇ？　まゆまゆならわかるでしょ？」

　水を向けられた真ま雪ゆきくんが目をぱちくりさせる。

「まゆまゆって……」

「なに、動画で自分のこと『まゆまゆ』って時々言ってるじゃん？」

「それはなんというか勢いで……なんだろ、すごく恥ずかしい……」

　少し頰を赤らめつつ、真ま雪ゆきくんは「んんっ」と喉を整える。

「不可能だと思います。イベントって、出演時間よりも圧倒的に拘束時間が長いですから。内容にもよりますけど、カメラのリハーサルとか、事前の打ち合わせとか、終わったあとにも同じ出演者さんとの交流があったり」

　指を折りながら訥とつ々とつと語る真ま雪ゆきくんに、春かす日がさんはうんうんと頷うなずく。

「そうなんだよなぁ。見えないところに想像力を働かせるのって難しいんだろうねぇ」

　とてもわかる。先ほど同じことを考えていたから。

「困るんだよねぇ。メッセージの受信範囲を制限しろって話なのかもしんないけど、アタシＳＮＳのメッセージ機能で仕事受けたりしてるからさぁ」

「僕もたまにダイレクトメッセージでお仕事の相談が来るのでわかります。いろいろあって、一度フォローしていないアカウントからのメッセージを絞ったんですけど……代わりに載せたメールアドレスに悪いた戯ずらメールが届くようになってしまって」

「捨て垢アカよりも捨てアドのほうがフィルタリング面倒だもんねぇ」

　話に入れないわたしと蓮はす水みさんは、顔を見合わせながらインフルエンサー同士のやりとりを聞いていた。

　真ま雪ゆきくんの生活に寄り添うようになって、はじめてわかったことがある。

　人間は影響力を得るだけでは食べていけない。

　得た知名度を横展開し、さまざまな経済活動に関わることが重要なのだ。

『動画や配信で広告費をいただける日が、いつか来なくなるかもしれませんから。そうなれば動画を作る人は減るでしょうし、動画が減れば視聴者も減ってしまいます』

　以前、他愛たわいない雑談の中で真ま雪ゆきくんはそんなことを言っていた。

　初夏に起こった事件から、彼は新たな活動目標を立てた。

　──インターネットで炎上した人の救済。

　その目的を果たすべく、活動の幅を広げつつある。

　とてもあやふやで、ぼんやりとしたゴールだ。けれど、だからこそ。できるうちに、できることをしておきたい──そんな『神か村むらまゆ』の力になろうとわたしも決めた。

　そんなことをふと思い返しているときに、春かす日がさんに向けて真ま雪ゆきくんが質問をぶつけた。

「たしかに、根拠のない噂うわさを信じた人たちから絶え間なくメッセージが送られてくるのは迷惑だと思います」

　そこまで述べてから、真ま雪ゆきくんは表情を引き締め、鋭い推測を口にした。




「でも、それだけが理由ではないんですよね？」




　思わぬ指摘に、目を丸くする春かす日がさん。

「……なんでそう思った？」

「春かす日がさんは子どものころから他人の目に触れてきた人です。たとえどんなに攻撃的な言葉を浴びせかけられても、それをうまく意識の外に飛ばせる方だと思うんです。でも、そんな春かす日がさんが、赤の他人である僕に、面識のない玲れい華かさんとの関係を取り持って欲しいと直接頼んできた。ならば、相応の理由があるはずです」

「…………まゆまゆ、本当に高校生？　アタシが馬鹿なだけで、世の中の高校生ってこんなに頭いいわけ？　ったく、困ったなぁ……はぁ……」

　観念したように息を吐き、やがて春かす日がさんは静かに語り始める。




「────『ＩＭＦ』ってイベントあるじゃん？」




　イノベーション・メンバーズ・フェスティバル。

　女優やモデル、インフルエンサーなどが集まる大規模イベントだ。

　例年いくつもの大企業がスポンサーとなって、都心にある大きなドームを貸し切っておこなわれている。来場者数は実に１万人を超え、同時進行でライブ配信がおこなわれ、世界各地へとその様子が中継される。

「アタシ、あれに内定していたんだよねぇ。これオフレコで頼むわ」

「……それってすごいことじゃないですか！」

　はじめに驚いたのは真ま雪ゆきくんだった。同じ業界で活躍する人間だからこそ、その話の大きさがわかるのだろう。

「まゆまゆにはオファーこなかったの？」

「来ませんでした……来ても断ると思いますけど。イベントは夜まで続きますし……なにより会場が遠いので。出てもなにやるんだって話ですし」

「ステージの上で化粧すりゃいいじゃん」

「どこに需要があるんですか……って、それよりも気になることが」

　そう、わたしも引っかかっていた。

　春かす日がさんは『内定していた』と口にした。

　内定。わたしと同年代の学生たちが口にしはじめる単語。もとを正せば、正式な発表や告知の前にあらかじめ決まっている状態を指す。

　つまり、それが過去形になっているということは──。




「お察しのとおり。いきなり運営事務局から連絡があってさぁ──出演取消だって」




　真ま雪ゆきくんが咳せき払ばらいして先を続けようとしたところで、春かす日がさんが被かぶせるように切り出す。

「だってＩＭＦだよ。出る人、見に来る人、関わってる人がすげえ多いわけじゃん？　だから、少しでも不安材料があればさぁ……それを取り除こうとするのは自然だよねぇ……」

　たしかに、『炎上を運ぶ』なんて一部で囁ささやかれているキャストを起用して、もしも事件が起こったならば……イベントの運営側に非難の矛先が向く可能性はある。春かす日がさんと当該事件の間に因果関係がないとしても。荒唐無稽な噂うわさ話ばなしが根底にあっただけだとしても。

　火種は易やす々やすと飛び移り、あっという間に燃え広がる。

　そういう側面は、たしかに存在するのだ。

「アタシは、過去に得た知名度をうまく活用しつつ、自力で稼いでるつもりなんだよねぇ。大人に『ああしなさい、こうしなさい』って言われながら人形として動くんじゃなく、自分の力でファンを増やしてる。ほら、普通の人にとっては働いて給料もらうのって当たり前のことじゃん？　でも、ガキのころのアタシはそういう経験がなかったから……気ままに配信でおしゃべりしてるだけでも、それだけで満たされるんだよね。だから──フェスの誘いが来たときは嬉うれしかったなぁ」

　天井を見上げながら春かす日がさんは語った。その瞬間を思い返すかのように。

　そして視線をふたたびわたしたちに向けた。

「でも、それが邪魔された」

　わたしはなにも言葉を発せなかった。

　悔しさへの共感や、生ぬるい慰めなどはかえって不適切だと思ったからだ。蓮はす水みさんも、真ま雪ゆきくんも無言のまま。おそらく同じような気持ちを抱いているのだろう。

「アタシねぇ、こんな感じでものをわかってる風に語ってるけど、わりとろくでもない人間なんだよねぇ。アタシが社会生活に向いてないなんて、自分が一番わかってる。だって、普通の人みたいに学校行って、勉強して、友達と遊んで……そういう経験をまったくしてこなかったしさぁ。おかげでまともに敬語も使えない。使うタイミングがわかんないからさぁ。だけど、こんなアタシでもひとりで生きていける。そうやって胸を張ろうと思ってた。でも……こういうことが起こっちゃうと、どうしても考えちゃうんだよねぇ」

　こともなげに語っていた春かす日がさんの語気は、だんだんと弱まっていく。

　それだけ重い出来事だったのだろう──。

　そう解釈している最中に。

「顔の見えない人たちからの悪意に晒さらされると、怖いっすよね」

　蓮はす水みさんが口を開いた。

「…………わかる？　この気持ち」

「はい──っていうのも変だけど、でも似たような状況になったことがあるんで」

　まっすぐに春かす日がさんの目を見て、続けた。

「あたし、ネットで炎上やらかして学校辞めたんすよ」

　それから蓮はす水みさんは、以前起こした問題について春かす日がさんに説明をした。

　電車の線路に侵入して写真を撮ったこと。それをＳＮＳに投稿したこと。瞬またたく間まに炎上し、氏名や学校名を特定されたこと。学校を自主退学したこと。今では深く反省し、過去の行動を悔いていること──その一切合切を。

「不特定多数の人たちからめちゃくちゃ叩たたかれると、まるで自分の人生をすべて否定されたかのような気持ちになるんすよね。ふつうに生きてて、ふつうに暮らしてても、限られた一瞬を切り取られて、人格とか生き方をすべて非難される。その一瞬しか見ていない人たちにとっては、見えてる一瞬こそがすべてなんすよね──だから、あの、なんていうか」

　脳内で滞留していた感情を発散させるかのように、蓮はす水みさんは先を続けた。

「……こんなこと言うのはおこがましいかもしれないし、負担かけちゃうと思うけど、でも言わせてほしいっす──負けないでください。あたし、『よづるん』のファンだから」

「…………そっかぁ」

　春かす日がさんは瞳を閉じて、嚙かみ締しめるように呟つぶやく。

「大丈夫だよぉ。負けるつもりはないからさぁ。実際、諦めるような人間なら、メンタル病んでそのまましれっと消えちゃうって」

　そして目を開けると、弱々しさは影を潜めており、口調も元に戻っていた。

「ＩＭＦの開催まで、あと３ヶ月あるんだよねぇ。その間に『炎上』がアタシとまったく関係ないことだって証明して、運営を説得する。で、胸を張ってＩＭＦに出る。ただ、現実的にアタシひとりではどうすることもできないんだよねぇ──だから、他人を頼ろうって思った。縁もゆかりもない、その道のスペシャリストにさぁ」

　そうか。

　それが今回の『お願い』か。

　ぽつりとこぼれた言葉が耳じ朶だを打つ。

「白しら鷺さぎサンは、アタシのこと……助けてくれるかなぁ？」

　どうだろうか。

　わたしにとって、教授は恩師であり、恩人でもある。

　ゆえに、この場で『助けてくれます』と断言することはできない。

　わたしが教授の代弁者になってはならないのだ。

　やや沈黙が流れる中、喫茶店のマスターから「申し訳ありません、そろそろ閉店時間です」と声がかかった。冷めてしまった残りのコーヒーをくいっと飲み干す。

　お会計を済ませようとしたところで。

「いいよぉ、アタシが押しかけてきたんだから、こっちで持つって」

　その申し出を断る理由もなく、お言葉に甘えることにする。

　そして振り向きざまに、春かす日がさんは悪いた戯ずらっぽい顔で真ま雪ゆきくんに声をかけた。

「ねぇ。まゆまゆ」

「…………はい？」

「まゆまゆ個人に頼みごとがあるんだけど、いい？」

「はい、ひとまず聞きますけど……」

　真ま雪ゆきくんは目をしぱしぱと瞬しばたたかせながら答える。

　すると春かす日がさんは、とんでもない要求を口にした。




「宿がないからさぁ、泊めてよ」




「はあ、それは別に……………………え？」

　ふたたび静寂が場を支配した。

「…………今、なんて言いました？」

「アタシをまゆまゆの家に泊めて、って言ったよぉ？」

「……………………」

　……………………。

　…………え？




　　　　　五




　真ま雪ゆきくんの新居は、山やま吹ぶき大学から徒歩20分程度の場所にある高級マンションの一室である。彼の通う山やま吹ぶき大学付属高校は山やま吹ぶき大学の敷しき地ち内に校舎があるため、通学コストを最小限に抑えるためにこの立地を選んだのだろう。浴槽にジャクジーがついていたり、お手洗いが２つあったり、リビングルームだけで30畳あったりと、ひとり暮らしするにはあまりにもスケールが大きい。ふだん部屋に籠もりきりの生活を改善するため、それならば部屋を大きくしてしまえば歩く頻度が増えるじゃん！　というパワフルな思惑があっても不思議ではない豪邸だ。

　繁華街からはそこそこ距離があって、申し訳程度に私鉄が通っているとはいえ、バスを使うのが最短ルートとなる。もっとも、真ま雪ゆきくんはタクシー移動が常だけれど。今回に関しては春かす日がさんも同行しているため、繁華街の脇を縁取るように流れている大きな川沿いの通りでタクシーを拾って帰路についた。

　いやいやいやいやいや。

　おかしいでしょ。

　なにゆえわざわざ真ま雪ゆきくんの自宅に泊まる必要があるわけ？

　春かす日がさんは、それはもう大層な美人で、全身からオーラ的ななにかが常時溢あふれ出だしているような錯覚すら感じる。本人もそれは理解しているはずだ。加えて彼女はすでに成人しているわけなのだけれど、そもそも成人女性が男子高校生の自宅に宿泊するっていうシチュエーションはいかがなものか。端的に表現すれば、ヤバくない？

　ヤバすぎるでしょうが！

　そういうわけで、念のため抗議はしてみたのだけれど。

『徹夜でゲームやってたから新幹線の中で爆睡しちゃったんだよねぇ。気がついたらもうすぐ着くってところで、まゆまゆに連絡することしか考えてなくて宿を取るの忘れてたんだよぉ。ほら、まゆまゆってこないだテレビで自宅公開してたじゃん。広い家。適当にホテル選んでハズレ引くのも嫌だし、部屋余ってたら貸してくれないかなぁって』

　という返答があった。

　あまりにも行動が突飛というか、計画性がないというか。

　子どもっぽさとはベクトルの違う、動物的な行動規範というか……。

　どんな生活サイクルで生きているんだろう、この人。

　この主張に対して、真ま雪ゆきくんはというと。

『たしかに部屋は余っていますし、わざわざ遠くからお越しいただいて、帰りの新幹線もないでしょうし、べつに問題はないんですけど……』

　とのことだった。

　いやいやいやいや、問題大アリやろがい！

　ひとり暮らしの男子高校生の家に、綺き麗れいなお姉さんがお泊まりするなんてシチュエーション、問題しかないやろがい！

　ということで、危機感をおぼえたわたしも、一緒に宿泊することにしたわけである。

　……なんかわたし、保護者みたいになってるな。

　さて、そんなこんなで部屋に到着して荷物を下ろし、リビングの中心でぐるりと周囲を見回しながら、春かす日がさんは感心したような声を上げた。

「いやぁマジでおっきい家住んでんだねぇ。家賃いくらくらいなの？」

「たぶん春かす日がさんが思っているほど高くないですよ？」

「でも広いわりにモノが少ないなぁ。ゲーム機とかテレビとか置いてないの？」

「習慣がないもので……」

「マジか。ゲームない生活とかアタシ全然想像できないなぁ──あれ、こっちはスタジオ？」

「あっ、ちょっ、春かす日がさんっ」

「いいじゃんかぁ撮影環境くらい見学させてよぉ、ベンチマークだよぉベンチマーク」

「わぁぁ勝手にドア開けないでくださいっ！」

　リビングから直結した撮影部屋に入っていく春かす日がさん。その自由奔放なふるまいに、真ま雪ゆきくんは右往左往しながら対応していた。

「おおぉ、これが配信用のＰＣ？　へぇ、一体型使ってるんだぁ。スペック足りる？」

「ちょっと、勝手に立ち上げないでくださいっ！」

「あれぇ、この配信ソフト使ってんだぁ。開始ボタン押したらすぐに始まるわけ？」

「だめなんですけどっ！　触ったらだめなんですけどっ！」

「『まゆちゃんねる』でアタシが配信始めたら、リスナーどんな反応するんだろうねぇ？」

「ぜったいよくない噂うわさが立ちますっ！」

「ちょっと興味あるなぁ」

「ほんとうにだめなんですけどっ！」

　……右往左往どころじゃない気がするけど。

　撮影部屋から真ま雪ゆきくんの慌てる声が絶え間なく響き続ける。

　まさかほんとうに配信を始めたりしないよね……？　と不安を覚えていると、ふと、わたしの横で蓮はす水みさんが所在なさげに呟つぶやいた。

「……なんか話の流れでついてきちゃったんすけど、マジで広くてビビってます」

「あれ。蓮はす水みさん、真ま雪ゆきくんのお家うちにくるの初めて？」

「当たり前じゃないすか、同年代の男の家に上がったことなんてないっすよ……」

　言われてみればそうだ。

　真ま雪ゆきくんは蓮はす水みさんのことを『大切な友達』だと言っていて、これまでの関わりの中で蓮はす水みさんも同様にそう思っているのだと思う。とはいえ、蓮はす水みさんにとって真ま雪ゆきくんは『同年代の異性』なわけで、冷静に状況を確認すると『異性の自宅に遊びに来ている』状態である。

　ただ、意外だなぁと思う。蓮はす水みさんは社交的な性格だし、容姿端麗だ。きっと好意を寄せる男子も少なくなかったはず。こういうことは慣れているのかと勝手に想像していたけど──。

「……ちなみに蓮はす水みさん、今まで彼氏とかは──」

「姉あね崎さきさんそれ禁句っす。よくからかわれてたんすよ」

「ごめん、めっちゃブーメランだった……わたしにも刺さるから……」

「……マジっすか……そっちのが意外なんすけど」

「これでもそれなりに努力したんだよ、メイクとか服装とか……」

「……まぁ確かに、目の前であんな怪力見せられたら男じゃなくても引くわなぁ」

「なにか言った？」

「ひぃなんでもないっす！」

「ゴリラがどうとか聞こえた気がしたんだけど」

「言ってない言ってないそれはマジで言ってないっす！」

　あたふたする蓮はす水みさんを「ジョークだから気にしないで」と落ち着かせる。まさか本気で怖がられるとは思わなかった……ちょっとショックだ……。

　冗談はさておいて。

　床に広げたままになっている荷物の整理を始める。

　撮影部屋には春かす日がさんと真ま雪ゆきくんが入っている。いつも使っているメインカメラはあとからそちらに移すとして、サブカメラは収納スペースに置いておく必要がある。とりあえず、倉庫と化している空き部屋へと持っていった。ピンマイクとケーブルはこんがらがらないように分けておいて──そんなふうに作業していると、リビングに戻った拍子に、なんともいえない表情でこちらを見る蓮はす水みさんと目が合った。

「……姉あね崎さきさん、真ま雪ゆきの家のこと把握しすぎじゃないっすか？」

「あー……よく来るから覚えちゃったなぁ」

　わたしが住んでいる学生マンションからは徒歩10分程度の場所なので、『神か村むらまゆ』としての活動のアシスタントというだけでなく、わりと頻繁に出入りしている。自分のアパートは１Ｋということもあって狭いし、試験勉強をする際にはとても助かった。ついでにいうと、真ま雪ゆきくんは自炊のできない子なので、お姉ちゃん的には食事の面倒も見てあげたいのだ。

「彼氏いなかった女子の立ち回りじゃないと思うんすけど、これ……」

「……………………たしかに」

　ふと、真ま雪ゆきくんの以前の自宅に、教授と押しかけたことを思い出した。

　あのときは体調を崩した真ま雪ゆきくんの看病をするという名目があったわけだけれど、結局ひと晩過ごすことになって……ちょっとした出来事もあった。

　わたしは、真ま雪ゆきくんを完全に異性として意識できていないのかもしれない。

　憧れていた女装配信者ではあった。

　だから、彼の正体を知ってからは舞い上がってしまったし、いまだに女装姿の真ま雪ゆきくんと一緒にいると胸が高鳴ってしまう。

　けれど現に、なんの抵抗もなくこうして自宅に上がり込めてしまう。

　それはきっと、お互いにとってよくないことなのだ。

「……とはいっても、気持ちの問題だからどうすることもできないんだよなぁ……」

「どうしたんすか？　いきなり」

「ううん、ごめん。思ってたことがポロッと漏れちゃった感じ」

　どうすることもできないし──どうにかなることを待つしかない。

　真ま雪ゆきくんがわたしに向けてくれている感情は、きっとそういうものだから。

　とりとめのない思考を巡らせていると。

「ひまりさんっ！」

　撮影部屋から、真ま雪ゆきくんが飛び出してきた。

「玲れい華かさんから返信ありました！」

「ほんとうに!?」

　思わず大きな声が出る。まさか教授が当日中にメールを確認して、返信までするなんて。

　……教授は社会人だし、おまけにスマホも持ってないわけだから、反応ないほうがどう考えてもヤバいんだけどね。

　ちなみに部屋から出てきたのは真ま雪ゆきくんだけだった。春かす日がさんはまだ収録環境を眺めているらしい……やっぱり動画投稿者って、ほかの人の作業環境を気にするものなのかな。

「これパソコンで開いたほうがいい内容なので、ちょっとこっちに来ていただけますか」

　そう誘導をかけた真ま雪ゆきくんはリビングの片隅に置いてあったノートパソコンを開き、テーブルの端に設置する。わたしと蓮はす水みさんは来客用の丸椅子を引っ張り出して、３人でディスプレイを覗のぞき込むかたちになった。

　メールの本文を確認させてもらうと、『返信が遅れてすまない』という短文と、なんらかのＵＲＬが添付されている。

　確認すると、ビジネスシーンでもよく使われているオンライン会議ツールのものだった。

　真ま雪ゆきくんは慣れた所作でパッドを動かし、アドレスをクリックする。

　やがてアプリケーションが立ち上がり、ぐるぐると『起動中』のエフェクトが表示されて。

　──通信がつながった。

「玲れい華かさん、おつかれさまです。ご多忙の中すみません」

『構わないよ。しかしスマートフォンを忘れてくるとはとんだ失態だったな』

　画面の向こうから、聞き慣れた声がした。

　わたしも会話に混ざろうとしたところで──思わずずっこけそうになる。

　教授は浴衣ゆかたを着ていた。

　温泉入っとるやん、この人。

　きっと、どこかの旅館にでも宿泊しているのだろう。背景には毛筆でなにごとかがあしらわれた掛け軸と、その脇に障子が見える。教授は服装以外はいつもどおりだった。落ち着いた佇たたずまい、肩けん甲こう骨こつよりもさらに下まで伸びたストレートの黒髪。手には電子タバコを持っている。

　温泉に入ったあと、部屋で一服キメてますやん、この人。

　ツッコミの言葉を見失ったわたしは、ひとまず教授に連絡事項を伝える。

「教授、おつかれさまです。スマホはデスクの引き出しにしまっておきました。個人情報の塊なんだから気をつけてくださいね」

『ふむ。また押しかけ妻をしているのか、ひまり』

「邪悪な表現！」

　電波越しに主導権を握られ、たまらず叫ぶ。

　気を取り直して、わたしは早々に本題を切り出した。

「教授、今お時間だいじょうぶですか？」

『問題があればそもそも通話に応じていないだろう。どうしたのかね？』

「はい、実は──」

　そう続けようとしたところで、背後から足音。

「ねぇまゆまゆ。あのリングライトさぁ──あれ？　なに、姉あね崎さきサン誰かと通話してんのぉ？」

　春かす日がさんが撮影部屋から出てくるところだった。

　なんだろう。

　少しだけ、嫌な予感がした。




　真ま雪ゆきくんが間に入り、互いに軽く挨拶をして、春かす日がさんは教授にことのあらましを伝えた。

　教授を相手にしても春かす日がさんの口調は変わることがない。彼女のパーソナリティに少しだけ触れたわたしからすれば、裏表のない人なのだなとわかるけれど、その『軽さ』がどう受け取られるのか心配でもあった。

　もっとも、会話のはじめに『本当に申し訳ないんだけど、アタシまともに敬語が使えないんだよねぇ』と断りを入れた春かす日がさんに対して、教授は『問題ない。敬語を省略してコミュニケーションを取ることが必ずしも悪いこととは限らないからね。心理的な距離が縮まることで相手の意図や主旨を正確に捉えやすくなるなどのメリットも──（以下略）』と（めちゃくちゃ長い）返答をしていたから、そこに関しては杞き憂ゆうだったのだけれど。
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「──ってわけで、白しら鷺さぎサンの助言を仰ぎたいんだよねぇ。もちろん、できる限りの謝礼は出すし、協力できることならなんでもするからさぁ」

　しかし。




『ひとまずこう答えておこう──断る』




　教授から返ってきたのは、端的な拒絶だった。

「…………えっ」

　喉鳴りのように苦しげな声を上げる。

「あっ……あは、そう、だよねぇ……」

　やがて絞り出した言葉からは、威勢が完全に消失してしまっていた。

「知りもしない人間をわざわざ助けるなんて、そんな虫のいい話、ない、よねぇ……」

『なにを言っている？』

　意気消沈した春かす日がさんに、教授は変わらない声調で淡々と答えた。

『きみのことは知っているとも、春かす日が夜よ鶴づる。４歳のころに子役俳優としてデビューし、その後８年間芸能活動を続け、中学１年生の冬に活動を休止。所属事務所から正式な発表はなかったが、同時期に事務所公式サイトの名簿から名前が消されていたことが当時匿名掲示板上で話題となっていた。その後、空白期間を経て動画サイトでの配信活動を開始。現在のチャンネル登録者数は38万を誇る。立派なインフルエンサーだ』

「……………………」

　すらすらと出てくるプロフィールに、春かす日がさんは反応を示さず聞き入っていた。

　なぜ自分のことをそこまで詳細に知っているのか。

　そんな疑問は一瞬で解消できるけれど口にはしない。

　白しら鷺さぎ玲れい華かとは、そういう研究者だからだ。

『手を貸さない理由はいくつかあるが、端的に言うならば』

　ディスプレイの向こう側からもたらされる教授の音声は。

『──私は、不良の更生物語というものがあまり好きではないのだよ』

　どこか突き放すような、冷たい響きを含んでいた。
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「元子役タレントで、現在は動画サイトでのゲーム実況配信者として活動している春かす日が夜よ鶴づる。ユニセックスなファッションにスレンダーな体型という整った容姿から繰り出されるダウナーな口調はギャップを生み、ティーン世代を中心に大きな支持を得ている。

　幼少期から大人に囲まれて仕事をこなしてきた成果なのか、春かす日が夜よ鶴づるの発言は達観したようなものが多く、同時に危うさを孕はらんでいる。芸能界の慣習を揶や揄ゆしたり、自身の発言がもとで議論を呼んだテーマについて言及したりと歯に衣着せぬ物言いは賛否が分かれている。

　たびたびこの配信でも取り上げているが──そんな彼女にまつわる噂うわさについてお話ししよう。

『春かす日が夜よ鶴づるは炎上を運んでいる』

　彼女の訪れる先々で、たびたびボヤ騒ぎが起こっているのだ。

　はじめは都内近郊の埋め立て区域に所在するライブハウスでおこなわれた、配信者の合同オフラインイベント。最寄り駅と会場をつなぐ公園の一角で、ゴミ集積場となっている倉庫から火の手が上がった。投棄されたスプレー缶の中にＬＰガスが残っており、圧縮され破砕し発火したものである。２件目は都心のショッピングモール。春かす日が夜よ鶴づるはゲストとして、ここでおこなわれたトークイベントに呼ばれている。なんと、この場所の近辺でも同様に火の手が上がっているのだ。モールに隣接する広場の木造トイレで火災が発生し、消防部隊が出動する事態となった。事件性が認められているものの、犯人の特定には至っていない。

　これだけでは終わらない。

　３件目は春かす日が夜よ鶴づるが『踊ってみた』動画の収録に利用した公園のゴミ箱が爆発。４件目には、春かす日が夜よ鶴づるがとある食品会社とのタイアップ動画を撮影するため訪れた工場近くの公園でゴミ箱が燃えた。いずれも火のついたタバコが出火元だが犯人特定には至っていない。こうした事件が、計８件も発生しているのだ。果たしてこれが偶然の産物と言えるのだろうか。

　さて。これまで列挙した情報はすべて事実であり、これをどう捉えるかは諸氏の判断に任せたい。ＳＮＳはテレビやラジオとは異なり、情報発信に双方向性が備わっている。諸氏がなにを考え、どのような結論を導き出すのか。そして、諸氏の支持の上に成り立つインフルエンサーという存在の裏に隠された事実について、これからも当アカウントでは引き続き、インフルエンサーに関わるゴシップやスクープについて発信していく予定だ」

　ひとしきり語り終えたところで、ぼくは音声通話機能を解除する。

　続いて変声機のスイッチを落とし、RootSpeakルートスピーク内で動向の観察に入った。

『リアル炎上とかこっわ……』

『偶然と表現するにはあまりにも要素が揃そろいすぎている』

『これ本人がマジでやってる説ある？』

『仮に偶然だったとしても怖くね？　イベント行きづらくなるじゃん』

　リスナーたちの呟つぶやきを眺めながら、ふと思う。

　インターネット上では日々、新たなサービスが生まれては消えていく。

　計画、実行、評価、改善の輪りん廻ねを繰り返し、絶えず進化を遂げている。

　しかしサービスの種類がいくら増えようとも、起こる問題は常に一定。

　誹ひ謗ぼう中傷。

　同調圧力。

　虚偽情報の拡散。

　他者への過干渉。

　個人から個人への攻撃。

　または多勢による個人攻撃。

　コミュニケーションの齟そ齬ごによる関係性の不和。

　エトセトラ、エトセトラ。

　たとえ舞台が井戸端から電子世界へと切り替わっても。

　互いの意思を伝達する信号が文字から音声へと移り変わっても。

　問題インシデントの本質は、なにも変化していない。

　頭のよくない人間は、信じたいものを信じ、あるいは信じたい人を信じ、それ以外を排除しようとする。たとえそこに学術的な論証が成り立っていたとしても、自らにそれを当てはめて考えられる人間は非常に少ない。

　信じたいものを信じる──場合によっては、その姿勢は美学たりえる。

　しかし、愚者は万物にその法則が適用できるものだと錯覚してしまう。

　錯覚が連鎖反応を引き起こし、事実が捻じ曲がることすら起こりうる。

　だからこそ面白い。

　人きみ間たちは非常に興味深い存在だ。

　たとえそこに確証がなかったとしても、火種さえ落とせば簡単に炎は燃え広がる。

　ちいさなタバコの火が、大規模な山火事を誘発するかのように。

　文明の発達によって、人々は『解』を得る機会を多分に有している。

　しかし、必ずしも万人が『正解』を得ようと思考を巡らせるわけではない。

　見たいものを見て、信じたいものを信じ、偏った知識で頭の中の記憶領域が埋め尽くされていく過程を『勉強』と捉えるその神経が、ぼくにとっては非常に面白い。

　大量にもたらされる情報を、人きみ間たちはなにも活用できないわけだ。

　つまりは──。




「インターネットの進化が速すぎるんじゃない。人きみ間たちの進化が遅れているんだよ」
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「ざっくり言っちゃうとねぇ。アタシ、芸能活動休んでた時期に荒れてたんだわぁ」

　明くる朝、僕の自宅のリビングでデリバリーの食事を囲みながら、春かす日がさんはそうして話を切り出した。プラスチックのフォークでパスタを巻きながら、声色低く語り始める。

「詳しく伺ってもよろしいですか？」

　同席したひまりさんが先を促した。

　ちょっと待って欲しい。家が近いこともあって昨晩は帰宅したはずなのに、ひまりさんは僕が目を覚ますとすでにメイクを終えてリビングにいた。ばっちり寝ぼけた顔を見られてすごく恥ずかしかった。

　少しだけ癖のある茶髪をひとつ括くくりにしたサイドポニーは、ふだんの仕上がりとなんら変わらない。

　春先のひまりさんはニットをよく着用していた印象があるけれど、気温の上昇にともなってサマーセーター姿を見るようになった。生地を押し上げる胸部に目がいきそうになって、思わず視線を逸そらす。

　それにしてもひまりさん、いつから起きているのだろう。すっぴんのまま自然体で話し続ける春かす日がさんとの対比がすさまじい。なお蓮はす水みは未いまだに姿を現していない。まだ夢の中なのだと思う。昨晩は春かす日がさんとのトークが夜中まで漏れ聞こえていたし。

「たまにさぁ、グレてたころのエピソードを武勇伝みたいに語る大人がいるじゃん。ああいうのはあんまり好きじゃないから、話は盛らずにそのまま伝えるんだけどさぁ」

　春かす日がさんはそう前置きして続けた。

「荒れてたっていっても、そんなに派手なことはしてないんだけどねぇ。無免許運転とか売春とかでしょっぴかれてた友達もいたけど、アタシはそういうんじゃなくて、普通に未成年飲酒とか喫煙とか……や、普通ってのもおかしいかぁ。報道は出なかったけど何度か補導されたりしてたからねぇ。だから、白しら鷺さぎサンが知っててもおかしくはないかなぁ」

　自嘲気味な春かす日がさんに、僕は一歩踏み込んだ。

「春かす日がさんが芸能活動を辞めた理由と、なにか関係があるんですか？」

「けっこう生臭い話になっちゃうけどいい？」

　その言葉にこくりと頷うなずくと、春かす日がさんは「うぅん」と伸びをして居住まいを正した。僕よりも背丈が大きいので、昨晩貸した部屋着の繊維がぐいっと伸縮する。ふだん使っていないから別にいいんだけれど、おそらく自分が着ることはこの先もないだろうからいっそのこと譲ってしまおうかな……なんて、ぼんやりと考えつつ耳を傾けた。

「めちゃくちゃわかりやすく言うとねぇ、アタシが親を捨てたんだよ」

「…………親を捨てた？」

　あまりにも物騒な発言に思わず反復すると、春かす日がさんは目を逸そらしながら鼻をかく。

「あー、ちょっと語弊あったかもなぁ。ようは絶縁したわけだねぇ」

　それ以外にどういう意味があるんだろう……と思って対面のひまりさんを見たところ、どうやら僕と同じようなことを考えているようだった。表情が険しい。

　春かす日がさんはフォークを置き、過去を思い返すようにして訥とつ々とつと続けた。

「ぶっちゃけ小学校高学年って遊びたい盛りじゃん？　でもアタシ、変に大人びちゃってたからさぁ。本心では学校の友達と放課後にドッジボールやらケイドロやらして遊びたいのに、学校休んで、母親に連れられて現場に向かってさぁ、大人の機嫌を損ねないようにいい子を演じるわけ。正直、なんでこんなことやってんだろうなぁってずっと思ってた」

　そこでひまりさんが「そういえば……」と口を挟む。

「春かす日がさんのプロフィールを調べて知ったんですけど、芸能界に入ったきっかけは……」

「早い話が『親に言われたから』だねぇ。気づけば芸能界にいたって感じ。アタシの意思は関係なく、物心ついたころから普通に仕事してた」

　ひまりさんの質問に先んじるように、意図を汲くみ取とって春かす日がさんは回答する。

「単純なもんでさぁ、仕事をがんばると大人が褒めてくれるんだよねぇ。それで、自分がどういう状況に置かれているのかよくわかんないまま、一生懸命になってたなぁ。母親に迎えに来てもらって学校早退して、その足で現場に入ってバラエティとかドラマの仕事するのね。純粋だったなぁアタシ。今となってはこんな大人になっちゃったけどねぇ」

「ぐぅ」

「ひまりさんどうしました？　縊くびり殺された鶏みたいな声が聞こえましたけど……」

「自分より年下の人が『大人になっちゃった』ってワード出すと殺傷能力が高くて……」

　僕からすれば、ひまりさんは紛れもなく大人の女性なのだけれど、様子から察するに、本人からするとあまりいいものではないらしい。逆に僕は、早くひまりさんと釣り合うくらい大人になりたいと思っているのだけれど、この感情は『大人になったことがない』からこそ発生するのかもしれなかった。

「すみません、続けてください……」

　ひまりさんは俯うつむきながら春かす日がさんに先を促す。

「そんな気にしなくても、あと10年経たてば歳としの差なんて気にならなくなるよぉ」

「容赦ない追い討ち！」

　春かす日がさんの無邪気な言葉に頭を抱えたひまりさんだったけれど、一方で僕の心には少しばかりの希望が芽生えていた。でもあと10年かぁ。長いなぁ……。

　そんなふうに思いを巡らせる僕をよそに、春かす日がさんは淡々と先を続けた。

「中学生になったころ、母親の付き添いがなくなったんだよねぇ。そのときのアタシはなんにも気づいてなくて、自分が独り立ちしたみたいに錯覚してたんだよねぇ。結果的には独り立ちさせられてたわけなんだけどさぁ」

「あっ……」

　なんとなく、話の内容を察してしまう。

　ひまりさんも同じような素振りを見せた。

　両親から無償の愛を受けていた人間ならば、直感的に浮かびえない思考。

　ひまりさんと僕が気づけたのは、『親』という存在に疑念を持たざるをえない環境に置かれていたからだろうか。

　父親も母親も、本質的には他人でしかない。

　そこに『親を捨てた』というワードが交錯する。

　あとはただの確認作業のようなものだった。

「心も身体からだもボロボロになってさぁ。いつだったかなぁ。現場に入ったはいいけど、体調不良でそのまま蜻蛉とんぼ返がえりしたことがあったんだよねぇ。携帯の電池も切れててさ。そのまま家に帰ったら──父親と母親が、楽しそうにお酒飲んでたんだよねぇ、まだ明るいうちからさあ」

　一瞬、僕が経験したことのない家族の団だん欒らんを思い浮かべて──しかし、すぐにその異常性に気がついた。春かす日がさんは、そんなふうに異常な記憶を淡々とアウトプットし続ける。

「出前の寿す司し桶おけを囲んでさぁ。平日の夕方だよ？　まだ外も明るい時間で、電車も空いてる時間帯だった。なのに、普通の会社員やってたはずの父親が家にいてさぁ。で、アタシが『ただいま』って言ったら一気に表情が凍りついたのね。酔っ払って赤らんだ顔がサーッと青ざめていくわけ。漫画みたいだったなぁ」

　くくく、と過去の光景を嘲るように笑いながら、春かす日がさんはさらに続けた。

「知らなかったんだよねぇ。母親はおろか、うちの父親も働いてなかったんだよ。働いてないってよりは、アタシが売れっ子になって収入が安定するようになったタイミングで仕事を辞めてたんだよねぇ。ヤバいよねぇ」

　けらけらと笑みを崩さないまま語る春かす日がさんにどう返したものかわからず、僕とひまりさんはふたりして黙り込んでしまう。本人は「笑ってくれていいよ。だって笑い話のつもりだからねぇ」と軽い口調で言うけれど、おいそれと軽口を挟む気にはなれなかった。

「もしもそのときのアタシが小学生のまま成長してなかったら、素直に『アタシががんばったおかげでお父さんとお母さんが楽しそうにしてる！』って思ったのかもしれない。でもねぇ、中学生って反抗期だからさぁ。それ見た瞬間ブチ切れちゃってさぁ。熱出して、吐き気もあって、長い移動時間が祟たたって目め眩まいがして、フラフラなのに……なんか、一気に体温が下がったような感じになったんだよねぇ。慌てる親を尻目に自分の部屋に戻って、そのまま着替えてベッドで横になった気がする。そこまで鮮明に覚えてる」

　そんな場面に出くわせば、誰でも堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れると思う。

　もしくは現実を受け止めきれずに逃避行動をとるか。

「で、両親とまったく口を利きかなくなってさぁ。代わりに、ほとんど通えてなかった中学校にちょくちょく顔出すようになったんだよねぇ。家にいたくないから朝早くから登校する、みたいな。でも勉強のほうが壊滅的でさぁ。当たり前っちゃ当たり前なんだけどねぇ。みんなが真っ当に勉強してる中でアタシは別のことに時間を割いてたわけだし。だから自然と、そういう『まともな学生生活』からはみ出しちゃった子たちと絡からむようになったわけ」

「…………わかります」

「そう？」

　相あい槌づちを打つと、春かす日がさんは意外そうな表情をした。僕が不良だった事実はないし、これからそうなる予定もないけれど、自分と通ずるところを感じたから。

　僕がインターネットでの配信活動を始めた経緯と似ていたのだ。

　家庭にコミュニケーションを取れる人間がいなくて、孤独を紛らわせるためインターネットに居場所を求めた僕と。たとえそれが逸脱した存在だったとしても、誰かに承認してもらえることで精神は安定する。

「当時の友達は、みんな家庭環境がよくなくてさぁ。だからアタシも共感できるところがたくさんあってねぇ。はじめは『なにこいつ？』って目で見られたけど、すぐに打ち解けた。治安のいい地区でもなかったし、校舎裏で仲間たちが授業サボってタバコ咥くわえてるところにふらっと寄って駄だ弁べったりするくらいだったけどねぇ。仕事はかろうじて続けてたし」

　僕は……否、僕たちは『共感』の強さを知っている。

　インフルエンサーは共感の上に成り立つ存在だから。

　自分のことを受け入れてくれる人がいるからこそ、存在意義が得られる。たとえそれが逸脱したコミュニティであっても、心の安定を得られるならば、それに縋すがりたくなると思う。

「そっか。わかるかぁ」

　どこか安心したように春かす日がさんは呟つぶやいて、先を続ける。

「昔の写真、見る？」

　言うが早いか、春かす日がさんはスマホを手になにか操作を始めた。

　やがて「あぁ、あったあった」と呟つぶやいて、僕たちにディスプレイを見せつける。

　映っていたのは、眠たげな顔でこちらを睨ねめ付つける少女の姿。ビールケースの上に腰掛けている。肩ほどまで伸びたミディアムヘア、手に持っているのは細長いタバコ、写真の奥では数名の男女が大口を開けて笑っていて、地面には酎ハイのものとおぼしき缶が並んでいる。現在とは違って金髪ではないけれど、サイドに緑色のメッシュが入っていた。

　顔のパーツのところどころに面影がある。

　たしかに春かす日が夜よ鶴づる、その人だった。

「春かす日がさん、中学生のときはこういう髪型だったんですね」

「いい感じに伸ばしてたんだよねぇ。メッシュはエクステだったけど。よくあるじゃん、チームカラー的なやつ。ほら、後ろに写ってるやつらもみんな緑色入れてるでしょ？」

「……ほんとだ」

　春かす日がさんの後ろでたむろしている仲間と思おぼしき人たちの、唯一の共通点に思える。

　というか……これって。

「この写真、表に出たらけっこうヤバいやつじゃ……？」

「そりゃそうだよねぇ」

　僕が苦言を呈すると、春かす日がさんはまったく動じずに笑って答えた。

「芸能事務所に所属して、アイドルみたいに売り出してる時期だったら一発アウトだねぇ。今はフリーだから、でっかく炎上する程度で済むだろうけど」

「でっかく炎上ってけっこうな致命傷では……？」

「どうだろうねぇ。うぅん……つっても、アタシが不良だったの、ファンの間じゃけっこう有名っぽいんだけどねぇ。自分でも『中ちゆう途と半はん端ぱにグレてた』ってのは公言してるし」

　スプーンでヨーグルトを口に運んでいたひまりさんが難しい顔で唸うなる。

「それならまぁ……いいのかなぁ……？　よくはないのか……？」

「僕も聞いたことがあります。ヤンキー上がりの著名人って世の中にたくさんいるから、あまり気にはしていませんでしたけれど」

「でしょ？　売り方的に問題があるならストップかかるけど、アタシの場合はそこまで影響ないかなぁって感じ」

「謎の温度感！」

　ひまりさんのツッコミが冴さえ渡わたる。

　そんな中、春かす日がさんは当時の状況を説明してくれた。

「中学校を出て、高校には進学せずにすぐに実家を出てひとり暮らしをはじめたんだよねぇ。親から預金通帳をぶん取って。で、適当にバイトしながら配信活動始めて、そんなこんなで現在に至るって感じかなぁ──だから、白しら鷺さぎサンが言ってた『不良の更生物語』ってのは合ってるんだよ。実際アタシは不良だったわけだしねぇ」

「……でも、子どものころに起こるそういう問題って、環境的な要因が大きいといいますし」

　フォローを入れる……とはまた異なるけれど、頭に浮かんだことをそのまま伝えてみた。

　しかし春かす日がさんは「ううん」と軽く首を振る。

「ヤバい犯罪に手を出したわけじゃないけど、事実は事実だからねぇ。それに、アタシは過去を肯定したくないんだよぉ。決別したわけ。だから中学を出てすぐに家を出たし、不良仲間との関係もキッパリ切った。ついでに髪もバッサリいった」

　そこで、ふと気になったことを聞いてみる。

「どうして友人と関係を切ったんでしょうか？　たしかに、不良グループにいたのは褒められたことではないのかもしれませんけど……お話を聞く限りでは、わざわざ切ってしまう必要もなかったんじゃないかと思うんです」

「それはアレだよぉ」

　春かす日がさんは、にっこりと笑いながら。




「ひとりで生きていかなきゃだめだ、って思ったから」




　と、口にした。

「アタシのメンタルが終わってたときに、たまたま同じような人間が近くにいたから仲良くなっただけ。埋まらない溝をごまかすために、みんな悪ぶってたわけ。でもねぇ、そういうのってただの慰めでしかないんだよねぇ。同じように辛つらい思いをしている仲間がいて、『そいつがやってるから自分も悪いことしていいよね』って同調意識があったり、逆に『自分が悪いことしても仲間が許してくれるよね』っていう共依存関係になったりする。でも、そういう状態をずっと続けていたら仲間なしでは生きていけなくなる。そういうのは春日夜鶴アタシの生きかたにふさわしくない。だから切った。きれいさっぱりとねぇ」

　次いで、春かす日がさんは自論を展開する。

「たまに『昔はワルかったけど今はまともだよ』とか言う大人がいるけどさぁ、罪悪感を糧かてにして立派な大人になったなら、ワルかった過去を肯定するのっておかしいじゃん？　ワルいことしないでまともに育った人間のほうが立派だと思うんだよねぇ」

　そこに、ひまりさんが苦笑しながら同意する。

「同意します。でも、まさか『よづるんＴＶ』の中の人がそんなこと言うとは思わなかったなぁ……」

「真面目な部分なんて見せても得になんないからねぇ。特にアタシみたいなタイプはさぁ」

　少し照れているのだろうか、ぽりぽりと頰をかく春かす日がさん。

「それって、自分を客観的に観察できている証拠だと思いますよ」

　僕の言葉に、彼女は「そうなのかなぁ」と考える素振りを見せる。

「確かにそうなのかもねぇ。モデルとかタレントとか、アタシみたいな配信者って、自分を売ってるわけだからねぇ。商材の研究はしやすいよぉ。なんせ自分のことだから」

　自分をどう見せるか。自分がどう見られているのかをインフルエンサーは理解している。感覚的に察している人もいれば、フォロワーの反応、動画や画像の拡散数やアナリティクスなどから定量的に観測する人もいるけれど、その根本は同じだ。これを研究しているということは、つまり春かす日がさんはインフルエンサーとしての活動に全力を注いでいるということ。少なくとも僕にはそう伝わった……と、そこでひまりさんがふたたび口を開く。

「わたしも親とはいろいろあったので、家庭に失望する気持ちはわかります。高校生のころにもいろいろあって……だから、過去の出来事をすべて肯定することなんてできません。月並みな言葉ですけど、大事なのは現在なんだと思ってます。人生で失敗することは誰でもある。その一瞬で人生が終わってしまうこともある。消せない傷だって、塗り替えられない痕だって誰にでもありますから」

　ひまりさんの家庭の事情については、春先に聞かせてもらったことがある。格闘家時代の後遺症で生活面に不安がつきまとっていた父親と、母親の不仲。苗みよう字じの変更。危うい仕事を受けていた父親の問題に巻き込まれた経験。

　他人と比べられるものではないとは思いつつ、やはり僕の家庭環境もけっして恵まれていたわけではないと思う。僕ひとりを生家に残して両親が出ていったわけだから。

　ひとりで生きていけるようになったことで、少しだけ大人に近づけた気はする。

　その半面で、たとえば動画サイトでよく話題になる、兵役に出ていた親の帰還に子どもが喜びいっぱいで駆け寄る感動系のムービー。ああいう家族愛を描いたコンテンツに共感をおぼえられないのは立派な弊害だと感じている。

　幼少期の家庭環境が原因で、達観や絶望を与えられる子どもは少なくない。

　現に僕も、ひまりさんも、春かす日がさんだってそうだ。

　けれど一方で、玲れい華かさんが依頼を断った理由も気になる。

　僕は。

　僕はどうすべきだろうか。

「片付けましょうか。春かす日がさん、今日のご予定は？」

「決めてないなぁ。まゆまゆと姉あね崎さきサンは？」

「一応、外出するつもりではあります。ずっと家にいると身体からだによくないから……」

「わたしはこのあとアルバイト的なものが」

「なるほどねぇ。どうしよっかなぁ」

「あの……たぶん春かす日がさん、ここにいることは知られないほうがいいですよね。家の中のものは適当に使っていいので、おとなしくしていただいたほうが……」

「まぁ、読みかけの本があるから、それ読み終えてから考えるよぉ」

　ぼんやりと応答する春かす日がさんを置いて、ひとまず、使い捨ての食器をまとめてキッチンへと向かう。「手伝うよ」とひまりさんが半分ほどのゴミを持ってあとを追ってきてくれた。

　シンクの足元に設置してあるゴミ箱にあらかた放り込んだところで。

　僕は、ひまりさんにのみ届くくらいの声量でそっと問いかけた。

「玲れい華かさんはどうして協力を拒んだんでしょう……？」

「……それはわからないかな」

　困ったような調子の返答だった。

「教授、意欲的な教え子には優しいけれど、それほど勉強に熱心でない学生にはそっけない態度を取るし。そもそも『春かす日がさんが教え子じゃないから』かもしれないけど……どっちにしろわたしたちが憶測で考えたところで、教授の真意は直接聞くまでわからない」

　満杯になったゴミ袋の口を結びながら、ひまりさんは「でもね」と続けた。

「わたしの直感だけど……なにか、ほかに理由があると思う。拒んだ理由が」

「……結局、それもわかりませんよね」

「そうそう。教授は天才だから。天才の出す結論は、往々にしてネジが外れてるでしょ？」

　ひまりさんはにっこりと笑う。

「わたしたちは教授からいろんな知識を与えてもらってる。でもそれ以上に、ものごとの考えかたを近くで見てる。だから、きっとなにかあるはずだよ。わたしたちにもできることが」

　ふいに胸の鼓動が高鳴って、それを抑えながら耳を傾けた。

「だから、少しだけ考える時間をつくろう」




　　　　　二




　セミの鳴き声をアラーム代わりにして起床した蓮はす水みが、寝ぼけ眼を擦りながらリビングに姿をあらわして「うぇぇあっ」と素っ頓狂な叫び声を上げ、ふたたび寝室に引っ込んだのが数十分前。すごく気持ちがわかる。ほかの人が全員身支度を完璧に整えていたら怖いよね。

　ひまりさんはお昼過ぎからアルバイトがあるとのことで、いったん帰宅。僕の通う山やま吹ぶき大学付属高校でキックボクシング部のコーチをしているのだけれど、帰宅部の僕とは異なり、部活動に所属している生徒は夏休み中も登校している。必然的に顧問やコーチも猛暑の中、学校に向かわなければならないため、ひまりさんは「あつすぎるぅ……」と断末魔の叫びを吐いていた。

　格闘技に打ち込んでいるひまりさんはとても眩まぶしい。学校の道場で指導にあたっている姿は何度か見たけれど、拳が風を切る音も、流れるような立ち居振る舞いも、なにもかもに惹ひきつけられる。あの眩まぶしさを間近で感じられる部員たちを羨ましく思うし、できれば１秒でも長く一緒にいたいけれど、わがままを口にすると優しいひまりさんのことだからきっと僕のためにいろいろと調整してくれる。それは申し訳ないし、実行する勇気もない。

　だから「いってらっしゃい」とひまりさんを見送って、今日のスケジュールを確認する。手を加えなければならない映像素材はすべて編集を終えているし、企業案件のＰＲ動画に関しては先方にデータを送付済みで確認待ち。

　となると、次にするべきは新たな動画のネタ探し。

　ふだんは買い物も通販で済ませるし、動画サイトの注目欄を流し見すればトレンドの傾向は摑つかめるけれど、それだけでは独自性を出せない。『神か村むらまゆ』は『男性ながら女性的な動画を出せること』に強みを持っているのだけれど、単に流行を追うだけでは本家である女性配信者たちとの差異が浮き彫りになってしまう。『女装』の一いつ本ぽん槍やりを通すならば、取り上げるものの切り口にもオリジナリティを持たせたい。

　インターネットに載っていない情報を探す方策として有用なのは、実地調査だ。

「春かす日がさん、僕これから出かけるつもりなんですけど……」

「んじゃアタシはここにいていい？　出歩くと面倒そうだしさぁ」

「むしろありがたいというか、申し訳ないというか……」

「適当にのんびりさせてもらうよぉ。正直めっちゃ疲れてるんだよねぇ。ふだんはこの時間ぐっすり寝てるからさぁ……ふぁぁ」

　容姿に反して子どもっぽい欠伸あくびをして、春かす日がさんは寝室に戻っていった。

　そんなわけで、留守を預けて瓦かわら町まちに出かけようとしたところ。

「あたし今日、シフト夕方からだし付き合うぜ。そのまま出勤するわ」

　──というありがたい申し出を受けたため、蓮はす水みとともに自宅を出たわけである。

「真ま雪ゆき、洗濯機貸してくれて助かったわ。ていうか乾燥機までついてるの便利すぎじゃね？　騒音も出ないし、いつでも服洗えるの最高じゃん」

「むしろ、流れでうちに泊まってもらうことになっちゃってごめんね……」

「なに言ってんの。勝手にくっついていったのはあたしじゃん。『よづるん』と会えるチャンスなんて人生で１回あるかないかだし、超いい経験させてもらったわ。真ま雪ゆきと友達でよかった」

「部屋、狭くなかった？　あの空き部屋、ちゃんと掃除してなかったし埃ほこりっぽくないかなって心配してたんだけど」

「そうか？　フローリングも窓も超綺き麗れいだったけど」

「え？」

　そこで思い当たる。

　僕、ぜんぜん家の掃除してない。

　しているのはひまりさんだった。

「やばいやつじゃん、僕……」

「なに、なんの話？」

「自己嫌けん悪おが押し寄せてきて口から出ちゃっただけ……気にしないで……」

　ともあれ、昨晩は蓮はす水みと春かす日がさんに空き部屋を提供して、僕は寝室で夜を明かした。

　だから、春かす日がさんと蓮はす水みの間にどんな会話があったのかわからない。

　昨晩はサクッとタクシーを使って移動したけれど、繁華街の周辺とは環境が異なるため大通りまで出なければ始まらない。のんびりとアスファルトの上を歩いていく。

「ふつうに考えてありえねーからなぁ。動画の中で見てた人と隣り合わせで寝るなんてさ」

　蓮はす水みが思い出したようにそう言うので、僕も深く考えずに返した。

「というか、初対面の人と同じ部屋で寝る時点で落ち着かなさそうなんだけど……」

「『よづるん』がめっちゃ話しかけてきてくれてさ。逆に眠れなかった」

　もともと蓮はす水みはパーソナルスペースが狭くて、他者との間に壁を作らない。そして接して間もないものの、春かす日がさんにも同じような匂いを感じる。案外馬が合うのかもしれなかった。

「どんなこと話したの？」

「まあ、いろいろ。なんで芸能界辞めたのかー、みたいな話もしたなー。あとは、高校辞めても案外なんとかなるよ、的な話とか」

「……けっこう深い話をしてたんだね」

「むこうから話しかけてくれたからなー。『内心ちょっとビビってたんすよね。辞めた理由が重かったらやばいじゃん。枕営業とかそっちのほうだったらどうしよう、みたいな』って言ったら『そんな安い女じゃないよぉ』って笑い返された。なんていうか、あたしが思ってたとおりの人だったな。それが嬉うれしかった──つっても、これって視聴者側から理想を押しつけてるみたいだし、あんまよくねーんだけどさ」

　蓮はす水みが発した補足に、僕は少しだけ思考を巡らせる。過去にＳＮＳで炎上した一件で、彼女の人間性をなにも知らない不特定多数の人間がさまざまな罵声を浴びせ、レッテルを貼り、揶や揄ゆした。だからこそ、人が人をうわべだけで判断し、人格を決めつけることについて蓮はす水み自身が嫌けん悪お感かんを持っているのだろう。

「あたしの憧れなんだよなー、『よづるん』。目ぇデカいし、顔ちっちゃいし、背ぇ高いし。手足もすらっと細長くて、めちゃくちゃ脱色してるはずの髪もサラサラで。それなのに言葉遣いが悪かったりあんまり他人に興味なかったり、配信でいきなりタバコふかしたりすんだよ。なんか自分のスタイル貫いてるみたいでかっこよくね？」

「それは納得する。どれだけメイクが上う手まくなっても造れない綺き麗れいさがある……気がする」

「真ま雪ゆきが造れないならお手上げじゃん。あたしの知ってる中で一番メイク上う手まいのお前だし」

　そんなふうに屈託のない笑顔を見せる蓮はす水みに持ちかける話題としてはふさわしくないのかもしれないなと思いつつ、僕は切り出す。

「……さっき、春かす日がさんの過去について聞かせてもらった」

「たぶん、あたしにしてくれた話と同じだなー。どう思った？」

「強いな……って思った。もしも僕が同じ状況になったとして、僕が同じような選択をできるかって言われると……たぶんできない。というか、実際できなかったわけだし」

「真ま雪ゆきん家ちもけっこう複雑そうだもんなー」

「話したっけ、蓮はす水みに。僕の家のこと」

「聞いてねえし、わざわざ聞くようなことじゃなかったから放置してたけど、だいたいわかるじゃん。お前、一軒家にひとり暮らししてたわけだし」

「……察する能力が高いよね、ほんと」

「そうか？」

　感心してしまった。蓮はす水みのこういう能力は、きっといろんな人と関わることで形成されてきたものなのだろう。尊敬の念すら覚える。

「僕の親も、僕を放り出して家から出ちゃったから……立場は違うけど、春かす日がさんが感じた気持ちがちょっとだけわかるっていうか。結局、親も人間なんだなって思ったというか」

「どうだろな。親によるんじゃね？」

「それはそうなんだけどね……」

　誰ひとり同じ人間はいないのに、『親』とか『サラリーマン』とか、『高校生』とか『インフルエンサー』みたいな属性で括くくることはできない。同じように、家庭のかたちは家庭によって違う。人間がつくっているものだから。

　反面、人間がひとりきりで生きていくのは……とても難しいと思う。

　少なくとも僕には難しかった。経験則として思う。もともとは母親から送られてくる食費はコンビニ弁当に消えていたし、動画サイトからの収入が安定してから自立できているかのように錯覚するけれど、結局コンビニ弁当がフードデリバリーに替わっただけ。

　僕ひとりではなにもできない。そう痛感する。

　インターネットに拠より所どころを求めたことも、結局はそこにつながっていた。

「春かす日がさんに不良の友達ができたのも……そのときに必要なことだったんだろうね」

「グレてたって話な。それはもともと知ってた。配信でも喋しやべってたし。でも、なんつうか、誇らしく語ったりはしてなくてさ。たまに『昔こんなヤバいことがあって』的に失敗談として出すみたいな感じだったから。あんまりいい思い出だとは思ってねーみたいだけど……実際に話してみた感じ、やっぱりそうなんだろうな。実はすげーいろいろ考える人なんだなって」

　春かす日がさんの過去は、確かに社会的によくないことではあると思う。

　けれど、だからといってそれを攻撃の材料とする人間に問題はないのだろうか。

　違うはずだ。

　少なくとも僕はそう思っていたい。

　だからこそ同意した。

「実際に会ってみたら雰囲気がぜんぜん違う、なんてざらにあるもんね」

「言えてる」

　蓮はす水みは笑いながらこちらを見やる。

「『神か村むらまゆ』とリアルの真ま雪ゆきなんてぜんぜん違うもんなー。教室では他人と話さないし、声色も違うし、表情筋も硬かてえし。動画撮るときに声帯取り替えてんのかとすら思ってたわ」

「……言いづらいことを代弁してくれてありがとう」

「そんなのお安い御用だって」

「皮肉なんですけど！」

　僕の学校生活が取るに足らないものだなんて自覚している。蓮はす水みのほうがうまくコミュニケーションを取ってくれたから淡い色がついていたけれど──。

　ふと思う。

　間違いなく蓮はす水みは大切な友人だ。高校の教室で無為自然に時間を消費していた僕は、蓮はす水みが話しかけてきてくれたことで周囲との接点を持った。

「ねえ、蓮はす水み」

「なに？」

「蓮はす水みは僕のこと、友達だと思ってる？」

「どういうことだよ？　それって確認する意味ある？」

「僕にとっては大事なことだから。たぶん、僕だけじゃなくて、僕みたいな人間にはそういうの気になる人がたくさんいると思う。どこから友達で、どこからが友達じゃないのかって」

「わけわかんねーな」

　やや悪態気味にそう吐き出した蓮はす水みだったけれど、しばし考えるような仕草を見せてから。

「でも、うん。友達だと思ってるよ」

　その返答に、僕はさらなる質問を重ねる。

「……それって、いつから？」

「うん？　当たり前だろ、同じクラスになったときから」

　今度は即答だった。

　敵かなわないなぁ……。

「ちなみに、その場のノリで男友達の家に寝泊まりするのは倫理的にアリなの？」

「はあ？　んなわけあるか。春かす日がさんの言葉を借りるわけじゃねーけど、あたしそんなに安い女じゃねえし。人をビッチ扱いすんな」

「言ってることとやってることが違いすぎるんですけど！」

　たまらず突っ込むけれど、蓮はす水みはなにがなんだかわからない、といった表情を見せた。

「なに、どういうこと？」

「えっと……だからさ」

　理解の追いついていない蓮はす水みの思考順に寄り添うように、ゆっくりと説明した。

「僕の家に泊まって平然としてるでしょ。それっておかしくない？　と思って」

「……え？　……あ、そっか！　確かにそうだわ」

「だめだよその先は！」

　僕の制止など気にも留めず、頭の後ろで両手を組みながら蓮はす水みは口にする。

「真ま雪ゆきって男だったんだよなー」

「なんで言っちゃうのかなぁ！」

　思わず語気が荒くなる。

　なんとなくわかってた。

　わかってたけど、でも気づきたくなかった……。

　僕はちゃんと男性だ。『だった』じゃないし女性になる予定もない。

　ただ単に、かわいい格好をしたり、他人にかわいいって言われるのが好きなだけで。

　しかし、僕のそういった一面が男性らしさを損なっていることも自覚している。

「僕、男性としての魅力がないのかな……」

「真ま雪ゆきのどこにあんだよ、そんなの」

「ぐぅ」

　胃袋を踏み潰されたかのような声が出る。

　それもわかってはいたけど。

　しかし一大事なのだ。

　僕が思う、ひまりさんとの関係性を鑑かんがみれば。

　ひまりさんは僕に好意的な感情を向けてくれている。もともと動画や配信の視聴者という立場で『神か村むらまゆ』としての僕を知ってくれているから、そこにネガティヴな要素はない。

　しかし、画面の中にいる僕は『女の子よりもかわいい男の娘配信者』であって、女性の視点から見た異性ゆえの魅力には乏しい。

　だから、このままの関係値を保ってしまうと、男女としての交流は進展しないのだ。

「どうしたらいいんだろ……」

「姉あね崎さきさんに男として興味を持ってもらうために、なにをすればいいか悩んでるわけ？」

「うん……………………………………………………………………………………んぇっ!?」

　なにが起こった？

　蓮はす水みが僕の気持ちに気づいてた？

　いつから？　なんで？

「やっ、そういう、えっ、どうしてっ」

　慌ててはぐらかそうとするけれど、無駄だった。

「いや、見りゃわかるし。お前、ひまりさんと話すときキョドりまくってるから」

「やっ、だから、その…………そんなにわかる？」

「わかるだろ普通」

　その『普通』がわからない、という決定的な弱点については伏せておいた。インターネットを介して、しかも動画や配信という一方的なコミュニケーションばかり経験してきた僕は、人間の挙動のどこに意図や感情が含まれているのかを察する能力が欠落している。

　でも、わかるというのなら……わかるのだろう。わかってしまうのだろう。

「お前、女装せずに姉あね崎さきさんと話すとき、５秒に１回くらい」

　そんなにわかりやすかった？

　誰でも気づくレベルじゃん。

「……ふつう、そういうときって男の人はどこを見るの？」

「相手が姉あね崎さきさんなら、胸見ちゃうだろ。破壊的だし」

「……そんなの、ぜったい見れない。直視したら死んじゃう」

「姉あね崎さきさんもわりと振る舞いが無自覚的っつうか、あんまり話し相手の視線を追ってるような感じじゃないから、見ても気づかれないんじゃね」

「無理なんですけど！」

「だろーな」

　にひひ、と悪いた戯ずらっぽい笑顔を向ける蓮はす水み。

　真夏の気温もあいまって顔が炎のように熱くなる。メイクが崩れないよう手のひらで頰を触り、なんとか心を落ち着けようとしていると、さらなる追い討ちがかかった。

「告ったの？」

「え」

「姉あね崎さきさんに」

　なんで倒置法？　と思ったけれど、文脈を考えると当然の質問ではある。

　隠し切れるものでもないし、隠す必要もない。

「…………うん」

　だから素直に告げた。

　蓮はす水みはおとがいに手をあてて、なにかを考えるような素振りを見せてから。

「その様子だと、返事は保留されてるっぽいな」

「…………そうなのかな」

　たしかに、ひまりさんから明確な拒絶はなかった気がする。

　──配信者の『神か村むらまゆ』には憧れていた。

　──真ま雪ゆきくんのことは尊敬しているし、力になりたい。

　──けれど、それはわたしの思想から生まれたもの。

　──異性としてどう思っているかというと……まだ言語化は難しい、かな。

　僕が体調を崩して、ひまりさんと玲れい華かさんが看病に来てくれた夜を思い返す。

　あのときひまりさんから告げられた言葉には、『まだ』という空くう隙げきがあった。

　けれど、それって──。

「──振られた……って解釈にはならないのかな」

「ならねーだろ。いや、人によってはなるのかもしれんけど、姉あね崎さきさんの場合は違ちげぇだろ」

　僕は無言のまま、蓮はす水みの見解を待った。

「考えてみ？　もしも姉あね崎さきさんが真ま雪ゆきを振ってるとすれば、あの人が鬼畜ってことになるじゃん。振った男の世話を焼くってどんな趣味だよ。姉あね崎さきさんも真ま雪ゆきのことを少なからず想おもってるのは見ててわかるし、なんか決定的な要素が足りてないだけなんじゃね？　知らんけど」

「決定的な？　……それってなに？」

「だから知らんけどって言ったじゃん。あたし恋愛経験ないからわかんねーよ」

「言いっぱなしはずるいんですけど！」

「結局のところ他ひ人と事ごとだし、思いついたこと適当に喋しやべってるだけなんだけどさ」

「いきなりドライになるのやめない？」

　そうだ。蓮はす水みってこういうやつだった。教室で僕がボーッとスマホをいじっているときに後ろから「なに見てんの？」と話しかけてきて、真面目に答えると「ふーん」と流すような、とてもノリの軽い人種。けれど、そのソフトタッチが当時の自分にはとてもありがたかった。

　今はまったくありがたくないけれど。

「そんなわけで具体的なアドバイスはできねーし、話半分に聞いてほしいんだけどさ」

　蓮はす水みは軽薄な口調のまま、先を続けた。




「男としての魅力なんてわざわざ磨かなくてもいいんじゃね？　人として魅力的になればさ」




「……………………ッ」

　思わず立ち止まってしまう。

　かけられた言葉は、それくらい衝撃的で。

　一歩先で蓮はす水みが「ん？」と訝いぶかしげにこちらを振り返る。

「…………そっか」

　そのとおりだな、と思う。

　どこか思い込みがあったのかもしれない。

　ひまりさんとの関係を深めるために必要なものを一義的に考え過ぎていたのかもしれない。

　僕は僕なりに魅力的になって、その上でひまりさんにアピールすればいい。

　考えてみれば当たり前のことだった。

「そうだよね。僕には僕のできることしかできない」

「なに当たり前のこと言ってんだ？　日本語バカになってる」

　やがて大通りが近づいてきて、乗用車が排気ガスを吐く音がだんだんと大きくなる。

　遠目にタクシーを認めたタイミングで、蓮はす水みが意気揚々と手を上げる。

　空車を示すランプが視界に入り、車両がスピードを落として幅寄せしてくる。そこに駆け寄りながら、蓮はす水みは例によって軽い調子でこう言った。

「ま、相談くらいには乗るよ。お前には返しきれない恩があるし、なにより友達だしな」




　　　　　三




　自宅からのアクセスのよさと、大学の講義の合間に顔を出せることから引き受けた部活動のコーチだけれど、この時期は部員にとても気を遣う。真夏の道場は蒸むし風ぶ呂ろだし、こまめに水分補給をしないと熱中症のリスクを伴う。わたしは根性論で無理やり空手やキックボクシングの技能を身につけたけれど、山やま吹ぶき大学付属高校ではなるべく無理をせず効率的なトレーニングをおこなう方向でメニューの調整をしている。

　とはいえ、めちゃくちゃに汗をかくのは確かだ。

「…………ふぅ」

　３時間のトレーニングを終え、部員に見送られつつ帰宅したわたしは真っ先にシャワーを浴びた。お世辞にも広いとはいえない学生マンションのユニットバスでは湯船に浸つかって満足に疲れを癒やすことが難しいけれど、気休めにはなる。広いお風ふ呂ろに入りたければ真ま雪ゆきくんの家のバスルームを借りればいいからね。

「……さて、と」

　わたしのコーチとしてのスタンス上、実技を見せたり直接指導をおこなうこともあるので、それなりに身体からだを動かすことになる。いつもの生活サイクルなら、このあと真ま雪ゆきくん宅に行って撮影補助に入るのだけれど、今は春かす日がさんが滞在しているし、蓮はす水みさんは夕方から古着店に出勤。真ま雪ゆきくんもどうやら外出しているらしい。

　春かす日がさんをひとりにしておくのは少し忍びないけれど、ちょっとだけ休憩しよう。

　それに──確認しておきたいこともあるから。

　１Ｋのシンプルなつくりの部屋の中、机に向かってノートパソコンを開く。メーラーを起動して受信欄をチェックすると、そこには待っていたメッセージが届いていた。

『差出人　白しら鷺さぎ玲れい華か教授』

『件名　Re：春かす日が夜よ鶴づるさんの件について』

　昨晩、真ま雪ゆきくん、春かす日がさんとの話し合いを終えたわたしは、就寝前に１本メールを送っていた。メールといっても非常にシンプルな内容で、『春かす日がさんの依頼を断った本当の理由を教えてください』というもの。

　すこし不自然だと感じたのだ。

　教授は過去に固執する人間ではないと思っているから。

　もしかすると、あの場で言うべきではないと教授が判断したなにかしらの要素が絡からんでいるのかもしれない。そして──本文を読み進めると、その疑念はどうやら的中したようだった。

『本文：結論から述べると、「不良の更生物語」云うん々ぬんの話はあくまで形式的な断り文句に過ぎない。そもそも、過去にどういう環境で育ち、どういう人間と交友関係を持っていたとしても、評価は常に個人に向けられるべきであるというのが私の揺るぎない持論だ。

　主な理由としては、春かす日が夜よ鶴づる自身が指摘していたとおり、私と彼女の間に明確な関係性がないことだ。私は弁護士でも探偵でもない。ただの研究者に過ぎないのだから。

　ふたつめは至極シンプルな話で、私が多忙であることだ。現在も学会への参加のために研究室を空けている。研究者にとってなによりも優先すべき事項だからね。

　また、春かす日が夜よ鶴づるは確かに立派なインフルエンサーであり、私の研究対象になりうる。しかし、今回の一件は彼女の主張によってもたらされた一義的な情報のみであり、調査に値するか否いなかを現状で判断しかねる。

　これらが、春かす日が夜よ鶴づるの相談を断った理由だ。端的にいえば、そもそも春かす日が夜よ鶴づるの抱えている問題と、春かす日が夜よ鶴づる本人の関連性が「ない」と言い切れる材料がまったく存在せず、加えて春かす日が夜よ鶴づる自身が物理的な「炎上」を起こしていないと断言ができない』

　文面にひとしきり目を通してから、わたしは思わずおとがいに手を当てる。

　これって……。

　春かす日がさんは「心当たりはない」と言っていた。

　けれど教授の言葉は、春かす日がさん自身の手によって『炎上』が起こされているのではないかという可能性を疑うものにほかならない。

　けれど、それならば……また、見えない点が出てくる。

　動機がわからない。

　春かす日がさんが手をかける理由が。

　わたしは衝動的にキーボードを叩たたく。

　エンターキーを押おう下かすると、ややあって送信完了のポップアップが表示された。

　教授は単にバカンスに行っているわけではない。学会を兼ねているため、温泉旅館に宿泊しているとしても間違いなく仕事を進めている。いつ反応があるのかわからないけど、気長に待つしかないか──と思っていたら、意外なことに返信はすぐに届いた。

　本文を開くと、そこには昨晩利用したオンライン会議ツールのＵＲＬのみ記載されている。

　その文字列をクリックすると、瞬またたく間まにアプリケーションが起動した。

　マイクとカメラを接続し終え、数秒後。

　ディスプレイに教授の姿が映し出される。

「おつかれさまです、教授」

『服を着なさい』

　第一声がそれだった。

　わたしは「わあああああああ」と大慌てでクローゼットを開く。シャワーを浴びて涼んでいたのをすっかり失念していた。相手が教授でなければ大問題である。

　ややあって、改めてビデオ通話を再開する。

「すみません教授、だらしない格好で……」

『通信をつないだ瞬間、無駄に大きい胸部が映り込んだ。扁へん平ぺいである私に対するあてつけか？』

「ただ単に服を着忘れていただけです、信じてください。あと無駄って言わないで！」

『真ま雪ゆきくんに感化されてアダルト向けのライブ配信で稼ごうとしているのかとも思ったな』

「知りたくない世界！」

『いいんじゃないか、容姿やスタイルなど身体的特徴を売りにするのは理にかなっている』

「弁明の余地が皆無！」

『春かす日が夜よ鶴づるについての所感はすべてメールの本文に記載したとおりだ』

「大幅な軌道修正！」

　大仰にツッコミを入れつつ、わたしは本題を切り出す。

「教授は春かす日がさんが『炎上』に関わりがある……と考えておられるんですか？」

『あくまで最悪の想定ではあるが、春かす日が夜よ鶴づるの行く先々でボヤ騒ぎが起こっているのは事実。それも大規模な火災ではなく、ゴミの集積場が燃えたとか、公園のゴミ箱から煙が上がるなどの細々とした事例ばかりだ。つまり、あくまで物理的に炎上が起こっているという状況を誰かが作為的に起こしているという考えかたが自然だろう』

「たしかに……春かす日がさんから話を聞いて、わたしもいろいろ調べてみたんですけど、ほんとうにニュースに載るか載らないかくらいの規模でしかないんですよね。そのせいで全体像や規模感を把握するのが難しくて」

『規模を小さくおさめることによって、その情報が事実か否いなかの是非を問わず、噂うわさを流しやすいメリットもある。どこでいつボヤ騒ぎが起こった、その周辺に春かす日が夜よ鶴づるがいた……という話を流る布ふしたとして、その出イン来シデ事ントが事実か否いなかを他者から判別する手段に乏しいわけだ。ネットニュースに出ない情報という前提ならば、匿名掲示板やＳＮＳなどを利用することでいくらでも虚偽情報を流せるわけだよ』

「……春かす日がさんに関する噂うわさ話ばなしは、RootSpeakルートスピークの音声通話機能を悪用したアカウントによって主にもたらされている……っていう話でしたけど、まさか」

『音声通話機能にログを残す機能が存在しないことがカモフラージュになっているわけだ』

「……でも、それなら春かす日がさんが一連の出来事に関わっている可能性って低いんじゃないでしょうか。仮にそうだとしても、春かす日がさんにとってのメリットが見当たりませんし……」

『大半の人間はメリット、デメリットだけで意思決定をおこなっているわけではないからね』

　教授の言葉に、わたしは「うん……？」と首を傾かしげる。

　すると、画面の向こうからいつもの調子で『ふむ』と頷うなずく音が聞こえた。

『春かす日が夜よ鶴づるの半生は実に壮絶だ。彼女は現在20歳だが、その20年の中で、そこいらの人間とはかけ離れた人生経験を得ている。それこそ、常人ならば心が歪ゆがんでしまうほどに』

「……どこまで知っているんですか、春かす日がさんのこと」

『彼女は立派なインフルエンサーだ。略歴のリサーチはずいぶん前に済んでいる』

　教授ならば普通にあり得る話なので、特に引っかかるところはなかった。

　ただただ感心するばかりだ。

『これは仮説にすぎないが、そもそも順序が逆なのかもしれない』

「ええと……どういうことでしょう？」

『ふむ』

　反射的に聞き返したわたしに、教授は嫌な顔ひとつせずに順を追って説明を始めた。

『インフルエンサーにとっての大敵とはなんだと思う？』

「大敵……？　アンチとか、誹ひ謗ぼう中傷を投げつけてくる人でしょうか……？」

『違う』

　直感的なわたしの回答は、瞬時に切り捨てられてしまう。

　代わりに提示されたのは、あまりにも教授らしい、シンプルな答えだった。

『インフルエンサーが最も恐れるのは、人々の無関心だ』

「…………無関心」

　おうむ返しをするわたしに、教授は詳細な説明を始めてくれる。

『明確な定義こそないが、インフルエンサーとは数多くの第三者の消費活動に影響を与える人間のことを指す。インターネットでの動画や配信を主体として活動している人物を指す場合が多いが、原義的にはアイドルや俳優、大企業の経営者、有名なアーティストなどもインフルエンサーといえる。そして彼らは、大勢の他人から注目してもらうことでようやくビジネスの土台に立てるわけだ。つまり、いかに大勢の注目を引くか。この土壌で戦っているわけだ。ここまではわかるだろう。わからなければ私のもとでなにを学んでいるんだという話になるが』

　わたしは大焦あせりして首をぶんぶん縦に振る。

『注目されてこそ、個人は影響力を持つ。そこでだ。たとえば行く先々で炎上が起こってしまう配信者がいたとすれば──どうだろう。子役の出身であるという以上に、時事性と独自性、そして関心度の高い看板になるんじゃないか？』

　ごくり、と生唾を飲み込んで、わたしは「たしかに……」と答える。

　教授はなおも淡々と仮説を展開する。

『春かす日が夜よ鶴づるは話題づくりのため、イベント会場や動画撮影場所の近辺で意図的にボヤ騒ぎを起こしていた。そこに関連性を発見した人間が幾多も出てきたことで後発的に噂うわさが立った。ここまでは想定どおりだったが、事態は悪い方向に転がった。当初春かす日が夜よ鶴づるはしらを切っていたが、ＩＭＦの運営から正式に出演キャンセルを告げられたことで身動きが取れなくなり、火消し要員として私を頼ってきた──どうだろう。現段階で反証材料があるか？』

「…………ない、ですね。たしかに」

『荒唐無稽と思われるかもしれないが、しかし仮にこの流れが真実だった場合、こちらが手を貸すことで不本意なかたちで事件インシデントが収束してしまう可能性がある。仮に話題づくりではなく、単なるストレス解消としてこうした不法行為をおこなっている可能性も勘案しなければならない。規模のちいさなボヤ騒ぎといえど、場合によっては人命に関わる不測の事態が発生するかもしれない。ついでにいえば私の社会的な立場も危うくなる。犯罪者の擁護をするかたちになるわけだからね』

　それに、と教授は続ける。

『彼女は危ういんだ』

「……危うい？」

『そうだ。大きく分けて、ふたつの意味で。まずは言動。この人物なら本当にやりかねない、そんな疑念を視聴者に与えていることだろう。ひまりは春かす日が夜よ鶴づるの配信を見ているか？』

「たまに覗のぞく程度ですけど……でも、あんまり見ないですね。わたしゲームにそこまで興味がないので……」

『ふむ』

　しどろもどろの答えに、教授はさしたる反応も見せず、さらに続けた。

『もうひとつの危うさは、同調意識はひとりでは成立しない──ということだ』

「……え……っと……？」

　思わず首を傾かしげるわたしに、教授は確認をとってきた。

『春かす日が夜よ鶴づるは「人間関係を切った」と、そう言ったわけだね？』

「はい。ひとりで生きていくためにって……」

『たしかに納得はできる。意思主張を他人に依存しながら社会を生き抜くのは難しい。加えて人生は個々人に与えられているものであり、立ちはだかる課題や目指す方向、重要な選択事項は各おの々おのによってまったく異なるものだ。だからこそ甘えを捨て去ったと、文脈は理解できる。ただしひとつだけ見落としがある──彼女が切り捨てたという不良グループ。彼らからすれば春かす日が夜よ鶴づるの選択は「勝手な別れ」でしかないんじゃないか？』

　わたしの脳が情報を整理しきるのを待たず、教授の口は回り続ける。

『春かす日が夜よ鶴づるに切り捨てられた側が、彼女の行動を不服に思っている場合、新たな諍いさかいの火種となり得るだろう。つまり、春かす日が夜よ鶴づる自身が実行者でなくとも、彼女の過去が「炎上」を呼び寄せている可能性を考慮しなければならない。もっとも、これは発想の飛躍にすぎないが、けして否定できる仮説でもない。そうした、いくつもの背景について検討し、対処にあたるだけのリソースと義理が、私にはないわけだよ』

　そこまで聞いて、わたしは黙って考える。必死に頭を働かせる。

　どうしよう。

　春かす日がさんの言葉を額面どおりに信じるか。

　それとも、教授が想定する『最悪の場合』を考慮するべきか。

　判断できる材料は足りないけれども、慎重に考えなければならない。

「……わたしは、どうすればいいでしょうか」

　情けないことに、教授を頼らざるを得なかった。

　天才の考えることは、いつだってネジが外れている。

　そして教授は──白しら鷺さぎ玲れい華かは天才なのだ。

　これまで幾度も教授の言動に救われてきた身で、考えなしに決断は下せない。

『どうするもなにも、自然体でやりたいことをすればいい』

　困惑するわたしに、教授はとても難しいことを宣のたまった。

『先ほどの見解は、あくまで可能性としての話だ。春かす日が夜よ鶴づるの抱えている問題を解決に導くためのピースが足りないわけであって、個人的な付き合いをするぶんには特に懸案事項もない。せっかくだから親睦を深めてみるといい。彼女もまた、真ま雪ゆきくんとは毛色が異なるインフルエンサーであることには違いない。つまり、れっきとした研究対象だからね』

　そう告げて教授は一方的に通話を切ってしまった。

　わたしは「はぁ……」と嘆息しつつ通話アプリを落とし、代わりにブラウザを立ち上げる。いつも利用している動画サイトで春かす日がさんのライブ配信を探してみると、アーカイブのどれもが長時間に及ぶものばかりで「うっ」と怯ひるんでしまう。

　と、そこでひとつの動画が目についた。

　──【よづるん】春かす日が夜よ鶴づる失言集【まとめ動画】。

　どうやら有志がライブ配信の一部を切り抜いて成形したものらしい。

　サムネイルをクリックすると、配信のワイプ部分を拡大した動画が流れ始めた。

　画面の中の春かす日がさんは、ゲームの画面に集中しつつ視聴者へと語りかける。




　１、物騒な方法でいじめ対策を語るよづるん。

『アタシが行ってた学校にもあったのかなぁ、いじめ。ぜんぜんまともに学校行ってなかったからわかんないなぁ。ただいじめってアレだよねぇ、程度問題にもよるけどさぁ、やってることは犯罪なんだからちょっとくらいやり返したっていいと思わない？　与えられたストレスをそのままやり返してもバチ当たんなくないかなぁ。いじめを苦にして自殺するくらいなら、いっそのこといじめてるやつら全員道連れにしちゃえばよくない？　司法って加害者に優しくできちゃってるからさぁ。たとえばさぁ、放火ってめっちゃ重い犯罪だけど、人が死んでるわけじゃないしねぇ？』




　２、タレント事業について言いたいことを言うよづるん。

『本来は事務所って敵じゃないからね。一緒に仕事するパートナーだから。でもたまにいるんだよねぇ、タレントの意思を二の次にして仕事進めて、あとからトラブルになるやつ。ほらアタシ芸歴だけは長いからさぁ。いろんな人見てるんだよねぇ。売れてるタレントって、タレント自身も、それをバックアップする事務所側も、どっちもめちゃくちゃ考えてるんだよぉ。ああいう事業って人を売ってるわけだからさぁ。どうやれば売れるかってのを戦略的に考えてるんだよねぇ。アタシはサラリーマンだった経験がないけど、たぶんそこらへんはリスナーのみんなと同じだよ。できないやつって漫然と仕事してるだけだからさぁ…………え？　アタシはどうかって？　漫然と仕事してるふうに見せるブランディング、ってやつを心がけてるよぉ。矛盾してなくね？』




　３、飛び込み自殺について語るよづるん。

『飛び込みって最強のストレス発散じゃない？　ひとり飛び込むだけで何千人の移動に影響出るんだって話だよねぇ。ストレスごと身体からだブチ撒まくのをどう捉えるかって話だけど。こないだそういう文脈の小説読んだんだけどさぁ。あれなんだっけ、タイトル忘れちゃった。なんか主人公が人生に絶望して電車に飛び込むの。なにも成し遂げてない、誰にも影響与えてない人間が最さい期ごにめっちゃ影響与えるのちょっと皮肉じゃない？　まぁこれはアレか、アタシがふだん電車使わない人間だから実感持ってないだけかなぁ』




　４、不良時代の思い出を語るよづるん。

『みんなグレる素養はあると思うよぉ。人間関係が拗こじれたり、家庭環境が複雑だったり、悪い友達に流されて悪いことやっちゃったり、いろいろあるでしょ。ただまあ、限度はあるけどねぇ。中学生のころにさぁ、火炎瓶をつくって、廃はい墟きよに投げ込んで遊ぶのが流は行やってた時期があったんだよねぇ。今考えると不法侵入やら放火未遂やら洒落しやれになってないから、それを美談にするのも違うと思うけどねぇ。あれって結局、やってた側は救いを求めてたんだろうなぁって思うんだよねぇ。少年院入ってた子とかも、なんか劇的なきっかけがないとまともなレールに戻れないんだよ。社会構造が悪いって話でもないんだけどさぁ。でも中学のときは救われたなぁ。学校に行ったら話し相手がいるってすげえ恵まれてたんだと思うよぉ。人間って仮想敵つくると団結力が増すじゃん？　だから、生活指導の先生とかを目の敵にして、隠れるみたいに屋上に引っ込んでたわけ。楽しかったなぁ。よくないことだけどねぇ。アタシも大人になっちゃったから、昔の友達とは連絡取らなくなっちゃったけどさぁ』




　５、ストレス解消の方法を語るよづるん。

『アタシそこまでストレス溜たまんないんだよねぇ。ガキのころに充分思い知ったというか、半ば諦めちゃってるからなぁ。あと他人に期待してないし。こういう仕事してるとさぁ、なにかするだけでいろいろと言われるんだけど、やべぇ毒吐いてくる人間がアタシの人生に深く関わってこなければ別にいいと思ってるんだよねぇ──ま、フラストレーションが溜たまりまくって、発散しないとメンタル死ぬって思っちゃったら、なにするかわかんないけどさぁ』




　──エトセトラ、エトセトラ。

　春かす日がさんとのやりとりを前提としてみると、こうした発言が意図的なものとは思えない。

　あくまで素。

　自然体で出たもの。

　だからこそ、なにをしでかすかわからない不安はある。

　教授の『自然体でやりたいことをすればいい』というアドバイスが腑ふに落ちた。取り繕わない相手には、こちらも本心をさらけ出したほうが関係値の向上が見込める。

　しかしそれは同時に、胸に疑惑を抱えたまま春かす日がさんとコミュニケーションを取るということにもつながる。

　なぜならば、春かす日がさんとボヤ騒ぎの間に関連性があるかもしれないから。

　目の前の人間が、わたしには想像もできない裏の顔を持っているかもしれないから。

「なるほどなぁ……」

　残されたわたしは、やりとりを反はん芻すうして。

　頭を抱え、ノートパソコンの前で叫んだ。

「重すぎる！　荷が！」

　しかし──悩んでいてもしかたがない。

　ひとまず真ま雪ゆきくんの家に行こう。春かす日がさんとどういう会話をすればいいのか難しいけれど、あくまで自然体でいよう。今のわたしには、それしかできない。




　　　　　四




「『よづるん』、いつまで真ま雪ゆきの家にいるんだろ？」

「本人もいつ帰るか決めてないって言ってた」

「帰っちゃう前にもう一度会っておきてえなー」

「……待って。蓮はす水み、また今日も僕の家に泊まる……とか言い出さないよね」

「さすがに３日も同じ服着たまま働けねーよ。もし明日帰る、とか言われたら連絡くれ。死ぬ気で時間つくるからさ」

「わかった。なるべく早く教えるね」

「よろしく……あと、さ」

　少し言いい淀よどむような雰囲気で、蓮はす水みは続けた。

「真ま雪ゆきやひまりさんがどう思ってるかわかんねーけど、あたしは『よづるん』を信じてる。聞いたんだよな。直接、寝る前に。本気でイベントに出たいって」

「春かす日がさんがそう言ってたの？」

「おう。『アタシはここにいるぞ、過去の人物じゃないぞ』って全国の人に知らしめられるのって最高じゃんって。そんな人がわざわざ意図的に炎上を呼び寄せるわけないと思う。ぜったいに別の誰かに邪魔されてると思うんだ。だからあたしは、『よづるん』の力になりたい」

「……そっか」

　それじゃあなー、と言い残して仕事に向かった蓮はす水みを見送る。

　次いで思わず「はぁ」とため息をついた。

　全容はわからなくとも、玲れい華かさんが依頼を断ったことにはなにか理由があるはずで、そこに全幅の信頼を置くひまりさんは慎重派。

　対して、春かす日がさんに憧憬を抱いている蓮はす水みは、直接話した印象を信じている。

　玲れい華かさんも、ひまりさんも、蓮はす水みも、僕にとって大切な人だ。

　そして春かす日がさんが、裏にどんな事情があったとしても僕を頼ってはるばるやってきたのも事実。行動を無下にするのは忍びない……という気持ちも心のどこかにわだかまっている。




　ひとところで考え込むだけではなにも進展しない。

　僕は瓦かわら町まちのアーケード街を歩き始めた。

　生活雑貨店が詰め込まれたビルのテナントを眺めたり、化粧品店に並んでいる最新のコスメをチェックしたり、ディスカウントストアの店内を眺めたりしていると、インターネットに掲載されていないトレンドや実情、着目点などが見えてくる。

　インターネットにおいて、必ずしも検索順の上位に表示されるものが『自分にとってよいもの』とは限らないのだ。

　一方で、実店舗では主要な購買層の年齢、職業などに合わせて商品の陳列を変えたり、手書きのポップをつけて特定の商品をプッシュしたり、細やかな工夫がなされている。

　以前、玲れい華かさんに教えてもらった『ＳＥＯ』という言葉を思い出した。

　サーチ・エンジン・オプティマイゼーション。

　検索エンジンの最適化。

　GoogleグーグルやBingビングなどに代表される、僕たちが当たり前のように利用している一般的な検索エンジン。これらにキーワードを入力して、検索結果に表示されるＷｅｂサイトの表示順をなるべく上位に持っていくために、サイトの構成を調整することの総称だ。

　動画サイト上でビジネスを展開する上でも、検索を意識するのはとても大事な施策だと玲れい華かさんは教えてくれた。大半のユーザーは、検索欄に関心のあるキーワードを放り込み、表示された結果の中からサムネイルやタイトルを目視してコンテンツを探る。この図式を簡略化して、興味のある動画の投稿者に直接辿たどり着つけるようにしたものが『チャンネル登録』や『フォロー』などの機能であって、大枠で見れば本質は変わっていないとのことだった。

　僕は運よく別のサービスで知名度を得て、そこからファンに流入してもらうことに成功したから、こうしたシステムの外観を知る機会がなかった。

　けれど考えてみれば当たり前のことなのかもしれない。その時勢に合った動画が同時期に大量投稿される理由にも紐ひもづいてくる。動画投稿者として成功するために、各おの々おのの人間が同じようなテーマで動画をつくることで『視聴者の関心を得る』という第一条件をクリアしようとしているわけだ。

　しかし、こうした施策が可視化されたことによって起こる弊害もある。

　一例を挙げれば、著名人の名前を検索した際に、タイトルや表示構成などの『外側』を固めたブログサイトが検索上位を占めるようになってしまった。

　実際、『神か村むらまゆ』で検索をかけたときにも、記事タイトルで年齢、住所、学校、女性関係、収入などに触れているにもかかわらず、中身は『詳細不明』で終わっているブログサイトをいくつも見かける。僕は異性と関係を持ったことがないし、住所や収入は非公表なので情報のソースが見つけられないのだろうけれど、それである程度のアクセス数を稼げてしまうほど検索エンジンからの流入は大きいということなのだと思う。

　やがて２時間ほどが経過したころ。

　休憩がてら立ち寄った客足の少ない喫茶店で注文したフルーツティーを待っている最中、なんとなくスマホで『春かす日が夜よ鶴づる』と調べてみた。

『春かす日が夜よ鶴づる・よづるんＴＶの彼氏、事務所、年収は？　あの有名な元子役ってホント？　学校は通ってる？　炎上を呼ぶってどういうこと？』

　ユーザーが関心を持ちそうな要素を詰め込んだタイトルが表示される。こういうサイトのアクセス数増加に寄与するのもちょっとなぁ……などと思いつつも、気になる文字列をみとめたため、結局タップした。

『炎上を呼ぶってどういうこと？』

　春かす日がさんが受けている風評被害はRootSpeakルートスピーク上のアカウントによる音声配信に原因があるのだと一面的に考えていたけれど、こうした『まとめ記事』なども、きっと大きく関わっているのだと思う。

　玲れい華かさんは、こうしたネットの記事についての知識も与えてくれた。いわく『拡散数と記事の読了率には大きな乖かい離りがある』のだという。タイトル記事だけを読んで、内容を読んだ気になってＳＮＳでシェアするユーザーはとても多くて、数年前のデータでは、この割合が60％にものぼるそうだ。裏を返せば、それほどまでに曖昧な状態で情報は拡散されていく。

　なにが事実で、なにが事実でないのか。見極める能力を、世の中の大多数は持っていない。

　自分の信じたいものだけを信じ続けると、人はたやすく視野狭きよう窄さくに陥る。

　春かす日がさんの話はあくまで主観的なものであって、それが客観的な真実かはわからない。

　わからないことはわかっている。

　理解をしている。

　けれど。




　それでも蓮はす水みは──春かす日がさんが『炎上』と直接関わっていないと言い張る。




　たしかに、自分の信じたいものだけを信じるのは愚かだと思う。

　インターネットが普及したことにより、自分の思想に都合のよい情報だけを集めて、それに溺れて視野が狭くなる人がたくさん出ていることをいろんなメディアが取り上げている。

　だからこそ、考える。

　この状況の打開策を。

　ぐるぐると思考が頭を空回りする中、他人とぶつからないように人混みの隙間を抜ける。

　人は考え事をするとき、ひとところに留まってウンウン唸うなるよりも適度に有酸素運動をしたほうがいいらしい。玲れい華かさんが教えてくれた雑学。ただ、当の本人は基本的に研究室のデスクに張りついているので説得性にやや疑問は残るけれど。

「すみませんっ」

　おとがいに手を当てて没頭していたところで、ふいに声をかけられる。

「あの、もしかして……神か村むらまゆちゃんですか？」

「うわ、ほんものだぁ……絶対まゆまゆだぁ……」

　女の子の２人組だった。僕よりも少しばかり年下に見える。制服を着ているから学校の後輩ではない。この服どこの学校だったっけ……。

「こんにちは。部活の帰りですか？」

「ひゃっ！　あ、えと、そうです！」

　にっこりと笑顔を作って応対した。営業スマイルはお手の物。ふたりとも肌が焼けていて、おまけにラケットバッグらしきものを背負っていたから話題を振ってみたのだけれど、どうやら的中したらしい。通行の邪魔にならないよう、歩道の脇に寄った。声をかけてくれたファンの子たちは、目を輝かせながら口を開く。

「あっ、あの、私たちどっちもまゆまゆの……まゆちゃんの動画いつも見てて」

「そうなんだ。うれしいです。ありがとう」

「あの、握手とかお願いしてもいいですか……？」

「いいですよ。僕でよければ」

「「きゃあっ」」

　跳び上がるような勢いで喜びをあらわにされてしまった。

　こういうのに慣れちゃって、接し方が雑になるとよくないんだよね……と思い返す。

「いいなぁ。僕は部活やったことないから……帰りに友達とどこかに寄っていくシチュエーション、青春っぽくて羨ましいです」

「そうなんですか……？　なんだか意外……」

「僕、そもそも友達が少ないから……」

「うそ……でも、まゆちゃんはいろんな人に好かれてますよね」

「それは……うん、すごく嬉うれしいし、ありがたいことだと思います。おかげでネットに使う時間が増えちゃって、リアルで遊ぶ友達が増えないけど……」

「てっきりたくさん友達がいるのかと思ってました。いつも笑顔で、明るい雰囲気だし……」

　演出したのは僕だけれど、そんな評価をもらっていたんだな、と少し苦笑してしまう。

「僕、動画を編集しているときとかすっごい真顔ですよ。撮影中はいつもにこにこするように心がけてますけど。それに、もともとすごくインドアだし……そっか、友達か」

　そこで、ふと脳裏にアイデアが浮かぶ。

「ファンの人たちって、僕の交友関係に興味あるのかな……？」

「ありますっ！」

「すごく気になりますっ！」

　思いのほか勢いのいい返答にびっくりした。

　これが玲れい華かさんなら『サンプルが少なすぎる』のひと言で一蹴しそうだけれど、実際こうして直接視聴者さんの意見を聞いてみると、受ける印象が違ってくる。

　女の子のうちのひとりが先を続けた。

「自分がいつも見てる人が視聴者に見せる顔と、お友達に見せる顔ってちがうと思うんです。どんな会話してるんだろうとか、そういう裏話的なのも気になるし……」

「…………そっか、そうなんだ」

　試してみる価値はあるかもしれない。

　それに、こういうのって動画のマンネリ化を防ぐ狙いにも合致するし。

「いろいろと参考になりました。ありがとう」

　ふたりにそう伝えると、「こっ、こちらこそっ」「いきなり話しかけてごめんなさいっ」と恐縮した様子でお礼を言われてしまった。もしよかったら……と、おそるおそるといった体でサインを求められてしまったので、これも快諾する。ただ、バッグに油性ペンをぶつけるのにはさすがに抵抗があったので、手帳の表紙に書かせてもらった。

　さて、ひとまず案はできた。

　直ちよく截せつ的てきな解消につながるかどうかはわからないけれど、少なくとも現状に動きは出るはず。

　ただ、実行するか否いなかは話が別だ。

　ひとまず、ひまりさんに提案してみよう──と。

　思っていた矢先のことだった。

　ヴヴヴヴヴヴヴ、と振動するスマートフォンが着信を告げている。

「……蓮はす水み？」

　別れてからまだ２時間ほどしか経たっていない。どうしたんだろう。ちょうど働いているはずなんだけれど。

　人通りの少ない路地裏に引っ込んで端末を耳に当てがうと、慌てた声が聞こえてきた。

『聞いてない聞いてない聞いてない、どういうことだよこれ！』

「落ち着いて蓮はす水み。なにが起こってるの？　なにか僕の家に忘れ物した？」

『よづるんが店に来てんだけど！』

　…………え？

「……どういうこと？」

『それはこっちが聞きてぇわ！』

「春かす日がさんと話した？　なんて言ってる？」

『本読み終わってやることなくなったから遊びに来たって！』

「……どうしよう、僕が迎えに行ったほうがいい？」

　尋ねると、少し遅れて蓮はす水みの返答があった。

『いや、お前が来たら人が集まってパニックになるかもしれねぇからやめとく。ちょうど人が少ない時間だし、なんとかなるかも』

「……そう？　それなら任せてもいい？」

『とりあえずお前に連絡行ってないことはわかったから、こっちでなんとかするわ！』

　こちらの返事を待たずに蓮はす水みはそのまま通話を切ってしまった。

　……春かす日がさん、なに考えてるんだろう。

　衝動的に関東から関西まで来たことといい、僕の家に転がり込んできたことといい、蓮はす水みの勤め先にふらっと遊びに行ったことといい。

　行動力があるのはすごいことだし、春かす日がさんは頭のいい人だとわかってはいるけれど。

　一抹の不安を抱えながらも、僕はそのまま散策を続けることにしたのだった。




　　　　　五




　後ほど蓮はす水みから送られてきたメッセージによると、春かす日がさんは『reverseリバース』でいくつか服を物色したあとに、気に入ったものを３点ほど購入して僕の家へと戻ったらしい。必要ないよ、という弁に反論して合鍵の在あり処かを教えておいたのは正解だった。近場のコンビニに行くようなシチュエーションを想定していたので、まさか瓦かわら町まちまで来てしまうとは思わなかったけれど。

　手ぶらで関東から移動してきた春かす日がさんが着替えを必要としていたとすれば理屈はわかる。とはいえ、あまりにも行動が読めなくて少し焦あせってしまう。

　自由人というか、なんというか。

　まだ僕は春かす日がさんについての詳細なパーソナリティを摑つかみかねているところなので、なにをしでかすかわからない怖さがあるというか。

　ひとしきり市場調査を終えて、僕は帰路につく。次の動画もプチプラのアイメイクにしようかな、同じくらいの世代の女の子を対象にして……などと今後の計画を脳内で練りつつタクシーを拾い、自宅マンションへ。

　エントランスを抜けてエレベーターを経由し、自宅のドアを開く。

　ここまではいつもどおりだった。

　玄関を見ると、僕以外のシューズが２足。

　つまり春かす日がさんはすでに帰宅していて、ひまりさんも来ているということだ。

　廊下を進みリビングの扉を開くと。

「あ……が……ッ、こんな……ことって……うそ、でしょぉ……？」

「もう終わりにしましょう、春かす日がさん。これ以上はあなたの身体からだが」

「いいや……やめないよぉ……ここで引き下がれるわけないじゃん」

「あまり無理しちゃ明日に響きますよ？」

「涼しい顔してるけどさぁ……ホントはそっちも満まん身しん創そう痍いじゃないのぉ……？」

「いえ全然」

「ははっ……なんてこったぁ……バケモンにケンカ売っちまったわけかぁ……」

　戦場が広がっていた。

　なに、この状況。

　思わず絶句する。

　春かす日がさんはなぜかボロボロになっていて、テーブルを挟んで座るひまりさんは、対照的に顔色ひとつ変えず落ち着いた様子。

　ダイニングテーブルには大量のお酒が転がっていた。銀色の空き缶や、茶色い液体が半分くらい入った細長い瓶などがパッと見で20本から30本くらい置いてある。

「…………なにが起こってるんですか？」

　人間は理解の及ばない事象を目まの当あたりにすると身体からだが硬直するというけれど、あれは本当だったんだなぁと脳の隅っこで実感した。

「おかえり真ま雪ゆきくん。もう夕飯食べた？」

「いえ、まだ遅い時間ではないですし、春かす日がさんのこともあるので帰ってからと……」

「そっか、それならちょうどよかった。お姉ちゃんなにかつくるよ。なに食べたい？」

「あ、え、あの、現状についての説明は……？」

「見てわかる以上の情報はないと思うよ？」

　だとしたらすべてが意味不明だ。

　僕が困惑していると、沼の底から響くように重い声で春かす日がさんが唸うなる。

「……なに言ってんのさぁ……勝ち逃げは許さないよぉ」

「勝ちとか負けとか、本来はそういうものじゃないんですよ、こういう嗜し好こう品ひんは」

「…………あぁ、なんだか経緯が摑つかめてきました」

　要するに、ひまりさんと春かす日がさんがお酒の飲み比べをしていたわけだ。ふたりとも僕と違って成人しているし、そこに関しての疑問はない。

　しかし……それならば、不自然なことがひとつだけある。

「春かす日がさん、だいじょうぶですか？　どれくらい飲みました？」

「ぜんぜん飲んでないよぉ……ぜんぜん……」

　飲んでないわけなくない？　というツッコミは心の奥にしまい込んでおいた。春かす日がさんの整った顔はとろんと歪ゆがんで、目は血走り、頰は真っ赤に染まっている。

「えっ？　でも、すごい空き缶の数なんですけど……」

「真ま雪ゆきくん、酔っ払った人はね。大抵『飲んでない』『酔ってない』って言うものなんだよ」

「そうなんですか？」

「大学に入ったら自然とお酒の誘いが増えるから、今のうちに覚えておいたほうがいいよ」

「誘ってくれる人が現れるかはわかりませんが、肝に銘じておきます……」

「真ま雪ゆきくんがどういう学校生活を送ってるかは断片的にしか知らないけど、環境が変わると人間関係も変わるからね。というか……真ま雪ゆきくんと友達になりたい人、同世代にたくさんいるはずだからね……悪い人に騙だまされないでね……お姉ちゃん心配だよ……」

「ひまりさん、ますます僕の保護者みたいですね」

「事実かもしれないよ？」

「ふつうに事実でした……」

　掃除、炊事、洗濯などもお手伝いしてもらっているのだ。保護者でしかなかった。今朝デリバリーの食事を取ったけれど、さすがに４人分の食材は自宅になかったための救済措置。いつも栄養バランスの整った手料理を口にしている僕は恵まれた環境にいるに違いなかった。

　どうしてこんな惨状が生まれたのかについては、ひまりさんが簡潔に説明してくれた。

　僕が瓦かわら町まちを散策していた時間帯。アルバイトを終えたひまりさんは一度自宅に戻り、家事を済ませてから午後５時ごろに僕の家へと向かったらしい。

　一方、古着店『reverseリバース』にふらっと出かけていた春かす日がさんは、片道６キロほどもある距離をのんびり歩いて帰っていたのだという。

　ちょうどひまりさんが僕の家に到着するのと同じくらいのタイミングで戻った春かす日がさんの手には、大量の酒瓶、ビールや酎ハイの缶が入ったビニール袋が握られていたそうだ。

　そして、開口一番に口にしたという。

『女どうしでさぁ、ちょっと話そうよぉ。姉あね崎さきサン』

　これがすべてのはじまりだった。

　いくら飲んでも様子がまったく変わらないひまりさんに、お酒が入って強気になった春かす日がさんが勝負を挑んだ。結果、敗北した春かす日がさんは哀れな亡もう者じやと成り果てる。

　そこまで聞いて、僕は生まれた疑問を直球で投げつけた。

「ということは、ひまりさんは春かす日がさんよりもお酒を飲んでいるんですよね？」

　先ほどから抱いていた違和感の正体はこれである。

「そういうことには……なるかな」

　僕がちらっと春かす日がさんに目をやると、そこには「うぅぅ」と蠢うごめくゾンビがいる。

「飲んでも飲んでも顔色ひとつ変えないし……まるでテニスの壁打ちだったよぉ……ほんとうにいるんだねぇ、酒豪ってやつは……これまで会ったどんな人よりも……つよ……かっ……」

　ゾンビは天に伸ばした手をぱたりとテーブルに置いて動かなくなる。ご愁傷様です。

「朝から運動して疲れたから、ビールが身体からだに染しみたよ。おかげでどんどん進んじゃった」

「…………もしかして、今までずっとお酒飲んでたんですか？」

「そういうことには……なるかな」

　先ほどからなにもごまかせていない。

　一瞬のタメに意味はあるのだろうか。

「……お酒はほどほどにしたほうがいいと思いますよ。動けなくなるまで飲み続けるなんて不健康ですし」

「アタシはもともと健康志向じゃないんだよねぇ……酒もタバコもやめられないよぉ」

「それじゃ僕は春かす日がさんを反面教師にさせてもらいます」

「ぐぇ」

　正直に述べた感想が春かす日がさんの急所にヒットしたらしい。僕の身体からだにもどっと疲れが押し寄せてきて、ひとまずシャワーを浴びることにした。

「日中動き回ったせいですごく汗かいちゃったから、シャワー浴びてきますね。横になるなら寝室を使ってください。体調を崩すとよくないですから」

「…………ねぇ」

　突っ伏したままの春かす日がさんが、断末魔みたいな重低音で語りかけてきた。

「まゆまゆ、その女はバケモンだ……忠告はしたよぉ……」

「はあ……わかりました」

　バケモン。どういう意味だろう。お酒が強い人のことを『うわばみ』と呼ぶけれど、もともとなんでも丸まる吞のみにする大蛇をあらわす言葉だからある意味化け物なのかもしれない。それに泥でい酔すい状態にある春かす日がさんの発言に、それほど深い意味があるとも思えなかった。

　とりあえず言葉で理解を示し、僕は浴室へと移動する。ずっと外を歩いていたから、汗で肌着がべっとりと張り付いていた。ひまりさんのおかげで食生活が改善されたためか、それほどひどいにおいはしていないけれど、それでも不快なものは不快だ。

　一糸纏まとわぬ状態で、ドラム式の洗濯機に着ていた服を次々と放り込む。僕はデニム生地の服を着ないから色移りを心配する必要もない。深く考えずに液体洗剤を流し込み、『開始』のボタンを押した。いつものルーティーン。

　洗濯機の横には部屋着を詰め込んだ衣装ケースがある。そこから適当に無地のＴシャツとショートパンツ、バスタオルを引き出しておく。これもいつものルーティーン。

　習慣が瓦が解かいしたのは、浴室に入ってバスチェアに座りシャワーを浴び始めた瞬間だった。

　がちゃり、と扉が開いて、なにが起こったのか把握する間もなく。

「それじゃ背中から流すねー」

　ひまりさんの声がかかった。

　…………。




　…………は？
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「真ま雪ゆきくん聞こえてるー？」

　聞こえている。

　聞こえているから問題なのだ。

　シャワーを止めて、おそるおそる振り返る。

　服を着たままのひまりさんが、僕を見下ろしていた。

「…………ひ」

「ひ？」

「ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああッッッ！」

　絶叫が湿気の満ちた空間に反響する。

　こんなに高い声が僕の口から出るとは思わなかった。

　なにがどうしてこうなっているわけ!?

　意味がわからないんですけど！

「ひまりさん酔っ払ってますよね！　ぜったい酔っ払ってる！」

「酔ってないよ」

「すごいブーメラン刺さってる！　さっき言ってたこと忘れたんですか！」

「わたしが酔ってるとして、それを証明できる？」

「できます！　行動がおかしくなってます！」

「おかしい行動なんてしてないよ？　もともとやろうとしてたことだし」

「それが本当ならどうして今日しちゃったんですか！」

「まぁいっかー、と思って」

「ぜったい酔ってる！」

「細かいことは気にしないで、ほら正面向いてー」

「細かくない！　重要なところです！　って力つよい！　動けない！　なんで！」

　両肩をひまりさんにむんずと摑つかまれて、無理やり姿勢を正される。反射的に振り払おうとしたけれど、膂りよ力りよくの差は残酷なものでまったく微動だにしなかった。僕はひまりさんのプロフィールをある程度知っているから納得できるけれど、なにも知らないままだったら人を石化させる魔法にでもかけられたのではないかと思っただろう。それくらい動けなかった。

　洗面台に片手をかけたひまりさんが、ぽつりと呟つぶやく。

「あれ、ボディソープ切れてる。替えあったっけ？」

　…………今だっ！

「あっ」

　一瞬の隙を好機とみて、僕は一目散に浴室を出た。バスタオルと着替えを引ひっ摑つかんで廊下に飛び出る。ひまりさんが追ってくる気配を感じたので、玄関掃除用のホウキをつっかえ棒代わりにして引き戸を固定した。中からガタガタと怪物が蠢うごめく音がする。

　ひまりさんのパワーを考えると、この扉をブチ破られてもおかしくはない。本来ならそういうことをする人ではないけれど、おそらくアルコールの魔力によって理性を失っている現状、どんなことがあっても不思議ではないのだ。

　リビングに転がり込んでヘルプを求めた。

「春かす日がさん助けてくださいっ！」

「……………………」

「……春かす日がさん？」

　僕とばっちり目が合っているのに、春かす日がさんはなにも反応を示さない。

　どこか具合でも悪いのかと心配になって顔を覗のぞき込んでみると──。

　ぼんっ！

　と火が出たかのように、一気に顔を紅潮させた。

「あわ、わわわ、わわわわわ」

　わなわなと震え出し、そして──。

「ふっ！　服着なよ服ぅ！　いろいろ見えてるからさぁ！」

「わあああああああああっ」

　大慌てで自室に戻り、タオルでぐしぐしと髪を拭きながら再びリビングへ。

　春かす日がさんは先ほど狼ろう狽ばいした姿の面影も残さず、テーブルに頰ほお杖づえをついて僕に目をやる。少し居心地の悪さを感じながらも、ドライヤーをセットしてブローを始めた。

　しばらく無言の時間が続いたあと、僕は口を開く。

「あの」

「ビビった……一気に目ぇ覚めた……」

　僕の発言に被かぶせるようにして、春かす日がさんはそう言った。

「すみません、お見苦しいものを……」

「いやぁ、間近で見たの初めてだから本気で焦あせったぁ……っていうか、あれだねぇ」

　なんだろう。嫌な予感がする。

　すごくメンタルに刺さりそうなことを言われそうな気がする。

「まゆまゆって、ほんとうに男の子だったんだねぇ」

　やっぱり言った！

「忘れてくださいッ！」

　こういうとき、直感は裏切ってくれない。

　もしかしたら、今一番言われたくないワードかもしれなかった。

　気持ちを落ち着けるために自室へ向かう。

　たまらずベッドに飛び込むと、枕がばふっ、と音を立てた。

　ほんとうに男の子だったんだねぇ。

　わかる。僕は『女の子よりもかわいい女装配信者』だから。

　けれど、お風ふ呂ろに入っている最中、背中を流しにくるなんて──。

　──ひまりさんが、僕を異性として見ていないことの証左ではないか。

「…………時間が経たてば、ほんとうに関係が変わるのかな」

　ちょっと泣きそう。

　結局、枕に顔を埋めたまま、気づけば僕は眠ってしまっていた。

　１時間ほど経たったところで目を覚ましリビングに出ると、今度は春かす日がさんがダイニングテーブルに突っ伏していた。穏やかな寝息が聞こえてくる。ひまりさんはもう自宅に戻っただろうか……なんて一瞬考えたけれど、浴室に封印していたことを思い出す。

　一抹の申し訳なさを覚えながら解放しにいくと、引き戸は開け放たれ、封印具として使ったホウキは真っ二つに折れていた。恐ろしい……。

　スマホを確かめると『眠くなっちゃったから帰るねー』と通知が届いていた。

　今日はデリバリーの食事に二度もお世話になる。ひまりさんの手料理が食べられないのは残念だなと思う反面、少し前までは１日の食事がすべてデリバリーだったことに気づき、たしかに環境が変わっているのだと実感する。

　それならば、関係が変わるのも不思議なことじゃない……のかもしれない。

　……本当かなぁ。
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　お酒を飲んだ次の日って、どうして寝覚めがいいのだろう。

　眠る直前に頭に思い浮かんでしまうような悩みが吹っ飛ぶからだろうか？

　春かす日がさんと突発的に飲み会をはじめてからの記憶はまったく消えてしまっている。どうやって自宅に戻ったのかすら全然覚えていないけれど、着替えもせずに寝ていたということはあまり上品な振る舞いはできていなかったらしい。

　ともあれ翌朝、わたしは真ま雪ゆきくんに喫茶店のモーニングに誘われた。

　なんでも、相談したいことがあるそうで。

　幸いにも、とんでもない早起きをしてしまったものだから、すでに入浴とメイクは済ませてしまっていた。身支度を整えて自宅を出る。

　最寄りの喫茶チェーンに入ってクラブハウスサンドとミルクティーを注文し、目についた空席に腰掛ける。周りは出勤前と思おぼしきスーツ姿の男性や、朝食を楽しむ年配の女性、ラフな出いで立たちで参考書とにらめっこする大学生などが席を埋めていた。みんな自分の世界に没入しているみたいで、こちらに視線が向けられることはない。今はそれがとても心地いい。

　15分ほど経たったころだろうか。

　自動ドアの開閉音が鳴り、真ま雪ゆきくんが現れる。

『神か村むらまゆ』ではない。ふだんの彼の姿だった。

　最近、女装姿ばかり目にしてしまっていたので──。

　辺りをきょろきょろと見回している真ま雪ゆきくんに「こっちだよ」と手を振ると、ビクッと反応したのちにいそいそとわたしのもとへやってくる。

　対面の席に腰を下ろした真ま雪ゆきくんがひと言めに放ったのは。

「……ひまりさん、昨晩のこと覚えてます？」

「粗相確定！」

　わたしがとんでもないことをやらかしたのはほぼ間違いないことが判明しました！

「ごめん、ほんとうに覚えてない。６本目の缶ビールを開けたのが最後の記憶」

「……ほんとうですか？」

「いったいなにをやらかしたんだわたしは！」

　思わず頭を抱えたが、隣に座っていたサラリーマン風の男性に怪け訝げんな視線を向けられたのですみません、と控えめに頭を下げる。

「とりあえず、なにか注文してきたら？」

「……今日は僕がご馳ち走そうするつもりだったのに、来るの早すぎです」

　年下の男の子に奢おごってもらうのはメンツがうんぬん、という考えはすでに捨てているわたしは、不服そうな真ま雪ゆきくんに「もったいないことしたなぁ」とおどけつつ、席で待機する。

　アイスコーヒーを手に戻ってきた真ま雪ゆきくんは、雫しずくのついたグラスにストローを突き刺して、両手で持ってちゅうちゅうと吸い始める。なんだそのかわいい仕草は。

　ぷはっ、と口を離して唇を拭い、ひと息入ったのか、真ま雪ゆきくんは本題を切り出した。

「相談というのは春かす日がさんの件についてです。僕の中で整理してみました」

「うん、そうだよね。聞かせてくれる？」

　わたしがうながすと、真ま雪ゆきくんは訥とつ々とつと考えを述べ始める。

「考えてみたんです。どうして春かす日がさんがはるばるここまで押しかけてきたのか」

「うん」

　その点についてはわたしも疑問に思っていた。

　何度も催促のメッセージが来ていたとはいえ、わざわざ首都圏から遠く離れたこんな場所まで足を運ぶなんて、よほどの必要性がなければ実行しないだろう。

　彼女が抱えている問題は、根拠が乏しいにもかかわらず流れてしまった風評被害。けれどその前提には『春かす日が夜よ鶴づるが足を運ぶ先々で炎上が起こる』という事実がある。

　起きている事件が人為的に発生したものなのか、そうでないのかは結論を出せないけれど、一方でそうした出来事を『春かす日が夜よ鶴づる』と恣意的に紐ひもづける人間がいることは確かで、超常的な現象を考慮せずに顚てん末まつを辿たどっても春かす日がさんに悪意を持つ誰かの意思が働いていることになる。

　しかし一方で、なにもせずに指を咥くわえて黙り込むのは単なる泣き寝入りにすぎない。

　だからアクションを起こす必要があった。そこまではわかっている。

「春かす日がさんはほぼ普段着のまま、余計な荷物も持たずに新幹線に乗り込みました。マスクで顔を隠すだけでなく、髪もキャップで覆って、他人の目から逃れるみたいにして──」

「つまり春かす日がさんの行動は、単なる気まぐれではないってことだね」

「はい。だとすれば、その心理は理解できます。僕も似たようなことをしましたから」

　ふと、ゴールデンウィーク前の光景を思い返す。

　研究室の扉を開くと、今にも泣き出しそうな雰囲気を纏まとった真ま雪ゆきくんと鉢合わせして──。

「……状況は違った気がするけど」

「根本はきっと同じですよ」

　自分の力だけではどうにもできない中で、それでもなんとか現状を打破するために他人を頼らなければならない状況。他人に迷惑をかけるかもしれない。それでもすがるしかない。

　インフルエンサーとして自ら道を切り開いてきた彼の言葉だからこそ、説得力がある。

　しかし、今度はわたしのターンだ。

「春かす日がさんがそうした意図を持っているんじゃないかっていう憶測に関しては、わたしも同意する。けれど一方で、春かす日がさんは過去の配信のアーカイブを見たところ、やっぱり危うい発言が多い印象があるし、気まぐれに行動しているように思えてしまう。頭がよくて、独自の世界観を持っていて、きっと教授とはベクトルの違う天才なんだと思う。だからこそ──なにをしでかすかわからない」

　そう告げると、真ま雪ゆきくんもこくりと首肯する。

「つまり──もしも春かす日がさんが自ら火を放っていたとしても、おかしくはないなって思えてしまう。で、それが仮に真実だった場合……彼女と一緒に行動した真ま雪ゆきくんにまで、風評被害が及ぶ可能性がある。それがいちばん心配」

　あくまで。

　あくまで最悪のケースを想定した場合の話だ。

　そして──明確な反論がないところを見ると、真ま雪ゆきくんもきっと、どこかで同じことを考えているのではないだろうか。

　しばし沈黙が支配する。

　しかし、真ま雪ゆきくんは停滞した空気を断ち切った。

「蓮はす水みが聞かせてくれました。春かす日がさんからいろいろな事情を聞かせてもらったって。プライベートの話なので深くは聞きませんでしたけど、蓮はす水みはこう言ってました。『あたしは「よづるん」を信じてる』って」

　そしてふたたびアイスコーヒーを啜すすって唇を濡ぬらしてから。

「だから僕は──蓮とも水だちを信じようと思います」

　わたしの目を見て、彼は口にした。

「どんな真実が裏にあるのか、僕たちは知りません。あの玲れい華かさんですら協力を拒んだ一件ですから、僕たちに得を与えないどころか、不利益を被こうむる可能性だってあります。でも──憶測だけで友達の言葉を否定するのも、それはそれで違う気がするんです、だから……」

　決意を込めた目で。

「……ひまりさん、お願いがあります」

　いつかの光景を再現するかのように。




「友達を信じる僕を──助けていただけませんか？」




　言葉にできない疑念が胸中で渦巻いている。

　明瞭にさせておかなければならない事項も点在している。

　でも──。

　ふと、過去の記憶がフラッシュバックする。

　わたしは、インターネット上で降り注ぐ誹ひ謗ぼう中傷の嵐に心を病んだ、大切な友人を救うことができなかった。

　早さ蕨わらび冬ふゆ美み。

　彼女はどれだけ辛つらい状況にあってもなお、気丈な声をわたしに聞かせてくれていた。だからこそ彼女の抱える傷に気づけなかった後悔があるし、冬ふゆ美みが……栄光も未来も投げ捨てて飛び降りてしまったことへ、なんの力にもなれなかった無力感も忘れることができない。

　確証がなくとも、本来なら動いているはずだ。

　今回に関しては、考えなければならないことが多すぎるだけで。

　でも、真ま雪ゆきくんが助けを求めている。

　それならば話はいたってシンプルだ。

　彼がそう願ったならば、姉あね崎さきひまりとしての回答はひとつ。

「それなら、お姉ちゃんもひと肌脱がないとね」

　さあ、貯ため込んだお姉ちゃんポイントの使いどきが来たらしい。
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「マジで言ってる？」

　僕の考案した作戦を共有したところ、春かす日がさんは意外そうな声を上げた。

「端的に言うけど、危ないんじゃないかなぁ」

「春かす日がさんは、本当に自分が『炎上』を呼んでいると思っているんですか？」

「それは……わかんない。心当たりはないけどさぁ」

「ならば、このやりかたに問題はないと思います」

「……そうかもしれないけどねぇ」

　おとがいに手を当てて、春かす日がさんは「うぅん」と唸うなる。たしかに荒唐無稽な提案かもしれないし、事態の収拾に近づくかどうかはわからない。

　けれど、風評被害というものはそもそも実態がないものだ。春かす日がさんの場合、人々の描く憶測が結合し、形を成して広がったもの。だから、あるときを境にぴたりと終結するようなものじゃない。ただ、根本的な土台にメスを入れることはできるかもしれない。

　そう考えた結果だった。

「アタシがまゆまゆと一緒にいるところをＳＮＳに上げる。それだけでいいの？」

「はい。土台づくりとしてはそれでいったん終わりです」

　僕が提案したのはそれだけだった。

『番組で共演したことで仲良くなった』という理由をつけて、『春かす日が夜よ鶴づる』と『神か村むらまゆ』が交流している様子を互いの視聴者に共有する。

　これによってどうなるか。

　もしも本当に『炎上』を呼んでいるのだとして、そこに春かす日がさんが関わっているのか否いなかを僕が証人として判断できる。僕は基本的にほかのインフルエンサーとの関わりを持っておらず、春かす日がさんも同様。影響力の大きい人物が影響力の大きい人物の取った行動を証明する──たっった一度の機会であっても、物事を線ではなく点で捉え、その事象を論拠と捉える人々はインターネット上に多く存在している。これを逆に利用しようという考えだ。

「もともとこれって、根も葉もない噂うわさですから。『神か村むらまゆ』が証人として立っていれば、大衆への説得材料になるんじゃないか……って思うんです」

「…………でもなぁ」

「そううまくいくとは限らない、という懸け念ねんでしょうか？」

「うぅん……いやぁ、そうじゃなくてねぇ」

　少しばかり躊躇ためらいながら、春かす日がさんは続けた。

「……マジでいいの？　お言葉に甘えちゃって」

「はい。僕にとってもプラスになりますから」

「どういうことぉ？」

　向けられた疑問に、僕は率直に答える。

「インフルエンサーの友人がいる、とフォロワーに見せることにメリットがあるんです」

「……あぁ、なるほどねぇ」

　春かす日がさんが納得した様子で安心感をおぼえる。

　そう。これは僕にとっての新しい試みでもある。

　うまくいくと限らないならば、仮に成功しなかった場合にもなにか実りのある方法を取りたいと思ったのだ。現状を打破するには新しいエッセンスが必要なのだ。

「つまり、あくまで自分の営業戦略としてアタシを利用するわけだ？」

「そういうことになります」

「…………やるなぁ」

　その反応を受けて前向きに事を進めようとしたところで、念のため同席してもらっていたひまりさんに所感を尋ねる。

「というかたちで進めようと思うんですけれど、いかがでしょうか。ひまりさん」

「事前に相談を受けていたわけだし、考えは変わってない。真ま雪ゆきくんを尊重するよ。わたしにできることがあれば全力でサポートする」

　ひまりさんはとても穏やかな表情で、僕に告げた。

「これはあくまでわたしの考えですけど」

　そう前置きをして、ひまりさんは続ける。

「どんな問題インシデントに直面したとしても、そこから真っ当に這はい上あがろうとする人は尊重されるべきだとも思うんです。春かす日がさんだからわたしは協力したい。教授の力添えがなかったとしても、自分の意思として」

　その主張に、僕も追随した。

「同じくです。春かす日がさんは僕を頼って、はるばるここまで来てくれました。それに、どうしようもない状況で誰かを頼ることを、僕も以前、経験しましたから」

「うん。わたしたちが力になれるかどうかわかりませんけど」

　すると、春かす日がさんは大きな目をぱちぱちと開閉する。

　思いもよらない言葉をかけられた──そんなふうに。

「…………マジで言ってんの？　ほんとうに協力してくれる？」

　か細い声で、確認を取ってきた。

　僕とひまりさんが首肯すると、今度は目を大きく見開く。

「……そっかぁ……ありがと」

　そして、指先で目尻を拭いながら呟つぶやいた。

「マジでありがとう……」

　それからしばらく、春かす日がさんは目を閉じていた。なにかを考えるように。

　どんな思考を巡らせているのか、こちらは判別がつかない。

「じゃあ、聞かせてくれる？　その作戦の段取りってやつをさぁ」

　やがていつもの気け怠だるげな口調を取り戻した春かす日がさんが、僕に水を向ける。

「それじゃあ具体的には──」

　お互いの意思のすり合わせが完了したのを皮切りに、僕たちは算段を練り始めた。ここで気をつけなければならないのは『友人関係』を強調すること。そしてなるべく個人情報を明かさないこと。そのためには、例えば僕の自宅で写真を撮ってしまうと不都合が生じる。友人以上の関係なのではないかとフォロワーに疑念を抱かせてしまうのはお互いの活動に差さし障さわりが出るし、かといって近隣で撮影すると住居の特定につながりかねない。

　つまり、そもそも僕の生活範囲で作戦を実行に移すのは得策ではないのだ。

「ということは──春かす日がさん、そういうことでいいですか？　ひまりさんも？」

「アタシはＯＫ。問題なし。むしろ楽しみ」

「バイト先……というか、部活動の顧問に連絡とればいけると思う。もともとボランティアみたいなものだからね」

「いつごろから動けそうですか？」

「明日にでも出発できるよぉ」

「おそらく、わたしも。ちょっと今から顧問に電話かけてみるね」

「ひまりさんその顧問って男の人ですかどの先生ですか若い人ですか電話までする仲だなんて初耳なんですけどどういうことですか」

「文脈の崩壊！」

　いわく、山やま吹ぶき大学付属高校のキックボクシング部の顧問は女性教諭とのことだった。そもそも高校に所属しているはずの僕がそれを把握していないのはどうかと言われればそれまでだけれど、すべての部活動の顧問教師を完全に把握していることのほうが珍しいんじゃないかとも思う。

　ともあれ、会議を軌道修正する。

「それでは早速、準備を──っと、そうだ」

　僕はスマホを取り出し、メッセージアプリを立ち上げる。

　きちんと約束は果たさないとね。

『急で申し訳ないけど明日、春かす日がさんが帰るかも。それで、ついでに僕とひまりさんも東京のほうに遊びにいくことになった。一緒に来る？』

　入力、送信。すると、すぐさま既読アイコンがついて。

『予定は空けられる。でも金ない』

　と返ってきた。

　せっかくの機会だし、なにもなければないで存分に楽しめばいいかな。

　だから、こう提案してみた。

『カメラのお手伝いをしてくれるなら、僕が旅費を負担するけれど』

『いく』

　簡素な返信があったのは、わずか数秒後のことだった。

「アシスタントとして蓮はす水みにも来てもらおうと思います。……まあ、アシスタントというほどのことでもないんですけど」

「いいじゃん、りんちゃん。あの子好きだよぉ。一昨日めっちゃ遅くまで語っちゃったなぁ」

　心なしか、春かす日がさんの声が弾んでいるような気がする。

　蓮はす水みからは昨日の朝、一方的に話を聞いただけだったけれど、相性がいいのかもしれない。

「そういえば」

　単なる興味本位なんですけど──と前置きして、ひまりさんが口を挟んだ。

「見せていただいた写真に写っていたお友達って、今はなにをされてるんでしょう？」

「…………あぁ、うん、なんだろ。詳しくは知らないんだけどさぁ」

　さきほどの雰囲気とは一変し、浮かない表情を見せる春かす日がさん。

　答えづらい質問だったのだろうか。

「すみません。気を悪くされたなら申し訳ないです。特に深い意味はないというか……念のために知っておきたいというか。友人関係って、人格形成にけっこうな影響を与えますから」

　たしかに、そのとおりだと思う……僕には友人がいないので『わかる』とは言えないけれど『友人がいなかったこと』で人生の選択肢は変わっている。

　ひまりさんもまた、大切な友人を失ったことで玲れい華かさんと出会った。そう聞いている。

「……あんまりうまくいってないっぽいんだよねぇ。高校に進学した子も何人かいたらしいけど、だいたいドロップアウトしてるみたい。ぜんぜん連絡とってないから近況はわかんないけど、ＳＮＳでリア垢アカ見てると、そんな感じ」

　どこか諦念を含んだように、春かす日がさんは告げた。

「りんちゃんも高校ドロップアウト組なんだってね」

「……そうですね。自主退学というかたちで、定時制の高校に編入しています」

「こんなことをさぁ、軽はずみに言うのはどうかと思うけど、現にアタシの体験談としてね。べつに高校に行かなくても人生なんとかなるからさぁ」

　どこか遠くを見つめるように、春かす日がさんはぼやきながら。

　しかし、きっと本心を語ってくれた。

「大事なのは、どういうふうに生きるかだと思わない？」

「…………」

　ただ、なぜだろう。

　ひまりさんは、少しだけ複雑そうな表情でその言葉を聞いていた。

　それに気づいているのか否いなかはわからなかったけれど、春かす日がさんは僕を見て。

「だからまゆまゆも、りんちゃんといい友達でいてあげてねぇ」

「だいじょうぶです。蓮はす水みのことは恩人だと思っていますから」

「そっかぁ」

　そんなふうにして。突如として訪れた非日常は、いたって日常的に過ぎていく。
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「りんちゃん、最近シフト入りすぎてるからちょっと休んでくれね？」

「マジっすか。今日で何連勤でしたっけ」

「12日。しかもほら、こないだ……ほらなんだっけ、友達の配信者に案件動画つくってもらったやつあったじゃん。ああいうのとかめっちゃありがたいんだけどさ。あんま無理させると労基法的にヤバいってか……あとＪＫをこき使うなってカミさんに怒られるっつうか……」

「はあ……まあ、大丈夫っすけど……でも家にいてもやることねぇしなぁ……」

「まぁ、休暇はいつでもいいからとりあえず希望日できたら教えてよ。なるべく近日中で」

「うっす。んじゃあたし、そろそろ上がるっすね」

　閉店作業を進める店長に「お先でーす」と挨拶をして、『reverseリバース』をあとにする。

「…………あっちぃ」

　周りが川に囲まれている繁華街って、そもそも湿度が高いのに人も多くてヤバいよな。蒸し暑いし、騒がしいし、この土地の狭さを実感する。ただ、あたしはこの空気がわりと好きだ。たまに路上で喧けん嘩か沙汰が起こるけど、基本的にはみんな笑顔で楽しそうだし。

　世間は夏季休暇の真まっ只ただ中なか。

　夜の街にはサラリーマンよりも大学生っぽい人のほうが多い。平日だからそりゃそうか。

　あたしが今通ってる高校にも山やま吹ぶきと同じように夏休みが定められているので、基本的には家と『reverseリバース』の往復で１日が終わる。休暇に入る前には授業の時間に合わせて登校したり、土日には玲れい華かさんの研究室にお手伝いとして出向いたりと、なかなか忙せわしなく動いてた気がするけど、ここ１ヶ月の生活はとても単調だ。

　はじめは夏を迎えるのが少し怖かった。夏休みになると繁華街に学生が増えるし、必然的に元同級生たちと遭遇する可能性も高まるから。それが嫌ならなんで繁華街で働いてんだって話だけど、実家の近所で働くと周囲の目が気になるし、そもそも親に家を追い出されてるわけでハナから選択肢が存在しない。幸か不幸か、あたしはもともと電車を乗り継いで他県から山やま吹ぶきに通っていたから、府内でひとり暮らしを始めたのはメンタル的によかったのかも。

　ただ、『とりあえず大学付属の高校に入って、内部推薦で進学してからやりたいことを見つけよう』って思ってたあたしが、進路の選択を早めなければならなくなったのも確かだった。

　親から手切金のようにポンと渡された資本で借りた部屋は、周りにコンビニとかスーパー、個人経営の小さな喫茶店などがあるだけで、あまり利便性の高い土地とはいえない。かろうじてファッションに興味はあったから、せめて将来につながればと思ってアパレル系の求人を探した結果、たまたま店長に拾ってもらえたのだ。

　生まれてはじめてひとり暮らしをしたけど、正直なところ、こんなに寂しいものだとは思わなかった。半年前のあたし、なにしてたっけ。実家のリビングでご飯食べて、お風ふ呂ろが沸くのを待ちながらテレビを見て、風ふ呂ろ場にスマホ持ち込んで友達と電話したり、ＳＮＳのタイムラインをチェックしたり、動画を見たりしているうちに長湯して、よく家族から文句言われてたっけ。今の家はかろうじて浴室とお手洗いが別だけど、シャワーしかないから長湯という概念が存在しない。あたしは他人と話すのがけっこう好きだからたぶん接客業は合ってるけど、バイトを終えて帰宅した瞬間にドッと疲れが出て、さっさと床についてしまう。

　結果として、１日の体感時間がすこぶる早い。

　そう考えると真ま雪ゆきってすげーな。あいつずっとひとり暮らしだったんだろ。ヤバくね？

　あいつがインターネットで配信活動を始めた理由にも納得できる。こんな暮らしをずっと続けてたら絶対病むわ……というか、玲れい華かさんや姉あね崎さきさんと出会ってなかったら、たぶんマジで病んでただろうな。あたし。

　ひとりだと余計なことを考える。少し前までは、友達に囲まれて毎日楽しく過ごしていたはずなのに、人の生活なんてきっかけひとつで簡単に変わってしまうことを思い知らされた。

　あたしがやらかしたことは間違いなく社会的に悪とされていて、程度はともかく批判されて当然のことだった。炎上した当初は『そんなん気にしなくていいじゃん』なんて軽口を叩たたいていた元友達も、事態の規模が膨らむごとにだんだんと距離を置くようになっていって、それがあたしにとってはいちばん辛つらかった。

　誰かと関わっていたい……そんなふうに弱い自分が顔を出す。

　実際、あたしの弱さが『燃え滓かすの同盟』を呼び寄せてしまったわけだから。

　真ま雪ゆきを事件に巻き込んでしまったことへの罪悪感も、ひまりさんが真ま雪ゆきを助けてくれたことへの感謝も、あたしに居場所を与えてくれた玲れい華かさんへの恩義も、忘れてはならないのだ。

　瓦かわら町まちの看板でもあるアーケード街はめちゃくちゃ混雑するし、商品搬入の業者やご老人の自転車なども通るため、あたしはなるべく避けるようにしている。

「…………ん？」

　カバンの中から震動が伝わってきた。開いてスマホを取り出す。

　炎上を経験して、しばらくはスマホが怖くて手放してしまったけど、結局持っていないと不便だからと買い直したもの。といっても、以前のようにケースや装飾でおしゃれしたりせず、あまり肌身につけないようにしている。連絡先を知っている人はそれほど多くないはずなんだけど、誰からの連絡だろう？　なんかの通知かな？

　プッシュ通知をタップして暗証コードを入力すると、メッセージアプリが開かれる。

『急で申し訳ないけど明日、春かす日がさんが帰るかも』

　いやいや、マジで急じゃね？

　まあ、よづるん本人も予定立ててこっちに来たわけじゃないらしいし、違和感はねえけど。

　そんじゃ明日時間作るわ、と返信しようとしたタイミングで、メッセージが更新される。

『それで、ついでに僕とひまりさんも東京のほうに遊びにいくことになった。一緒に来る？』

　マジかよ、面白そうじゃん。でも金欠なんだよなぁ。

　今通っている定時制高校の授業料と、大学の入学費を稼ぐためにあたしの家計は火の車。

　一方、あいつは金持ちだ。客観的に見てもそうだと思う。本人にその自覚があるのかどうかは知らねえけど、たぶんそこいらのサラリーマンより稼いでる。

　でも嫉妬するのはお門違い。

　あいつはいろんな壁を乗り越えて支持者を集め、維持している。そして、どんなことが起こっても活動を継続している。それは誰にでもできることじゃないし、しっかりと戦略を立てて自分をどう見せるか、どう見られるかを常に考えている。

　動画の中のあいつはいつも楽しそうに笑っていたけど、学校ではぜんぜん笑わず孤独に過ごしていたことを知っている。現実の生活とネットの立ち居振る舞いの違いを揶や揄ゆするやつが、山やま吹ぶきにまったくいなかったかというとそうじゃない。それでもあいつは活動を続けたのだ。

　すげーよ、マジで。

『カメラのお手伝いをしてくれるなら、僕が旅費を負担するけれど』

　なるほどな、それなら罪悪感なく話に乗っかれる。

　あたしがあいつに話しかけた理由は、そんなに大それたものじゃないんだけどな。

　知らない世界を知ってるやつから、面白い話を聞きたかったからだ。でも、そんなふうに興味本位で声をかけたあたしに、あいつは事あるごとに感謝を伝えてくれる。

　──それに、なによりありがたかったのは。




　炎上したあたしに対して、あいつがなにも態度を変えなかったことだ。




　なにもしなくていい。それでよかったんだよ。下手な慰めはいらない。

　だって、悪いことをした。それはほかならない事実なんだから。

　変に気を遣って、ズブズブの仲間意識を持たれて世話を焼かれるよりよっぽどマシだ。

　悪いことには悪いと言う。お互いの成果を認め合って、それでなお対等な関係を維持する。

　これって実はすげえ難しいんじゃね？

　これが実現できたなら──それってめっちゃ健全な『友達』じゃね？

　ＳＮＳに投稿した何気ない一文が、ダイナマイトの導火線みたいな意味を持つのと同じようにして、特に深い意味もなく起こした行動がいい関係性を築くこともあるってことで。

　よし、正当化終了。

　んじゃ──あいつのお言葉に甘えるとするか。

「…………っしゃ！」

　あたしは店長に休暇の日程を相談するため、来た道を小走りで駆け戻った。
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　　　　　一




　東京駅から快速急行で１時間ほど離れた場所にある『月つく詠よみマダーランド』は、都内近郊に所在するというアクセスのよさと多数の絶叫マシン、そして本格的なお化け屋や敷しきが売りの遊園地で、日本有数の財閥である茜あかね谷やグループの系列企業がプロデュースするテーマパークでもある。園内の配色は全体的に赤で統一されていて、それが自然に育まれた月つく詠よみ高原とは対照的な人工物特有の雰囲気を醸かもしているのだけれど、空気はとても澄んでいた。

　どうして僕たちがここにやってきたのかというと、それほど深い理由はなくて。

　僕が立てた作戦をどこで実行するか、という話題になった際のこと。

『ガキのころは仕事で何度も足を運んだんだけど、純粋に遊びに行ったことがないんだよねぇ。アトラクションとかすげぇ充実してたし、せっかくだからそこにしようよぉ』

　そんな春かす日がさんのひと声で目的地が決まったのだ。

　正直なところ、僕も蓮はす水みも近畿圏からほぼ外に出たことがないし、玲れい華かさんの付き添いであちこちに移動しているひまりさんも関東地方の地理はおぼろげだとのことだったから、提案してもらえるだけありがたい。

　ちなみに、誰よりも目を輝かせていたのは蓮はす水みだったりする。

　アルバイトを終えた蓮はす水みと僕の家で合流したとき、こんなふうに捲まくし立たてていた。

『マジかよ！　マダーランド行くの？　そんじゃあれ乗ろうぜ、ロデオクラフト！　ジェットコースターの座席がめっちゃ揺れるやつ！　あとはデンジャービートダウン！　レールの途中がプッツリ切れてて、そこから空中で停滞して真っ逆さまに落ちるやつ！　あとは１回転コースが何度も続くデスループとか、あとはそうだなー……』

　嬉き々きとして語る姿に、どうしてそんなに詳しいのかと尋ねると。

『絶叫マシンの３６０度映像とか、よく動画サイトに上がってるじゃん。見るだろ普通』

　見ないよ。なにを求めて見るんだよ。

　……そこまで回想して、はたと気づいた。

　あれ？　作戦を実行することしか頭になかったからまったく気に留めてなかったんだけれど、これってみんなが絶叫マシンに乗るなら僕も乗らなきゃいけない流れになったりする？　もしかしてマズい状況？　死んじゃうんですけど。

　考えていても仕方がない。

　僕は乗っていたレンタカーの後部座席のドアを開けて地面に降り立つ。気温は府内とそう変わらないはずなのに、湿度が低いのか清涼さを感じた。

　運転席から降りるひまりさんに声をかける。

「すみません、運転お任せしちゃって……」

「ぜんぜん気にしないで、って言いたいところだけど……正直疲れた……免許取ってからほとんど乗ってなかったから、ほんと事故らなくてよかった……」

「アタシがハンドル替われればちょっとは楽させられたんだろうけど、ごめんねぇ」

「いえ大丈夫です。せっかく小旅行に来たわけですし、楽しみましょう……帰りのことはまた別途考えるとして……」

　ひまりさんの運転は、傍はた目めから見てもそれほど下手だとは思えなかったけれど、きっと運転者には運転者なりの苦労があるのだと思うので野暮なことは言わないでおく。

　ハンドルを握るひまりさんの横顔はとても凜り々りしくて、いつもの柔和な雰囲気とはまた異なる魅力を感じた。……ただ単に、顔が強こわ張ばっていただけなのかもしれないけど、それでも確かにひまりさんの新たな一面が垣かい間ま見みられたことが僕は嬉うれし──「よっしゃぁぁぁ着いたぁぁぁッ！　待ってろロデオ！　待ってろデスループぅ！」

　威勢のいい蓮はす水みの叫び声で思考をすべてかき消される。

　蓮はす水みとは学校で話す程度だったし、音楽やファッションに関心があることを知っていた程度なので、まさかこんなにテンションを上げるとは思っていなかった。こちらもひまりさん同様に意外性があるけれどあまり魅力を感じない。

　どういう違いがあるのだろうか……と考えを巡らせたところで、そこに僕がひまりさんに抱いている、異性に対する明確な好意の有無が──「真ま雪ゆきはやく！　置いてくぞ！」

「はぁ……」

　蓮はす水みに急せかされるまま、僕は先を急いだ。

　広大な駐車場にはすでにたくさんの乗用車が停とまっていて、交通整理のためのカラーコーンや短い路側帯などを目印にして足を進める。

　目と鼻の先には『TSUKUYOMI Madder Land』と記載された大きな朱色の門がドンと待ち構えていて、どうやらその下に入場口があるらしい。

「そろそろやりますか」

「だねぇ」

　門の付近に到着したところで春かす日がさんに伝えると、どうやらあちらもちょうどいいロケーションだと思っていたらしい。

　さっそくツーショットを撮ろうと、ひまりさんにスマホを預けたのだけれど──。

『ねぇ、あれって』『うわぁ、マジじゃん！』『絶対そうだよね！』『一緒にいるのってもしかして……』『ゲーム実況やってる……』『私ふたりとも配信見てるんだけど！』『待ってうそでしょ、なんかの撮影かな？』『まゆまゆ来てるってマジ？』

　当然といえば当然の帰結だった。

　夏季休暇の遊園地。混雑するのは自明の理。

　開園時間から２時間ほど過ぎているとはいえ、まだ正午前。駐車場がほぼ埋まっていることからも大人数いることはほぼ確定。最寄もより駅えきからシャトルバスが出ているため、公共交通機関を利用する人々も含めて一斉にこの門を通る。人目に触れないわけがなかった。

　周囲からの視線がビシビシと肌を刺す。

　表面的な数字だけ見れば、僕が配信をおこなう際にはさらに多くの人に見られている。それでも自然体でいられるのはインターネットという『壁』を挟んでいるからであって、直接こうして注目を集める経験はそれほど多くない。瓦かわら町まちを歩いているときに声をかけられて自然な応対をするシーンとはまた違う。一気に緊張感が高まる。

　けれど春かす日がさんは慣れたものなのか、表情ひとつ変えずスマホのカメラに笑顔を向けたのち、ひまりさんの「撮れましたー」の合図を受けてから周りの人々に向かって軽く手まで振っていた。踏んできた場数の違いをひしひしと感じる。ひまりさんからスマホを受け取り写真を確認し、あらかじめ用意していた文面をコピーして各種ＳＮＳに投稿した。

　よし、作戦の第一弾はこれで完了。

　あとはなにかしら動きがあるのか、それともなにも起こらないのか。

　結果を待つだけだ。

　一方で、春かす日がさんはさらに僕の想像を絶する行為に及んでいた。

「なに、アタシの配信見てくれてんの？　退屈じゃない？　ゲームとかやらなそうじゃん？　ぐだぐだ喋しやべってんのがちょうどいいの？　変わってんねぇ、ありがと。なに？　今日？　ダチと遊びに来てんの。そう神か村むらまゆ。まゆまゆね。こないだ番組で知り合ったんだけどけっこう話合ってさ。みんなも友達と遊びに来てるんでしょ？　いっしょいっしょ」

　普通にファンと交流していた。

　気け怠だるげな口調は変わっていないけれど、大人数を相手ににこやかに対応している。

　特殊能力の類じゃないかとすら思う。

　そんな中、ファンのひとりが春かす日がさんの前でスマホを掲げつつなにかを口にした。

「なに写真？　いいよぉ。この門めっちゃ映ばえるよねぇ。これバックで２ショ撮ろっか……ああいや、せっかくだしまゆまゆも入ったほうがいいよねぇ？　ちょっとこっち来なよぉ」

「うぁっ、ちょっとっ」

「いいからいいから。ファンサは大事だよぉ？」

「ファンサービスが大事なのは知ってますけどっ！　ちょっと、引っ張らないでっ」

「変に距離感とってたら壁つくってると思われるよぉ。ほらいつも配信でやってるアレやって、アレ。挨拶しながら笑うやつ」

「振りが雑すぎるんですけど！」

　僕が叫ぶと周囲に笑い声が溢あふれた。

　僕ひとりでは取れない笑い。僕はもともとがそれほど明るい性格ではないから、こういう軽妙なトークを自分で回す技術を持っていない。学ぶところがたくさんある。

　と、そこで春かす日がさんがこっそり僕に確認した。

「…………写真、上げたぁ？」

「…………はい。さっき投稿しました。現在地も添えて」

「…………じゃあ、とりあえず今は目一杯楽しもうかぁ」

　僕がこくりと頷うなずくと、ふたたび春かす日がさんはファン対応に戻る。

　輪の外で待っているひまりさんと蓮はす水みに視線を向けると、まるで気にしていないとでも言うかのようにひらひらと手を振られた。

　申し訳ない気持ちを抱えつつ、僕はねだられる写真撮影に応え続けた。

『あれって春かす日が夜よ鶴づるだよね』『あれでしょ、元子役で今配信やってる』『炎上を運ぶって噂うわさの……』『噂うわさでしょ噂うわさ』『でも、なにかあったら嫌だよねー』『なにかってなに？』『わかんないけど』『とりあえず写真頼もっか』『そうだね、友達に自慢できそうだし』

　喧けん騒そうの奥から断片的に届いたさまざまな声は、あえて聞かなかったことにして。




　　　　　二




　どうしてこんなことになってしまったんだろう。

　僕たちはチケットを取得して、蓮はす水みが希望するアトラクションに並んでいる。

　おかしいな、絶叫系は遠慮しておくね……と、たしかに伝えたはずなんだけど。

『ここまで来てそれはない』と蓮はす水み。

『人数が奇数だと、まとまって座れなくなっちゃうね』とひまりさん。

『男の子だけが怖がって逃げんのウケるんだけどぉ』と春かす日がさん。

　男とか女とか関係なくないですか？　わざわざ遊園地に来たからといって絶叫マシンに乗らなければならないわけではなくないですか？　そんなふうにいろいろと理屈を並べ立てたのだけれど、結果として僕は言いくるめられるかたちで待機列に身を置いている。

　時間経過にともなってじりじりと待機列の先頭方向へ押し出されるうちに顔が強こわ張ばっていくのがわかる。ひまりさんが心配して「だいじょうぶ？　無理しなくてもいいよ」と声をかけてくれたのだけれど「だいじょうぶです」と平面的に返した。ここまで来たら逆に列を抜けられない。目立つし。目立つのは嫌いじゃないけれど、これに関しては嫌だ。

　平静を保つため、なんとなくスマホを開いてブラウザを立ち上げる。

　ジェットコースターの起源は、帝政ロシア時代にサンクトペテルブルクの郊外に作られた木造の滑り台によるソリ遊びだそうだ。そこから紆う余よ曲きよく折せつを経て、お約束として定着したらしい。気を紛らわせるために調べた。

　なあんだ、滑り台か。

　それならぜんぜん怖くないや。

　そうやって自分をごまかしながら臨んだのだけれど。

　列の先頭に出る。

　蓮はす水みが「よっしゃ先頭じゃんラッキー！」と喜んでいるのだけど、先頭と最後尾が一番怖いんじゃなかったっけ。神は蓮はす水みを贔ひい屓きしたんだろうか。

　僕たちの前のロットで出発したコースターが発車地点に戻ってくる。

　ごしゅぅぅぅぅぅ、と音を立てて安全バーが外れ、乗客たちが降車する。からっぽになったコースターに、スタッフの声が僕たちを誘導した。

　その瞬間、悪魔の声がかかる。

「真ま雪ゆき、面白そうだからお前先頭な」

「蓮はす水みぃぃぃ……」

　いじめっこじゃん。小学生のころガキ大将だったでしょ絶対。

「さんせーい」

　この状況にあって一切の不安も高揚感も感じさせない、気け怠だるげな口調の春かす日がさんに半ば押し込められるかたちで座席につく。ベルトを閉めて安全バーを降ろす。スタッフがガタガタとバーを揺らして次の座席へ向かう。ねえ、ほんとうにそれだけで安全確認できるの？

　先頭の座席、左手に蓮はす水み。視界を遮るものはなにもない。

「ひ……ひまりさん……」

　ガチガチに固められた上半身を少しだけ動かし、すがる思いで背後の座席を見ると。

「ジェットコースターって初めて乗るんですよねー」

「えぇーマジで？　そういうの先に言ってよ姉あね崎さきサン」

「うち厳しい家だったから、遊園地に来るのもほぼ初めてで」

「あー、当時子どもだったから乗れなかったタイプ？」

「正解です……そっかぁ、大学生にもなると友達と遊園地に遊びに行くのか……わたしのキャンパスライフ、枯れてるなぁ……」

「学校行ってない身からすると、大学生ってだけで眩まぶしく感じるけどなぁ」

　春かす日がさんと楽しそうに談笑していた。

　うそでしょ？　これから僕たち、空中から真っ逆さまにダイブするんだよ？　ふたりともどんなメンタルしてるんだろう……。

「なあ真ま雪ゆき、いいこと教えてやるよ」

　隣の席から、見るからにウキウキとした様子の蓮はす水みが話しかけてくる。

「…………いちおう、きいとく」

「これ、デンジャービートダウンっていうマシンなんだけどさ。レールの途中がプッツリ切れてて、そこから車体がレールごと、ぐいーん！　って持ち上がって、そこから真っ逆さまに滑り落ちるやつなんだよ」

「それはもう聞いたんですけど！」

「動画でしか見たことないんだけどさ、すげえんだよ。ある程度進んだらいよいよ本番って感じじゃなくて、しょっぱなからそこそこスピード出んの。で、ぐいーん！　ってなるときはだんだん角度が変わるじゃん？　空がまったく見えなくなって、地面しか視界に入らなくなるんだよ。もう最高だろ？」

「やめてっ！　わざわざ言語化しないでっ！」

　僕がそう遮ったところで、スタッフの機械的な音声が響いた。

『それではみなさん、いってらっしゃいませ』

　逝いってらっしゃいの間違いでは？

　という心の中のツッコミが間に合うか否いなかのタイミングで、コースターが発進する。

「うぁ」

　急速に身体からだにかかる重力。シートに張りつけられるかのような圧力に目が回る。
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　強風が顔を殴りつける。景色が線になって前から後ろへと駆け抜けていく。

「ひ、ひ、ひ」

　暴力的な情報の山が胸の中に滞留して渦を巻く。

　平静の保ちかたを誰か教えてください。

　溢あふれ出でる衝動そのままに僕は絶叫した。

「ひぎゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅうああああああああっ、あっ、いっ、んぎゅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！　いっ、ひ、い、ひぎぃっ！　いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「あっはははははははははははははははッ！　なんだそれあははははははははははッ！」

　蓮はす水みの爆笑する声だけが鮮明に耳に入ったけれどそんなのはもうどうでもよかった。

　コースターの速度が緩み、やがて静止する。

　そのタイミングで、いまだにゲラゲラと笑う蓮はす水みが僕に向けて言い放った。

「どんな叫び声だよお前！　笑いすぎて死ぬかと思ったわ！」

　悪魔か、こいつ？

「もっ、もう、もうおわり……？」

「なに言ってんだ。ここからが本番だろ？」




　え？




　そう思った次の瞬間。

　うぃぃぃぃぃぃぃぃぃん、と駆動音。

　姿勢は変わっていない。けれど明らかに身体からだがなにかに引っ張られている。

　いや、引っ張られているというよりは、僕の身体からだが自然落下に抗あらがっているような……。

「あぁぁっ、いやっ、やだぁ……もう、ゆるして……」

「真ま雪ゆき、やらしい声出すな」

　咎とがめる声も耳に入らない。

　さきほどまで広々としていたはずの空がどんどん傾いていって。

　やがては、地面しか目に入らなくなって……。

「こんなの……たえられない……」

「もうわざとやってるだろ」

　蓮はす水みの冷静なツッコミが聞こえる。

　意味がわからないんだけど。

　なんで平気なの、こいつ……？

　世の中には先天的に恐怖心が欠落している人間がいるらしいけれど、蓮はす水みもその類なのかもしれない。だとしたら根本的に立っているステージが異なるから結局僕がこの状況に置かれていることが選択肢として不正解なわけで、がちゃん、となにかが外れる音がする。ストッパー的なやつかな。ということはここから自由落下が始まるわけで、あ、あ、あ、あっ──。

「うぁ、うぁあっ、ひぃやぁあああああああぁぁぁぁあぁぁあぁぁぁあぁあぁぁッッッ！」

　────。

　──。




　──そして気づけば、コースターは発車地点に戻っていた。

　這ほう々ほうの体ていでシートをあとにして、おぼつかない足取りのまま出口へと向かう。

　生きてる……よかった……死んじゃうかと思った……。

「怪物に襲われた人間の断末魔の叫びって、たぶんあんな感じなんだろうな」

「ギャップが足りないねぇ、まゆまゆには。おとなしくてかわいい女の子が平気な顔して絶叫マシンを楽しんでたら超ウケるのにねぇ」

　一歩進むたびによろめく僕に対して無慈悲なワードを投げつける蓮はす水みと春かす日がさん。

『女の子のような見た目の男の子』というパッケージだけではギャップが足りないのだろうか……的なことを思ったけれど言及せずにおいた。する余裕がなかっただけなんだけれど。

「ほんとうに大丈夫？　どこかで休む？」

　ひまりさんに身体からだを支えてもらいながら移動する。

　こんなときにも助けてくれるなんて、相変わらずすごく優しい人だなと思う反面、これしきのことで手を貸してもらっている自分の現状が情けない。

　ひどい車酔いに陥っているみたいに、頭がぐらぐらと揺れる。

　僕の平衡感覚を奪い取った拷問機械『デンジャービートダウン』はパークの中でも特に人気のアトラクションのようで、待ち時間だけで２時間ほどが経過していた。乗っている時間が３分程度だったことを考えるとコストパフォーマンス的にどうなんだろうか……と思わなくもないけれども、列に並んで待っているときの期待感やコースターで風を切っているときの爽快感などで中和されているんだろうなと納得できる。僕の場合、期待感も爽快感もなく、ただ絶望に頭を支配されていたから価値を感じることができなかっただけで。

「んじゃ休憩しよっかぁ。あっちに座れるところあるし」

「……あっちって」

「喫煙所っすね」

　そういうわけで僕たちは、コースターの降車地点の最寄りにある喫煙ブースへと辿たどり着いた。スペースの脇に設しつらえられていたベンチの端に腰を落ち着ける。

「うわぁめっちゃ混んでるし。いたずらに喫煙所減らせばこうなるわなぁ」

　手持ちのオイルライターを取り出しながら、春かす日がさんが周囲をぐるりと見渡して口にした。たしかにブースの中には人が溢あふれていて、明らかに需要と供給が見合っていない。ブースの外で火のついたタバコを口元に持っていっている人も散見された。

「むかしアメリカで禁酒法ってのがあったじゃん。アルコールの製造とか、販売とかが全面禁止になった法律。あれってどうなったと思う？」

「どうなったんすか？」

　唐突な春かす日がさんの問いかけに反応したのは、元気が有り余っている様子の蓮はす水みだった。

「みんな法律を無視して酒を作ったり、酒場を開いたりするようになったんだよねぇ」

「スピークイージーって呼ばれていた、いわゆる無許可バーですよね」

　ひまりさんの補足に、春かす日がさんは「そうそう」と同調する。

「ほかにも酒類の市場がギャングに支配されたり、いろいろあったんだけどねぇ。ようは、単に制限をかけるだけじゃかえってよくない結果が生まれたりするわけ。たとえばアルミ缶をギュウっと押しつぶしても完全に消えるわけじゃないじゃん？　むしろ横に広がったりする。体積を減らすって観点ではそれでいいんだけど、問題の解決にならない場合もあるんだよねぇ」

「……春かす日がさんって、その、高校行ってないんすよね？　でも頭いいなって思うことがたくさんあるんすけど……どこで習ったんすか、そういう歴史の話とか」

「習ってないよぉ。興味が湧いて、調べてるうちに覚えただけ。学校じゃ習わないだけで、学ぼうと思ったらいくらでも学べるよぉ。あえて言うけど、別に高校辞めたからって人生終わるわけじゃないからねぇ。なんとでもなるよぉ」

「あっ……」

　春かす日がさんは温かな笑顔でそう口にした。蓮はす水みが口をつぐむ。

「ってことで、過去に学ぶなら……個々人の力なんて大したものじゃなくて、できることなんて限られてるのかもしれないけどさぁ。地道に着々と土台を固めていくしかないとも思うんだよねぇ。だから──まゆまゆのやろうとしてること、アタシはいいと思うよ」

　ふいにそう声をかけられる。

　正直なところ、ふたつ返事で了承されたものだと思っていた。あんなに荒唐無稽な考えを肯定してくれるなんて。けれど春かす日がさんは、春かす日がさんなりの理論に基づいて僕の『作戦』に乗っかってくれたのだと知る。

　そう思うと──どこか、胸が熱くなった。

「ってことで、ちょっと行ってくるわぁ」

　そうして春かす日がさんは喫煙ブースのほうに歩いて行く……と思いきや、その周辺でタバコを吸っている人の塊に向かっていった。なにごとか声をかける。

『そこ喫煙区域じゃないから一緒にブース入らない？』

『えぇ……でも人多くて暑いし、みんな外で吸ってるし……って、もしかして──』

『「よづるん」じゃん！　うそ待ってヤバいヤバい』

『アタシのこと知ってるんだぁ、ありがとねぇ。せっかくだから中で話そ？』

『話す話す！』

『うちら、登録者が５万人くらいのときから配信見てて──』

『えぇー、じゃあ中で吸ってよぉ。ファン層のマナー悪いの嫌だからさぁ』

『ごめんごめん』

『こないだの実況者大会めっちゃ盛り上がってたよね──』

　ごく自然体で他人とコミュニケーションを取り、あっというまに喫煙ブースの中に人を誘導してしまった。ブース外で吸っていたほかの人も居心地が悪くなったのか、ぽつぽつと区域内に移動していく。

「春かす日がさん、やっぱコミュ力やべーな……なんつうか、圧倒的だ……」

「そう、だね……」

「あたし勘違いしてたかも。人嫌いで、いつもダルそうにしてて、けっこう行動派で、生活サイクルがバグってて、綺き麗れいな顔してて……でも、ちゃんと芯を持った人なんだよな」

「…………うん」

「……正直、楽になったかも。高校辞めて、ちょっと病んでたからさ。ああやって自分のスタイルで生きてる人に『なんとかなるよ』って言ってもらえるの……すげえ心強いんだな」

「そうなんだ？」

「けっこう気にしてるんだ、あたし。お前のこと、巻き込んじゃったの」

「……蓮はす水みが責任を感じることじゃないよ」

「気になるんだよ。まったく気にしないなんて、それはただの無神経だろ。だからさ……せめて、あたしができる正当な手段で、精一杯足あ搔がかないといけないなって思ってる。たぶん、春かす日がさんが言ってたことってそういうことだと思う」

「…………そっか」

　個々人の力なんて大したものではないのかもしれない。

　けれど現状を打破するには地盤を固めていくしかない。




　　　　　三




「あっはははははははははははははははははははははッ！」

「そんなに笑わなくてもいいじゃん……」

　絶叫マシンに感情を最高潮まで引き上げられたらしい蓮はす水みがお腹なかを抱えて呵か呵か大たい笑しようする。

「人気者はつらいよなー！　まさか人が集まりすぎてスタッフに連れてかれるなんてなー！」

「勘弁して……楽しいはずの遊園地でこんなに怒られるなんて思わなかった……」

　そういうことである。

　絶叫マシンをおかわりした３人を見送って、ひとりでベンチに座って待っていたところ、周りに人だかりができてしまい通行の邪魔になってしまったのだ。なにか問題があったのかと駆けつけてきた園内スタッフに関係者スペースに連れて行かれ、軽く注意されたのだ。

　ひまりさんが「災難だったね……」と慰めてくれたけれど、こればかりは僕の責任なので受け入れるしかないことはわかっている。

　思えば、これまで大人のひとに注意されることって少なかったな。ふつうの家庭なら『しつけ』の名目で両親が怒る役を買って出るのかもしれない。ただ僕の場合、密接な親との関係性があるわけじゃないし、『薄くて広い関係性』を求めていったため、こうした存在に出会えなかったのかもしれない。関係が密接化することもなければ、そこを一歩踏み込んで怒ってもらえる機会もなかったから。

　以前、僕が高校の授業に遅刻して研究室を訪れた際、玲れい華かさんは厳しい口調で「きみのいるべき場所はここじゃないだろう」と𠮟ってくれたことがある。あの体験は新鮮だった。

　怒られているうちが華という言葉があるけれど、そういう観点で見ればいい機会だったのかもしれない。新たな学びも得られたから。

　それにしても蓮はす水みは笑いすぎだけど。

「『有名な人なんだから自覚しろ』かぁ。言えてるねぇ」

「自覚がなかったわけではないんですけどね……」

「や、自覚そのものは足りないと思うよぉ」

　春かす日がさんにぴしゃりと言い切られてしまい、なにも返せなくなる。

　そうなのだろうか？

「まゆまゆって好きなアーティストとかいる？　アイドルでもいいけどさぁ」

「音楽はあまり聴かないので……」

　苦笑いをしながら質問に答えると、春かす日がさんは「なるほどねぇ」と呟つぶやき、続けた。

「ようは、インフルエンサーって代弁者なんだよねぇ。神輿みこしに乗って担かつがれる存在。顔も知らない人たちの思いとか、期待とかを背負ってるわけ。知らず知らずのうちにねぇ」

「……僕は誰かの気持ちを代弁しているつもりはないんですけど」

「そういうとこ」

　これはアタシの持論なんだけどさぁ、と前置きをして、春かす日がさんは語り続ける。

「インフルエンサーって、人々の共感なしには成立しないじゃん？　かっこよくありたい、かわいくありたい、大金持ちになりたい、面白いことをやりたい──誰かに認められたい。そういう純粋な欲求って誰でも持ってるわけだよねぇ」

　僕だけでなく、ひまりさんも蓮はす水みも聞き入っていた。

「でも、生活にはいろんなしがらみがあるじゃん。顔の美醜は生まれながらに決まってるし、勉強がんばっても自分より頭いいやつなんてごまんといるし、金持ちになりたいって思ってるのにお金の稼ぎかたを知らない人は世の中にたくさんいるわけ。そういう人たちの満たされない欲求をインフルエンサーに投影するんだよねぇ」

「……ちょっとわかるかも」

　ひまりさんが呟つぶやいた。僕からすればひまりさんは完全無欠の強い女性というイメージなのだけれど、そのギャップに驚いてしまう。蓮はす水みもこくこくと頷うなずいていた。

「だから、その期待や予測から外れた行為を取ったらすぐに炎上するわけ。アイドルが裏で恋人つくってたり、故意のあるなしにかかわらず別のインフルエンサーを傷つけてたり。フォロワーとか視聴者って代理戦争したがるじゃん。あれってそういうことなんだよねぇ。自分が支持するインフルエンサーにいろんな欲求を投影してるから、アイドルに恋人がいたら裏切られたって思って逆上したり、投影先が傷つけられたら自分も同じ傷を負ったみたいな気分になっちゃうわけだよぉ」

「あたしはそこまで極端な考えは持ってないけど、でも理屈はわかるっす」

「でしょぉ？」

　蓮はす水みの感想に笑いながら、春かす日がさんはさらに続ける。

「今回の件に関しては、まゆまゆが『通行の邪魔になるから場所を変えましょう』って提案すりゃよかったわけ。でもそれができなかった。なぜ言い出せなかったのか。たぶん、周囲が見えてなかったわけじゃないと思うんだよねぇ。想像力を欠いていたってのは半分当たってると思うんだけど、本質はそこでもない。まゆまゆは、自分が発言力を持っていることをちゃんと認識してなかった。そして、それを行使する勇気がなかったんだと思うなぁ」

　そのとおりだと思った。

「まゆまゆのところに人が集まってきたってことは、つまり集団の中心はまゆまゆなんだよねぇ。だから、まゆまゆが自分の意思で行動を選択すると、支持者はそれに追随するし、逆になにも選択しなければそのまま。だからまゆまゆは自信を持って提案するべきだった。その一歩を踏み出すために必要なのが『発言力を持っている』っていう自覚だったわけ」

「……それで人はついてきてくれるんでしょうか」

　僕のもとにやってきた人々の顔を思い返す。インターネット越しには見られなかった顔。

　よくネットリテラシーに触れた記事には『画面の向こうには人がいます』と記載されているけれども、配信者の立場からしてみても同じことだ。そこには確かに人がたくさんいる。

　不安はある。

『神か村むらまゆ』と中なか村むら真ま雪ゆきには決定的なキャラクターの差があるから。

「ついてくるよ」

　しかし、春かす日がさんは──幼少時から人前に立って生きてきた春かす日が夜よ鶴づるは、僕にはない自信をみなぎらせながら、当たり前のように言い放った。

「ついてくるからインフルエンサーっていうわけ。裏を返せば、他人がついてこない著名人はインフルエンサーとは言わないんだよねぇ」

「…………たしかに、そうですね」

　世間に与える影響力を持ち、消費行動に訴えかけるのがインフルエンサー。

　原理を考えれば納得できる。

　春かす日がさんの理屈にも、入場口や喫煙ブースで見せた積極的な行動にも。

「今すぐに実践できるかはわかりませんけど、やってみます」

「心配しなくても、すぐに慣れるよぉ。だってまゆまゆはもうインフルエンサーじゃん？」

「うっ……がんばります……」

　僕は苦笑しながら、先を行く春かす日がさんのあとを追った。

「ところで春かす日がさん、僕たちどこに向かってるんですか？」

「そりゃ、マダーランドに来たら外せないスポットがあるじゃん？」

「……また絶叫系は勘弁してほしいんですけど」

「マシンじゃないから問題ないよぉ。まあ、絶叫系ではあるんだけどねぇ」

　どこか含みのある春かす日がさんの発言に、そこはかとない不安が募る。

　だんだんと陽が沈み、夕焼け空が広がっている。ここが高原地帯であることも関係しているのかもしれないけれど、空の色の変化がかなり早いんだなと感じた。

　そして僕たち一行が辿たどり着いたのは──どんよりとしたオーラを纏まとう、廃屋のような建造物だった。壁に吹き付けられたモルタルが歪いびつな模様を形成しており、その周辺にはミミズが這はうかのように蔦つたが絡からみ付ついていた。

「これだよこれぇ」

　ピタリと足を止めた春かす日がさんが、嬉き々きとした表情で建物を見上げる。その入り口には、血文字を模したインクで『マッドハウス』と書かれた看板が立てかけられていた。

　お化け屋や敷しきである。

　遊園地にはつきもののアトラクション。

　ものものしい雰囲気に、思わず「なるほど……」と声が出る。

　正直……わくわくする。

　こういう場所に入ったことがないので、不安よりも期待感が勝る。

　それとなく蓮はす水みに目を向けてみると。

「きたきたぁー！　ＶＲ動画でしか見たことなかったから超楽しみだったんだよなー！」

　めちゃくちゃ喜んでいた。想像どおり。

「真ま雪ゆきってホラー苦手だったっけ？」

「ううん、むしろ好き」

「えっ」

　意外そうな声を上げたのはひまりさんだった。

「真ま雪ゆきくん、聞きまちがいかな。『ううん、むしろ好き』って聞こえたんだけど……？」

「好きといいますか……ひとり暮らしが長いと私生活に刺激がまったくなくなるので、そういうのが欲しいタイミングにちょうどいいといいますか……」

「ふうん、そうなんだ……ふうん……」

　わざとらしくごまかして、ひまりさんは先を続ける。

　そして。

「じゃ、わたしはここで待ってるねー」

　さも当然のように距離をとったひまりさんの袖を、春かす日がさんがぐいっと引っ張った。

「これ２人組参加が必須でさぁ。姉あね崎さきサンがいなきゃひとりハブられちゃうんだよねぇ」

「衝撃の事実！」

　ひまりさんがアトラクションの説明書きに目をやる。しばらく読み進めたところで、春かす日がさんの説明が真実だと理解したのか「そんなことってある……？」と呟つぶやいた。

　案内図の説明によると、『マッドハウス』はかつて非道な人体実験がおこなわれていた精神科病棟の跡地……という設定で、呪じゆ詛そや怨念を取り扱うジャパニーズ・ホラー的な要素は少なく、死人が生き返って徘はい徊かいするタイプのパニック・ホラーテイストが強いらしい。

　これを受けて、春かす日がさんが「アンスラックスの曲が元ネタなのかもね」と呟つぶやいたけれど、僕はそちらの方面に明るくないので特に言及しなかった。蓮はす水みは音楽が好きだったはずだが、それでも話に乗らなかったところを見ると畑違いの話題なのかもしれない。ただ、春かす日がさんの発言がどういう意図だったのかはなんとなく察することができた。

　一方でひまりさんはというと、事態を完全に把握した様子でわなわなと唇を震わせている。

「わたしお化けは無理なの！　人とか熊とかと違ってジャブもフックも当たらないから対処できないし！　ゾンビもキョンシーももともと死んでて打撃が効かないし！　そういう相手にどう立ち回ればいいかわからないの！」

「幽霊の類に対して物理的な解決手段を求めちゃうのウケるねぇ」

　けらけらと笑う春かす日がさんの様子に、ひまりさんはいつものパターン豊富な語彙を引っ張り出す余裕すらないのか「ウケるわけあるかぁ！」とパワー系のツッコミを入れていた。

　蓮はす水みがそっと僕に告げる。

「姉あね崎さきさん、さりげなく熊なら素手で倒せるって言ってね？　伝説の空手家じゃん」

「ノーコメントで……」

　ひまりさんの弁だとジョークには聞こえないので口を噤つぐんでおく。

　すると蓮はす水みはいじらしい表情を浮かべつつ、肘で僕の脇腹をつついてきた。

「うまくやれよな、真ま雪ゆき」

「そういう気遣いはいらないから……」

　ほんとうに勘弁してほしい。僕になにを求めているのだろうか。

「ていうか、姉あね崎さきさんがお化け役のスタッフさん蹴り飛ばしたら大問題になるから、ちゃんと見張っておけよな。そこのストッパーお前だから」

「責任重大なんですけど！」

「んじゃあたしは先に行ってくるわ。『よづるん』とふたりきりでお化け屋や敷しきに入れるなんて、こんな機会めったにねぇしな！」

「ねぇちょっと！」

　僕の訴えを完全に無視して、蓮はす水みは早々に春かす日がさんとペアを組んで中に入ってしまった。

　あとに残されたのは僕とひまりさんのふたりだけ。

「……真ま雪ゆきくんは入りたいんだよね、中に」

「ひまりさんがどうしてもだめなら諦めますけれど……」

　そうお伺いを立てると、ひまりさんは「あー」「うぅー」とひとしきり唸うなり声を上げた。

　そんなに嫌なんだ……。

　意外だ。ひまりさんは強くて、包容力があって、とても頼りになる素敵な女性だから。少なくとも僕はそう思っている。まさか、こんな弱点があるなんて。

　やがてひまりさんは、ぐっと拳を握りしめて口を開いた。

「せっかくだから、行こう」

「えっ、でも」

「行こう……決心が鈍らないうちに」

「いいんですか？」

「わたしはほらお姉ちゃんとしてついてきてるわけだから。真ま雪ゆきくんのやりたいことはなるべく尊重したいというかわたしに気を遣わせすぎると逆に心が痛むというかいいから行こう」

　不安と緊張からか、ぶるぶると震えながらも進言してくれたひまりさんと肩を並べて、僕たちは『マッドハウス』の扉を開いた。中は暗くてよく見えないけれど、所々に薄く照明が焚かれている。どうやら進路を示しているらしい。蓮はす水みと春かす日がさんはずいぶん進んでいるようで、まったく姿は見えなかった。

「あぁやっぱ無理かもぉ……」

　少し歩いたところで弱気な声を上げるひまりさん。

　周囲には誰もいない。おそらくこれからいろいろなギミックが僕たちを驚かせてくるのだろうけれど、まだそれほど進んでいないからかそうした気配はない。

　つまり、この空間には僕とひまりさんのふたりきり。

「……じゃあ、つなぎますか？」

　清水の舞台から飛び降りるような気持ちで、僕はそう提案した。

「なにを？」

　伝わらなかったらしい。気持ちが前のめりになって主語を欠いていた。まったく異なるベクトルで僕も緊張している。すぅ、と息を吸い込み、僕は続ける。

「……………………手を、です」

　僕がそう告げると、ひまりさんはムンクの『叫び』みたいな形相になる。辺りが暗いのでこの表情こそがよっぽどホラーじみているのだけれど指摘はやめておいた。

「ひぃぃ……僥ぎよう倖こうすぎる……」

　喉の奥から絞り出すような掠かすれ声を聞いて、僕はさらなる追撃を仕掛ける。

「……今さらですか？　同じ部屋で寝たこともあるのに」

「いいぃぃぃぃぃ!?」

　大おお袈げ裟さに叫んだひまりさんが、顔を手で覆いながら口にした。

「それは事実だけど、あのときとはまた状況が違うというか！」

　むっ。

　状況は違えど事実は事実だ。

　だから、ここぞとばかりに反論を仕掛ける。

「僕が風邪を引いて弱っているとき傍そばにいてくださったんですから、お化け屋や敷しきでひまりさんが弱っているときに僕が傍そばにいるのは当然のことだと思うんですけど！」

「怒ど涛とうの早口！」

　言い合いがすっかり白熱してしまったが、ここはお化け屋や敷しきである。悲鳴でも絶叫でもなく体言止めのツッコミが反響する様子はどことなくシュールだった。

　ひとところに停滞していると後続の入場者と鉢合わせしてしまうし、遅れれば蓮はす水みと春かす日がさんを出口で待たせることになる。僕が先導するかたちで、狭い通路を一歩ずつ進み出す。

　手をつなぎながら。

「…………あの、汗かいてないですか、僕」

「い、いや、べつに、なにも、気にならないけど」

　ひまりさんが気を遣ってくれたのかなと思ったけれど、どうやらそんな余裕はなさそうだからたぶん手汗の心配はないのだと思う。となるとこの手のひらの熱さはなんだろう。ひまりさんの体温と僕の血流が乗っかって、感情がかたちを成したみたいだ。

　灯あかりが存在しない空間の中で余計な情報が遮断されているからか、妙な思考が脳を駆ける。

　僕は異性としてひまりさんに好意を抱いていて、この胸が高鳴るのは必定。

　一度ひまりさんに気持ちを伝えて、その回答は蓮はす水みいわく『保留状態』。

　では、保留から再検討に至るまで、こうした状況を何度繰り返すことになるのだろう。

　──ふと、右方面に気配を感じた。

　ひまりさんとつないだ手の方向。

　違和感を解消するため視線をそちらへ向ける──と。




　頭から血（※おそらく塗料）を流したゾンビ（※スタッフさん）が、こちらを覗のぞいていた。




「ひゃっ」

　あまりにも前触れがなかったので、思わず悲鳴が漏れる。

　瞬間、顔が熱くなった。

　僕が率先して進もうとしていたのに、先に怖がってしまうなんて。

　おずおずと握った手の先の様子をうかがうと。

　──ひまりさんは硬直していた。

　口を、ぱくぱくと開けたり閉じたりを繰り返している。僕以上に動転しているらしい。

「…………ぎ」

　やがて、微細な振動をともなって絶叫がまろび出る。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああッッッ！」




　利きき脚を全力で振りかぶりながら。




「ひまりさん待って待って！　そういうのはだめなんですけどっ！」

「ふーッッッ！　ふーッッッ！」

「落ち着いてください」

「やられる前にやる……やられる前にやる……ッッッ！」

「ひまりさんのほうが何十倍も怖いんですけど！」

　先ほどの恥じらいも、高揚感もなにもかもを捨てて、目の前の暴走機関車をどうにか沈静化させるため、僕は全力で身体からだを張ることとなったのだった。

　そして──。

　やっとの思いで『マッドハウス』を抜け出た僕たちは、異様な光景を目まの当あたりにする。




　　　　　四




『来場者の皆様は、係員の誘導に従って避難してください。繰り返します、来場者の──』

　はじめに違和感をおぼえたきっかけは、響きわたる場内アナウンス。

「……おかしいですよね、明らかに」

「なにかのイベントが始まる……ってわけでもなさそうだね」

　園内スタッフが慌ただしく交通整理をおこなう中、誘導に従ってたくさんの来場者が移動している。一方で足を止めている人々もたくさんいて、みな一様にある一点を見つめている。心なしか不安そうにしている人が多いように思えた。

　まるで、なにかトラブルが起こったかのような……。

「春かす日がさんたち、どこに行ったんだろう？」

　ひまりさんの声でハッと我にかえる。そういえば姿を見ていない。あちらのペアはかなりのスピード感で進んでいたし、対するこちらはひとつひとつのホラーギミックにひまりさんが大おお袈げ裟さな反応を示していたこともあって、『マッドハウス』を抜けるまでにかなりの時間がかかっている。なかなか僕たちが現れないことにしびれを切らした蓮はす水みと春かす日がさんが移動している可能性はあるけれど、この状況の中で連絡もなしにどこかへ行ってしまったとは考えにくい。

「すみません、なにが起こったんですか？」

　喧けん騒そうの中、誘導していたスタッフに尋ねてみる。鬱陶しそうな所作から『こんなときに話しかけてくるなよ』という意図を感じたけれど、渋々ながら答えてもらえた。

「噴水近くのゴミ箱から火が出たんですよ」

「火……？」

「破裂音がして、ゴミ箱が燃えたらしくて。爆発物的なものが仕掛けられてる可能性があるんで、消火活動と交通整理で忙しいんですよ……もういいですか？」

「あっ……はい、すみません、大変なときに声をかけてしまって」

「ここで棒立ちされても困るんで、あなたがたも指示に従って避難お願いしますよ……ああもう野次馬が増えてる。どいてくれよお前らの命が危ねえかもしれねえんだぞ……ったく」

　愚痴を吐きながらスタッフは声がけに戻ってしまった。こういう状況となると、蓮はす水みと春かす日がさんが連絡もなく場所を移したと考えてもおかしくはない。

　傍かたわらのひまりさんを見上げる。

「ひとまず、僕たちも移動しましょうか」

　僕の提案に、しかしひまりさんはなにも答えない。おとがいに手を当てて、しかめっ面つらでなにかを考えているようにも見える。

「……真ま雪ゆきくん、どう思う？」

「どうって……」

　遊園地。

　ゴミ箱から火の手。

　炎上を運ぶ。

　インフルエンサー、春かす日が夜よ鶴づる。

　そんな……そんなことって……？

「真ま雪ゆきっ！　姉あね崎さきさんっ！」

　ぐるぐると混濁した思考を断ち切ったのは、駆け寄ってきた蓮はす水みの呼び声だった。

　なにをしているんだろう、あんなところで。

　先ほどのスタッフには悪いことと思いつつ、僕たちは人波に逆らうかたちでこちらに手を振る蓮はす水みに近づいていく。

「蓮はす水み！」

「真ま雪ゆき！　ごめん、出口から勝手に離れちまって！」

「ううん、無事ならよかった……なにがあったの？」

「あたしにもわかんねえ。『マッドハウス』から出て、春かす日がさんがふいっとどこかに行っちゃったから、出口の近くでスマホ見ながら真ま雪ゆきたちを待ってたんだよ。そしたらいきなりすげえ音が聞こえて、ゴミ箱が爆発したらしいってわかって、驚いて安全な建物の裏に引っ込んで──」

「ちょっと待って」

　自らの行動を振り返りながら説明を続ける蓮はす水みを、ひまりさんが制する。

「春かす日がさんと蓮はす水みさん、別行動してたの？」

「え？　あぁ、はい、そうっすけど……？」

「別れたのはどれくらい前？」

「えーっと……10分も経たってないはずっす……それがどうかしたんすか？」

　神妙な面持ちでの質問に面食らったのか、きょとんとした表情で答える。

　これを受けて、ひまりさんは額に指を当て、なにごとかをぶつぶつと唱え始めた。

「わたしたちがお化け屋や敷しきに入ったのはだいたい40分前、蓮はす水みさんと春かす日がさんが別れたのがおよそ10分前、誘導人員の配置がまだ固まっていないことと、集まっている人の数を考えると……不可能だとはいえない……でも、どうしてわざわざ……？」

「それがなにか……？」

「真ま雪ゆきくん。ゴミ箱が勝手に燃え上がる──そんな自然現象って、あると思う？」

「……わかりません」

「調べればそういう事例があるのかもしれない。火のついたタバコがなにかに引火したとか。でも園内には喫煙所がある。わたしたちも見てる。スタッフが目を光らせてるからか、喫煙所以外でタバコを吸っている人は見かけない」

「というか、そういうのって自然現象ですらない気がしますけれど……」

　すると、ひまりさんも同意する。

「そうだよね。うん、わたしもそう思う。真ま雪ゆきくんがスタッフさんに連れて行かれたあと、わたしと蓮はす水みさんがずっとついていたし、不自然な動きもなかった。その間、まったくボヤ騒ぎは発生していない。言い換えれば、蓮はす水みさんが目を離したタイミングで起こっている」

「姉あね崎さきさん」

　蓮はす水みが怪け訝げんそうな目を向けながら、口を挟んだ。

「いったいなにが言いたいんすか？」

「確認してるだけだよ。春かす日がさんがこの問題に関係しているのかどうか」

「…………どういう、ことっすか」

　すうっと、喧けん騒そうが聞こえなくなる。

　訪れるひまりさんの声に全神経を研ぎ澄ます。




「春かす日がさんがゴミ箱を燃やした可能性について、考えてる」




　聞こえた瞬間に、ぞくっと怖おぞ気けが背筋を駆け抜ける。

　けれど、どちらにせよ言わなければならなかったことなんだと思う。

　そして──対する蓮はす水みの声は、どこか冷めているようにも聞こえた。

「……それって『春かす日がさんが自ら事件を起こしてる』って噂うわさを信じてるってことっすか」

「あっ、いや、そうじゃなくて……違うか、そうだね。可能性がゼロじゃない以上はきちんと考慮しなくちゃいけない。教授とも話して、一面的な主張だけを信じるのはリスクが高いとも感じたから。でも、本気で疑ってるわけじゃない。事実、春かす日がさんがこのタイミングで事件を起こすのは物理的に不可能だって思ってる」

「そういう問題じゃないっす！」

　溢あふれ出でる感情をぶつけるようにして、蓮はす水みは語気を荒らげた。

　聴覚が喧けん騒そうを捉える。ざわめきが戻ってきて、頭の中に反響する。

「よづるんは言ってたんすよ、ＩＭＦに出たいって！　そんな人が、わざとこんな事態を引き起こすわけないじゃないっすか！　やっと……ッ！」

　その声も、握り込んだ拳も、どちらも震えていた。

「やっと、疑惑が晴れるかもしれないのに……ッ！」

　そんな折。

　ふと目を凝らした先に、春かす日がさんを見つけた。人がごった返す中、たしかに姿がある。脱色されたウルフカット、一般人とは一線を画したスタイル。間違えようもない。

　膠こう着ちやく状態にあるひまりさんと蓮はす水みを置いて、ひと足先に駆け寄って。

「春かす日がさん、こんなにところにいたんですか──」

　ふと、違和感をおぼえた。

　なぜだろう。

　どこか様子がおかしい。

「…………どうして」

　春かす日がさんは顔面を蒼そう白はくにして、遠巻きに現場を見つめている。

　いつもの気丈な振る舞いからは想像できない、か細い声を上げながら。

「そんなはず、でも、おかしい、なのに……なんで……？」

　口元を、遠目からでも判別できるくらい引ひき攣つらせていた。

「春かす日がさん、ひとまず戻りましょう。どこか具合悪いですか？　だいじょうぶですか？」
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　震える唇が、なにか言葉をかたち作ろうとするのがわかった。

「どうしました？」

　近づいて耳を澄ますと、春かす日がさんはこう口にした。

「…………あいつら」

「あいつら？」

　僕には目も向けないまま、ふたたび春かす日がさんは口にする。

「よりにもよって、あいつらかよ……」

　呪じゆ詛そのように陰鬱な響きを伴って発せられた言葉の意図を、こちらが知ることはできない。今はただ係員の誘導にしたがって出口を目指すだけ。事態の全体像を把握できないし、人も多い。僕たちがこの場所にいることはリスクしかない。

　心ここにあらずといった春かす日がさんの腕を摑つかんで、僕たちは出口に向かう。ひまりさんも蓮はす水みも手を貸してくれた。




　人の波に揉もまれつつ駐車場へと歩く最中、僕は止まっていた思考を巡らせる。

　玲れい華かさんが抱えていたという当然の疑念を、僕とひまりさんは捨てていない。あくまでも事実を客観的に見なければ答えは見つからないから。

　玲れい華かさんは事態を俯ふ瞰かんして、膨大な知識量で可能性を探ることができる。事実、僕はそれで救われたし、ひまりさんも同じだ。僕は玲れい華かさんに絶大な信頼を寄せていて、ひまりさんも同じように玲れい華かさんを信用している。おそらく、玲れい華かさんもひまりさんを信用している。

　加えて──実際に問題インシデントが起こってしまった。

　蓮はす水みの主張に同調するのも、ひまりさんを擁護するのも、この場において適切ではない。

　今の僕にできることは、園内スタッフの誘導にしたがって、心ここにあらずの春かす日がさんを駐車場へと導くことだけだった。




　　　　　五




　月つく詠よみマダーランドに夜まで滞在したということは、必然的に１泊することになる。

　わたしは慣れない運転に心底疲弊しつつも、なんとか一行を宿泊予定のホテルへと送り届けることができた。まあ、わたしもここに泊まるんだけどね。車通りの少ない郊外だからまだよかったのかもしれない。高原から下る道はやや入り組んでいたけれど、バスやトラックが問題なく交差できる程度の道幅は担保されているのでなんとか助かった。

　月つく詠よみ高原を下ったところには温泉地がある。せっかくだから遊園地を楽しんだあとに温泉でゆっくりしよう！　という蓮はす水みさんの提案に真ま雪ゆきくんが乗っかり、そこに春かす日がさんがおすすめの宿泊地を紹介する連携技によって実現したスケジュールだった。

　しかし。

「……………………」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

　車内の空気はどんよりと重く、必要最低限の会話すら発生しなかった。

　無理もない。

　わたしたちの目の前で、『炎上』は起こってしまったのだから。

　ぶる、とスマホが震える音がする。移動中、ひっきりなしに聞こえた音声。

　そのたびに春かす日がさんと真ま雪ゆきくんがスマホをチェックしていたから、おそらくなにかしらの通知が届いているのだと思う。しかし２人とも反応せずに無言を貫いていた。もしかしたら『月つく詠よみマダーランドでボヤ騒ぎが発生した』、『そこに春かす日が夜よ鶴づるが居合わせた』という情報はすでに拡散されているのかもしれない。

　チェックインを済ませて宿泊予定の部屋に到着し、ひとまず荷物を下ろす。

　隣り合わせの２部屋を予約していて、片方は春かす日がさん、蓮はす水みさん、そしてわたし。もう片方は真ま雪ゆきくんがひとりで使うことになっていた。

「……ちょっと、いいかなぁ」

　ずっと沈黙していた春かす日がさんが声を上げたので、わたしと蓮はす水みさんは動きをとめる。

「できれば、まゆまゆも呼んで欲しい。話さなきゃいけないことがあるんだよねぇ」

「呼んでくるっす」

　蓮はす水みさんが部屋を出て、隣室の扉を叩たたく。

　春かす日がさんは身体からだから悲ひ愴そう感かんを漂わせながら、部屋のソファに腰を落ち着けていた。リラックスしているわけではない。ただ、立っていられないといった様子で。

　やがて真ま雪ゆきくんが部屋にやってきて、わたしたちは春かす日がさんを中心に席を囲む。

「端的に言っちゃうとね」

　春かす日がさんが告げたのは、事態の緊急性を決定づけるものだった。

「今日の事件。あれ、やっぱり原因はアタシにある」

　それを受けて、わたしは確認のための質問を投げかける。

「わたしたちの知らない、決定的ななにかが見つかったんでしょうか？」

　春かす日がさんはこくりと頷うなずいて、先を続けた。

「モロトフ・カクテルってわかる？」

　言葉自体は聞いたことがあるけど、どんな代物だったっけ。真ま雪ゆきくんも蓮はす水みさんも知らないようで首を横に振っていた。

「すごく簡単に言うと、火炎瓶のことなんだけどさぁ」

　知らなくて当然だった。そんな物騒なものなんだ……。

　沈黙を切り裂くように、春かす日がさんは見解を述べる。

「遊園地のゴミ箱が自然発火するなんて普通ありえない。で、燃える直前に破裂音が聞こえたって話もあったよねぇ。あれ、たぶん火元は火炎瓶だと思う」

　提示された考察の内容が、わたしたちが認識できない論拠をもとに構築されていることに少々困惑してしまった。そうした雰囲気を感じ取ったのか、春かす日がさんはさらに続ける。

「なんでわかるかって？　知ってるからだよぉ。悪ふざけで火炎瓶を作って、それで火遊びしてるヤバい友達が昔いたからさぁ」

「あ……昔、荒れていたころの……」

　真ま雪ゆきくんの呟つぶやきに、春かす日がさんはこくりと頷うなずいた。

「月つく詠よみマダーランドは赤系統の色で園内のデザインが統一されてる。コースターのレールも赤だし、マップや看板も赤。スタッフの服も当然、赤色……でも、ゴミ箱は……」

「緑……だったっすね。色がついてるってより、普通の備品みたいなデザインだったけど」

　野次馬の外から現場を見つめていた春かす日がさんに寄り添っていた蓮はす水みさんが口を添える。

「ちょっと……昔のアタシと共通点が多過ぎてさ。それに、毎回ボヤ騒ぎ程度の被害で済んでいて、怪け我が人にんが出たって話も聞かない。そんな被害が、アタシの行く先々で起こってるってことは……たぶん、アタシに対するなんらかのメッセージだと思うんだよねぇ」

　そこまで言って、春かす日がさんはすっくと席を立った。

「……マジでごめんねぇ。ほんとうはさ、この一連の噂うわさがアタシとまったく関係のないものだって証拠を摑つかんでやろうと思ってた。っていうか、噂うわさが立ち始めてから外出しづらくなったのもあって、普通に楽しむつもりだった。マジで問題が起こるなんて本気で思ってなかったし……それがアタシと関係するものだって信じてなかった。ほんとうに、ごめん。変なことに付き合わせちゃって……」

「そんな……よづるんはなにも……」

「ううん。こういうのって、たぶん……身から出た錆さびっていうんだよねぇ」

　蓮はす水みさんの慰めを断ち切って、春かす日がさんは歩き出す。

「ごめん、ちょっと夜風に当たってくる」

　よろよろとした足取りで部屋をあとにしようとする春かす日がさんに、思わず声をかけた。

「外はもう暗いですよ？」

「そっちのほうが都合がいいよぉ……なんていうか、今は誰の目にも触れたくないっていうかさぁ……今後のこと、考えないとなぁって。これじゃＩＭＦにも出られそうにないしねぇ」

　返ってきた声は、今にも泣き出しそうな、脆もろい響きをともなっていた。

「頭を冷やしたら戻ってくる。迷惑かけてごめんねぇ」

　扉の向こうに姿を消した春かす日がさんを、わたしたちはただ見つめることしかできない。

　ふたたび沈黙が場を支配する。

「…………あたしのだ……あれ、店長……？」

　険悪な雰囲気を断ち切ったのは、蓮はす水みさんのスマホにかかってきた電話の着信音だった。彼女は画面をタップしてスピーカーを耳に当てつつ、廊下へと足を運んで応答する。

「……もしもし、お疲れっす。どうしたんすか……はい……はい……へ？　１週間休み？　いきなり？　なんかあったんすか……？」

　なにかしらを話し込んでいる様子だけれど、内容まではわからない。

　しかし、蓮はす水みさんの声のトーンはみるみる下がっていく。

「え……？」

　しばしの静寂。

　その後、蓮はす水みさんは「了解っす、店長が無事ならなによりっすけど……はい、それじゃとりあえず、営業再開するってなったら連絡ください、はい、お疲れっす……」と通話口の向こうへと話し終えて、部屋の中に戻ってきた。

　暗い表情を浮かべる蓮はす水みさんにどう声をかけたものかと考えていたけれど、口が動くよりも前に切り出される。

「バイト先でボヤがあったらしいっす……」

「……そんな、うそ、でしょ？」

「店長から今連絡があったんすよ」

　いつもの潑はつ剌らつとした笑顔は鳴りを潜め、沈痛な面持ちで続ける。

「なにが火元かわかんねえけど、バイト先の裏手で火が上がってて、外装が燃えたって。すぐに消防車呼んでなんとかなったらしいんすけど、これから警察の捜査が入ったり、修復工事の手配とか、いろいろやることがあるから臨時休業するらしいっす。その連絡でした」

「……蓮はす水み、ちょっと待って。春かす日がさん、『reverseリバース』に──」

「そう、来てくれた。あたしの服エモいねって褒めてくれて、遊びついでに着替えを買いに来たって楽しく話してた」

「ということは……また、春かす日がさんが立ち寄った場所でボヤ騒ぎが起こった……？」

　あまりの事態に、わたしと真ま雪ゆきくんは口を閉ざすほかない。

　月つく詠よみマダーランドのゴミ箱から火の手が上がって、まだそれほど時間は経たっていない。

　……にもかかわらず、またしても春かす日がさんが『炎上』を呼んだということ？

　けれど、ひとつわかっていることがある。

　古着店『reverseリバース』のボヤ騒ぎに、春かす日が夜よ鶴づるが直接関与するのは不可能だ。

　あくまでも、可能性のひとつとして考えていた『春かす日がさんの危うさ』。

　けれど──この状況下で、少なくとも数ある可能性のうち、ひとつは潰れた。

「……うまくいかないときって、うまくいってない人が周りに集まってきて、そこでお互いに傷を舐なめ合って、励まし合って……そこでちょっとだけ救われた気持ちになるんすよね。たとえその関係に未来がないってわかってても……なっちゃうんすよね」

　訥とつ々とつと、掠かすれるような声で蓮はす水みさんは語り続ける。

「現にあたしもそうだった。ＳＮＳで写真が燃えて、はじめは冗談っぽく茶化してきた友達も、あたしが学校クビになったとたんにいきなり干渉をやめた。人生うまくいってる人はいいよ。ポジティブな意見に乗っかって、お互いの美点を褒め合ってれば楽しく過ごせる。でもさ……みんな、見ないふりするじゃん。問題起こした人のことを見て見ぬふりするじゃん。自分とは関わりのない、縁遠い世界の出来事だって。そんなふうに排斥された人たちが──『燃え滓かすの同盟』にはたくさんいた」

　燃え滓かすの同盟。その言葉を耳にして、わたしは固唾を吞のむ。

　真ま雪ゆきくんを誘拐した集団。

　彼らはRootSpeakルートスピーク上で『死んだ』というアカウントを運用し、さまざまな不法行為の様子をソーシャルメディア上に投稿していた。

　彼らには彼らなりの思想があって、けれどそれは社会的に到底許されることはなくて。ある種の集団心理や、認識のズレがあって生じてしまった不幸な一件。

　蓮はす水みさんは暴走する『同盟』の思想を恐れて関係を切ったと主張していたけれど──ひとたび関わりを持ってしまったがゆえに、脅迫され、利用されてしまった経緯がある。

　わたしと教授が蓮はす水みさんのもとへ駆けつけたことで、大事にはならずに済んだけれど──きっと例の出イン来シデ事ントは、彼女の心の中に、消えない傷となって残り続けている。

「姉あね崎さきさんも、玲れい華かさんも……あたしに手を差し伸べてくれた。自分の落ち度で『同盟』に声をかけられて、その集まりが暴走して、手がつけられなくなって、関わりを断てたと思ったら引き戻されて……真ま雪ゆきを危ない目に遭わせて。でも、それって自じ業ごう自じ得とくだし、どうしようもないって……そんなふうに諦めてたあたしに、居場所をつくってくれたじゃないっすか」

　そして蓮はす水みさんは──涙を溜ためながら、わたしの目を見てこう言った。

「あたしを救ってくれたのに、よづるんを救えない理由って……なにかあるんすか？　ひとりで生きていくあの人に、ひとりで処理しきれない、高い壁が立ちはだかったとき……いったい誰が助けてあげられるんすか？」

「……ッ！　それは──」

　反射的にごまかそうとするけれど、言葉は出てこない。

　なにを言っても気休めにしかならないから。

「よづるんのとこ、行ってくるっす」

　蓮はす水みさんは、少しばかり目を伏せたあと、ふたたび部屋の出口へと向かった。

「正直、なにがどうなってんのかわかんないっす。なんなんだよ、怖こええよ。目の前で爆発起こるし、バイト先も燃えたっていうし……でも、あたしはよづるんを信じてる。ただのファンでしかねえけど……なんかの力になりたい。話し相手になるでもいいし、ただ一緒にいるだけでもいい。あの人はひとりで生きることにこだわってるし、そこがかっこいいって見てるこっちも思うんすけど──心細いと思う」

　だって、と彼女は続ける。

「よづるんとペアで入った『マッドハウス』、めっちゃ楽しかったんすよ。ビビる仕掛けとか、怖え演出とかが盛りだくさんだったけど、そのたびに叫んだり、笑ったりして。配信で知ることのできないよづるんの顔をたくさん知れた気がして。ああ、やっぱりこの人もあたしと同じ人間なんだなって思えて嬉うれしかった。……あんなふうに泣きそうな人、たとえよづるんじゃなくっても、ほっとけないっすよ」

　駆け足で部屋をあとにする蓮はす水みさんの背を見送り、わたしと真ま雪ゆきくんだけが取り残される。

　ぽつりと、残された真ま雪ゆきくんが呟つぶやいた。

「……なにが正解だったんでしょうか」

　突然の問いかけに虚を突かれて、わたしは問い返す。

「どういうこと？」

「……わからなくなってしまって」

　目に見えて肩を落としていた。

「ひまりさんも玲れい華かさんも、春かす日がさんが直接事件に関わっている可能性を排除しませんでした。客観的に考えれば、玲れい華かさんやひまりさんの考えかたのほうが正しいと思います。でも、春かす日がさんは『疑われること』そのものに疲れていたはずです。でも、こんなことになってしまって。僕のやりかたは、間違っていたんでしょうか……？」

　真ま雪ゆきくんは顔を上げてわたしを見据え──しかしすぐに視線を逸そらしつつ。

「すみません、頭の中がぐちゃぐちゃで……僕も蓮はす水みを追います。きっと、僕も頭を冷やさなくちゃいけませんから」

　そう告げて立ち上がり、部屋をあとにした。

　結局、残ったのはわたしひとりだけ。

　じっとしているだけではなにも進展しない。

　それだけはわかりきっている。

　こうしている間にも、インターネットでは春かす日がさんに関する新たな噂うわさは飛び火している。事態は進展し続けるが、なにも前進していないのだ。

　わたしだけの力ではどうしようもない。自己解決能力には限界がある。

　蓮はす水みさんは、できる限りの助力をと春かす日がさんを追った。真ま雪ゆきくんもそれに続いた。

　わたしにできることはなんだろうか──。

　そんな折、スマホが着信音を奏かなで始めた。

　非通知。

　訝いぶかしみつつも通話ボタンをタップすると──聞き馴な染じみのある声が届いた。

『ひまり、今時間はあるか。時間はなくとも手間を取らせるつもりはないが』

「……教授ですか？　いったいどこから」

『宿泊先の公衆電話からだ』

「どうやってわたしのスマホの番号を？」

『電話番号など11桁の数列に過ぎない。記憶しているに決まっているだろう』

「……そうですか」

　普通ならありえないと思えることでも、教授が言うなら納得してしまう。たぶん真実だし。

『昼に諸用が入っていたもので連絡が遅れた。月つく詠よみマダーランドの事件についてニュースサイトで知ったよ。状況を教えなさい』

「わかりました、実は──」

　そこでわたしは一部始終を教授に説明した。

　懇切丁寧に、時間をかけて、行き違いがないように。

　春かす日がさんの独白も含めて、ありのまますべて。

　すると、電話口から「ちっ」と舌打ちのような音。

『……まずいな』

　教授がここまで感情を露あらわにすることは滅多にない。

　かたちのない焦あせりが背中を伝う。

「教授、詳しく聞かせてください。なにがまずいんでしょうか」

　すぐに返答があった。

『本件に関して、春かす日が夜よ鶴づるの語った内容。仮にそれが真実なのだとしたらだ。きみたちはひとつ重大な見落としをしている』

「重大な見落とし？　それって──」

　わたしが尋ねる前に、回答は示された。




『春かす日が夜よ鶴づると関係のある実行犯が、きみたちの近くにいることだ』




「…………それって」

　言われてみればそのとおりだ。

　どうして気づかなかったのだろう。

　春かす日がさんと関連する問題が、月つく詠よみマダーランドの園内で起こったということは。

　つまり、この問題を起こした人間が現場にいたということ。

　あまりにも単純な見落としに臍ほぞを噬かむ。

　しかし後悔している時間はなかった。

　なぜならば──。

『そしておそらく実行犯は、春かす日が夜よ鶴づるに接触を図ってくる』

　教授からもたらされた推測を聞いて、頭よりも先に身体からだが動いたから。




　　　　　六




「はぁ……はぁ……蓮はす水み、ちょっと待って……いっしょに行こう……」

「息切れしすぎだろ、お前。ちょっとは運動しろ」

「無茶言わないで……」

　僕が部屋を出たとき、すでに蓮はす水みはホテルの廊下から消えていて、エントランスまで駆かけ降り、這ほう々ほうの体ていでなんとか追いついた。

「春かす日がさんは？」

「そう遠くには行ってねえと思う。どこかでタバコ吸ってるんじゃねえかな。ここらへんって喫煙所あるんだっけ？」

「僕に聞かないでよ……」

　ホテルのエントランスを出てすぐのところに灰皿とベンチが設置されていたけれど、そこに春かす日がさんの姿はなかった。辺り一帯は駐車スペースになっていて、ほかに腰を落ち着けられそうな場所はない。このホテルは温泉地の奥まったところに建っていて、殺風景な一本道の坂を車で上ってきた。ホテルの敷しき地ちを出て右折すれば来た道を戻る下り坂。左折すれば未見の上り坂だけれど、拓ひらけている様子もない。

　すっかり陽は落ちていて、道路には街灯がぽつぽつと点在しているのみ。ひとまず歩を進めて敷しき地ち外の歩道に出てみると、対向車線の路側帯で車高の低いライトバンがアイドリングをしていた。ほかに車通りはなく、そこから右方向に視線をやると、煌こう々こうと灯ともる白色の光が見えた。なにかのお店だろうか。

「とりあえず、来た道を下ってみるか」

「……順当に考えれば、そうなるよね」

　というわけで、蓮はす水みの提案に乗る。

「途中にコンビニあったじゃん。ここから歩いて５分くらいのとこ。向こうでめっちゃ光ってるやつ。よづるん、タバコ切らして買いに行ったんじゃね？」

「あっ……あの光、コンビニかぁ。よくわかったね……」

「そりゃ、あんだけ蛍光灯がガンガン光ってるならわかるだろ普通……まあ、地理に関しては車の中で誰も話さねえから、ずっと外を見てただけなんだけど」

「僕も助手席でずっと景色を眺めてたから、気持ちはわかる」

　誰もなにも話さない車内については、お互いに気まずさを感じていたらしい。タクシー移動の最中に運転手から話しかけられたときは萎縮してしまうのに、状況ひとつ変わるだけでこれほどまでに苦痛を感じるのか……と妙に納得感のある移動時間だった気がする。

「真ま雪ゆき」

「……なに？」

「お前も、よづるんのこと疑ってた？」

「それは……」

「正直に言ってくれよ」

「…………あくまで可能性のひとつとして、うん」

「そっか」

「……怒ってる？」

「なんでだよ。あたしが怒るのは筋違いじゃん……さっきは姉あね崎さきさんに失礼なことやらかしちゃったなぁ。あとで謝んねぇと」

「でも、蓮はす水みは春かす日がさんのことを信じていたわけで」

「考えかたの違いでしかねえじゃん。んなもん、いくらでも起こり得るだろ。まぁ確かに、ちょっと残念だなとは思っちまったけど。そんなんでわざわざ人間関係は壊れねえよ」

「…………」

「……って、思いたいだけなんだけどさ」

　それ以上、蓮はす水みはほんとうになにも追及してこなかった。心地いい距離感を維持したまま暗い道路を足早に歩いていく。観光地とはいえ、立地の問題なのかすれ違う人はいない。

　やがてコンビニへ辿たどり着く──すると。

「…………あ」

　自動ドアの開閉音と、掠かすれた声。

　店内からちょうど出てきた春かす日がさんと目が合う。

「……りんちゃん。まゆまゆ」

　一瞬、目を見開いたものの──その表情はすぐに暗く沈んでしまう。

　どうやって声をかければいいのか摑つかみかねていると──。

「ここにいたんすね」

　明るい口調で蓮はす水みが言った。

「……心配して来てくれたんだぁ？」

「そりゃ心配するっすよ。この世のすべてに絶望したみたいな顔してたし」

「……実のところ、そういう気持ちなのかもしれないねぇ。自分でもわかんないけどさぁ」

　春かす日がさんは諦念を含んだような疲れた声でそう口にすると、のっそりとコンビニ脇の広場へと向かった。遊具やベンチなどが置かれている、家族連れがひと息つけるような空間。そこにぽつりと佇たたずむ共用灰皿へと足を向ける。僕たちも続いた。

　春かす日がさんはオイルライターを取り出し、慣れた手つきでタバコに点火すると、すぅ、と大きく煙を吸い込んで空を見上げる。

　そして、少し間を空けてから、ふぅぅ──と虚こ空くうに向けて紫煙を吐き出した。

「ここらへんは涼しいねぇ。まわりになーんもないから風が気持ちいい」

「よづるんにこういう風景はあんまり似合わないっすね」

　蓮はす水みは明るい口調で言う。おそらく春かす日がさんに気を遣って。しかしそこに不自然さはまったく感じさせないあたり、コミュニケーションが上う手まいなと感心する。僕は余計な口を挟まずにふたりの会話に耳を傾けた。

「そう？　アタシってどんなイメージ？」

「人によって印象は違うと思うんすけど……もっと、ごみごみした都会をバックに仁王立ちしてるイメージっす。スーツ姿のサラリーマンが行き交うスクランブル交差点で、どんな色にも染まらずに立ってるみたいな」

「そっかぁ……それはとってもいいねぇ。かっこいい女の子だ」

「かっこいい女の子っすよ、よづるんは」

「…………そっかぁ」

　春かす日がさんは嚙かみ締しめるように呟つぶやいて、短くなったタバコを共用灰皿に押し付ける。火の消えたそれを水の中に落としつつ、疲弊した声を漏らす。

「なーんも考えなくていいままなら、人生は楽だったのかなぁ」

「……どういう意味ですか？」

　不穏な呟つぶやきを受けて、ようやく僕はそこで口を開いた。

　春かす日がさんは２本目のタバコを取り出しながら、「そのまんまの意味だよぉ」と言う。

「もしもアタシが自我を持っていなくて。両親を捨てて家を飛び出さなければ、また違う人生があったのかもしれないなって。俳優として活躍していたかもしれないし、活動の幅を別のジャンルに広げてたかもしれないし、普通に高校に進学して、卒業して、花の女子大生ってやつを謳おう歌かしてたかもしれない。配信者としてのアタシは好き勝手にやってるし、それで生活が成り立ってたから不満はなかったけど……でも、少なくとも、こうしてりんちゃんやまゆまゆ、姉あね崎さきサンたちに迷惑をかけることはなかったはずなんだよねぇ……」

　指に持ったタバコに、火をつける様子はない。

　春かす日がさんは、ただ申し訳なさそうに肩を落とすだけだった。

「……それ、あたし詳しく知らないんすけど、よづるんの勘違いってことはないんすか？」

　蓮はす水みの言葉に、春かす日がさんはふるふると首を振る。

「ううん。わかるんだよぉ、アタシには。起こったボヤ騒ぎのうち、全部が全部アタシに関わってるのかはわかんない。もしかすると、偶然アタシが行った先で騒動が起こってた可能性もあるけど……でも、今日のは確実に、あの緑色のゴミ箱を狙ってた」

　そして僕に視線を向けた。

「ありがとね、まゆまゆ。気づかせてくれて。作戦、超うまくいったじゃん」

　春かす日がさんが見せる笑顔が、とても退廃的なものに思えてしまう。

「……お礼を言われると、つらいです」

　僕は正直な気持ちを吐露した。

「こんなことが起こるなんて思ってもみませんでした。僕ははじめから、春かす日がさんと日中行動をともにして無罪を証明するつもりしかなかったんです。結果として、僕の浅はかな考えのせいでたくさんの人に迷惑をかけてしまったことを……すごく後悔しています」

「ううん、気づけただけでも──」

　春かす日がさんの声が、途中で途切れる。

　僕たちの会話を遮断したのは、夜を劈つんざくようなエンジン音。

　直後、ぎりりり──と、タイヤがアスファルトを踏みしめる音が聞こえた。

　車のドアが開いて、中からぞろぞろと人が出てくる。

　運転席、助手席、そして後部座席──合計６人。男性が４人と、女性が２人。

　そして間をあけず、聞き覚えのない声が飛んでくる。

　オーバーサイズのパーカーに迷彩柄のバルーンパンツを穿はいた、ガタイのいい男性。響いてきたのは、その野太い声だった。

「久しぶりだなぁ夜よ鶴づる。なんか元気でやってるっぽいじゃん？」

　続いて、トーンの高い別の男声が響く。

「お前の連れの配信者が見えたからあとをつけてきたらドンピシャだった。マジでウケんだけど」

　かけられた言葉に、春かす日がさんは大きく目を見開いて──。

　しかし、それがさも当然に、この事態がまるで予定調和であったかのように。

　自然な声色で返答した。

「みんなも元気そうだねぇ。まさかこんなところで遭えるなんて。で、なにがウケんの？」

「あれぇ、驚かないんだあ？」

　対たい峙じする集団の中にいた女性のひとりが、間延びした甲高い声でそう言い放った。春かす日がさんのそれとは似て非なる、攻撃性を孕はらんだ語気。

　全員の目が、春かす日がさんに集中する。

　しかし春かす日がさんは臆せず、向けられた視線に対抗するかのように語り始める。

「いろんな可能性を考えてた。アタシの過去を知った誰かが面白半分でボヤ騒ぎを起こしているのかもしれないとか、わざとゴシップを作るためにアタシのまわりで事件を起こしているのかもしれないとか……でも今日、はじめて現場を見てわかった。お前ら、アタシになにか言いたいことがあるんでしょ？」

　ずっと握りっぱなしだった火のついていないタバコをしまいながら。

「目的を教えてもらってもいいかなぁ？　こっちは迷惑してるんだけど」

　毅き然ぜんとした言葉に、しかし向かい合う相手はへらへらとした態度を崩そうとしない。

　はじめに声をかけてきたバルーンパンツの男が、まっさきに答えた。

「目的っつう目的はねぇよ。憂うさ晴ばらしみてーなもんだ。悪ガキが大人になって、過去のことなんてなんも知りませーんって顔で人気者になってやがるんだ」

　後ろに控えていた別の男が、続けて粗雑な口調で投げかけてくる。

「どうせアレだろ。昔の友達なんていなかったことにして、まともな人間になれなかったやつらだって心の底で見下しながら生きてんだろ？　連れが言ってたぜ。夜よ鶴づるに連絡しても既読すら付かねえってな」

　挑発するかのような口調で煽あおってくる。対する春かす日がさんは、心底疎うとましそうな声で。

「……お前らが『半グレ』っぽくなってることは、ＳＮＳのプライベートアカウントで見て知ってたからねぇ。連絡取らないようにしてたのは間違ってないよぉ」

　半グレ。

　聞いたことがある。

　暴力団に所属せず、不法行為をおこなう集団のこと。とあるジャーナリストによって命名された、新しい語彙。たまにインターネットの動画サイトで組まれる特集番組で知った。

　規模の大きなものだと数十人、百を超える集団を形成することもあるという。

　集団の中から女性が前に出てくる。そして春かす日がさんに語りかけてきた。

「中学生のとき、一緒に校舎裏で駄だ弁べってたじゃん。あれ楽しかったよね。夜よ鶴づるみたいな有名人でもいろいろと複雑なんだなってみんなで慰め合ったじゃん。親にボコられてたやつも、家庭に居場所がなかったやつも、あの校舎裏なら自分らしくいられたじゃん。でも──夜よ鶴づるは中学を出てから、誰にも言わずにひとり暮らしをはじめて、うちらを見捨てたよね」

「見捨てたわけじゃないっ！」

　春かす日がさんの語気が荒くなる。間延びした口調はどこかへ消え去り、代わりに焦燥があった。

「……義務教育が終わったら、自分ひとりの力で生きていかなきゃとは思ってた。言う必要がなかっただけで」

「なんで言ってくれなかったわけ？」

「みんなに言ったら……それは、自立したことにはならないって思ったからだよ」

「……ぷっ。あははっ」

　すると、声を発していた女性はケラケラと笑う。

「いいって、そういう言い訳は。夜よ鶴づるは持ってたじゃん、お金も名声も。ひとりでやっていくことなんていつでもできたでしょ……ただ単に、うちらが疎うとましくなっただけでしょ」

「そんなわけない！　……ただ、あのまま、鬱憤を晴らすために小さい悪事ばかり働いてたらなにもできなくなる。停滞したまま、ガキのまま年だけ食ってく……そう思ってた」

「……なにそれ。気色わる」

　女性の声がいったん途切れて──復活する。

「でも夜よ鶴づる。もうみんな大人になったよ？」

「大人？　……昔の連れに迷惑をかけるのが、大人のやること？」

　疑問に答えたのは別の男だった。

「ちょっとした悪ふざけじゃん。そしたらネットですげえ注目されてさ。いい憂うさ晴ばらしにもなったし──なにより、社会になにも残せねえ、終わってる俺たちがネットニュースになってんだぜ。愉快じゃねえか？」

「ちっとも笑えねぇよ」

　唾棄するように言い捨てた春かす日がさんに、ふたたび先ほどの女性が声をかける。

「夜よ鶴づるぅ、また昔みたいに、みんなで楽しくやろうよ」

「……どういうことだよぉ？」

　なにを言われたのか意味がわからない……そんなふうに、春かす日がさんは問い返す。

　相手の女性は、あっけらかんと続けた。

「だから、もうみんな大人になったからさぁ。またみんなで昔みたいに集まって楽しく過ごそうよって言ってるわけ」

「……アタシに死ぬほど迷惑かけといてなに言ってんの？」

「あれは悪ふざけじゃん。夜よ鶴づるがうちらの仕業だって気づくのかどうかを試してただけ。そんなに深い意味なんてない。でも夜よ鶴づるって忙しいでしょ？　いい休憩になったんじゃない？」

「……………深い、意味がない？　ただアタシに気づいてほしかっただけ？」

　まるで身体からだ中の力が抜けたみたいに、春かす日がさんの腕がだらんと垂れる。

「だって──」

　返ってきたのは、残酷な響き。

　正常な思考を持ち合わせている者であれば絶対に口にしない、呪いの言葉だった。




「──うちら、友達じゃん？」




　春かす日がさんは、拳をぶるぶると震わせながら、ひと言だけ。

「…………これも、身から出た錆さびってやつ……なのかなぁ……っ」

　心から悔しそうに、そう漏らす。

　しかし、なにを反はん駁ばくするでもなく。

　ただ、無為に時間が過ぎていく──。

　そう思われた。しかし。




「お前らみてえなやつ、友達だなんて言わねえよッッッ！」




　僕の隣から上がった怒声が、空気を変える。

　対たい峙じする集団に向けて敵意を剝むき出だしにしながら──蓮はす水みが叫んだ。

「人生あきらめて、成功者を妬んで、相手のことを考えずにてめえの主張ばっかりして！　ガキのまま年食ったのバレバレなんだよ！　ちょっと縁があったくらいで友達気取りして、迷惑かけて、気ィ遣わせて！　なのにそれで当然だって顔して、よづるんの苦しみも知らねえで、あげくの果てに『昔みたいに仲良くしよう』って意味わかんねえこと、なんで言えんだよ！」

　なおも声を張り上げる。

　勢いは留まらない。

「ネットで炎上するのってな、めっちゃ苦しいんだぞッッッ！　なんも考えねえで生きてるバカには絶対にわかんねえだろうけどなァッッッ！」

　咆ほう哮こうが夜を裂く。

　蓮はす水みは魂を震わせるかのごとく、ありったけの感情をぶつけた。

　しかし、その訴えを向けられた集団は、へらへらと笑う。

　なにも響いていない。

　そう、瞬時に理解できた。

　そして、集団の先頭に立っていた男が反応した。右手に火のついたタバコを持ち、口から煙を吐きながら軽薄に笑いかける。

「夜よ鶴づる、こいつ新しいツレ？」

「……やめろよ、この子は関係ねえから」

「ふーん」

　まるで興味ないというような調子で男は鼻を鳴らし、タバコをひと吸いする。

　そして、火種が手元に達したところでおもむろに吸い殻を地面に落として。

「世の中のことをなーんもわかってねえガキになに言われても知らねえけどよ。調子に乗りすぎるのはよくねえよな？」

　後ろに控える仲間に同意を求めると、口々に「だな」「やっちゃお」などと返ってくる。

　大きく腕を振りかぶるような仕草を見せて。

「俺たちのこと、えらい馬鹿にしてくれるじゃねぇか…………なぁ！」

　ゴッ。

　という、鈍い音とともに。




　蓮はす水みの身体からだが、スローモーションのようにゆっくりとくずおれていく。




「──ッッッ！」

　運動不足の身体からだが瞬時に動いたのは、僥ぎよう倖こう以外のなにものでもない。

　どすっ、と鈍い衝撃音。

「──ぐ、ゥ、ッッッ！　っつぅぅ……！」

　言葉を置き去りにして、身を擲なげうって──地面に倒れる寸前、僕はなんとか蓮はす水みの身体からだの着地点に、身体からだを滑り込ませるのに成功する。

　しかし不完全な体勢で飛び出したため、僕はしたたかに顎を地面に打ち付けた。背中に人ひとり乗せた重さとあいまって、まったく身動きが取れない。

「りんちゃんっ！　まゆまゆっ！」

　ぱたぱたと足音。おそらく春かす日がさんのもの。

「だいじょうぶ!?　しっかりしてっ！」

　僕はいいから蓮はす水みを──という声すらも出ない。夜闇の中、春かす日がさんの悲痛な声だけが頭の中に入ってくる。

　しかし、そこに雑音が混じり始めた。

「おいおい、ヤバくね……？」

　殴った張本人とは別の男の声が聞こえる。心配するような声色ではない。へらへらとした軽薄な笑みを孕はらんだ、下卑た声だった。

「調子に乗ったガキには、ちゃんと躾しつけをしなきゃなんねえだろ？」

「かかかっ、言えてら」

　薄ら寒い笑いが伝染していく。女性の笑い声も混じる。

　そこにあるのは、ただの同調意識。

　──こいつらは。

　──こいつらは、クソだ。

　他人に迷惑をかけることを厭いとわず、それをコミュニケーション手段のひとつとして捉えて、自分よりも体格の劣る人間に手を上げることに躊ちゆう躇ちよも見せず、倒れ伏した相手を嘲る。

　悔しい。

　春かす日がさんが、こんなやつらに邪魔をされたことも。

　蓮はす水みが殴られたことも。

　自分の無力さも。なにもかもが悔しい。

　こんなふうに歪ゆがんだ人間たちに、真っ当な手段で足あ搔がく人間が貶おとしめられるなんて。

「……おい、やめろよ……この子たちは関係ねぇって言ってるだろ……」

　悪辣な笑い声と足音が近づいてくる。

　春かす日がさんの訴えに耳を貸す様子もない。

　けれど、身体からだは動かない。

　ただ覚悟を決めて、待ち受ける暴虐に──僕は目を閉じる。

　そして──次の瞬間。




「破ァァァァァァアァァァァァァァァァァァァァァアァァッッッ！」




　裂れつ帛ぱくの気合が込められた雄お叫たけびに、聴覚が反応した。

　ドッ！　という鈍い衝撃音。

「──ぶ、ごッッッ」

　どさり、と地面になにかが倒れる音。

　目を開けると、そこには。




「──ごめんね、遅くなって」




　慈母のような──あるいは救世主の姿があった。

「ひま、り……さ……」

「うん、しょっ……」

　背中の圧迫感から解放されて、僕は這はいつくばりながらも姿勢を立て直す。

　ひまりさんは僕の無事をみとめるや、すぐに蓮はす水みへの声かけを始めた。

「ぁ…………ぅぁ…………？」

「蓮はす水みさん、わたし。わかる？」

「……ぁね……ぁ……」

「この指、何本に見える？」

「…………い、う？」

「春かす日がさん、動けますか？　救急車呼んでもらえます？」

「け……けいさつは……？」

　応答する春かす日がさんの声は震えていた。

「救急車を呼ぶとき、一緒に伝えてください。『警察必要ですか』って聞かれる場合もありますので。それよりも蓮はす水みさんの処置が先決です。殴られたのが顔で、地面で頭を打っていないならおそらく軽い脳のう震しん盪とうだと思うけど、場所が場所だから念のために救急外来で診てもらおうね。打撲痕も処置を怠ったら残るからね。真ま雪ゆきくん動ける？　姿勢を動かさないように、蓮はす水みさんの身体からだを支えてあげてほしい」

「わ……かり、まひ、た……！」

「──姉あね崎さきサン！　うしろ……ッ！」

　ひゅん、と。

　瞬間、風を切る音。

　そして。




　ぱきっ。




　薄氷を割るような。確実に、なにかが砕ける音がした。

「ぁ…………が…………？」

　なにが起こったのかわからない。そんな含みを孕はらんだ声があがる。

　背後から殴りつけてきた男の声だった。

「もう終わり？」

　ひまりさんは背後に目も向けず、迫ってきた拳を片手で受け止めていて。

　その手の甲に、青筋が幾本も通っているのがわかった。

「がぁあぁあぁぁぁあ痛ぁぁぁああぁあぁぁぁああぁッッッ」

　まもなく、男の絶叫が辺りに響き渡る。苦く悶もんに満ちた声を上げながら手を振ふり解ほどこうとするが、ひまりさんのホールドは一向に解けない。

「て、めぇッッッ！」

　さらなる怒号。地面を駆ける音が聞こえる。別の男の追撃だろうか。

　しかしひまりさんは、砕いた拳から手を離して──。




「────────────────破ァッッッ！」




　華麗なステップで追撃を躱かわし、相手の腹部に潜り込み、鮮やかな掌底を放つ。

「ご、ぼ……お……おえぇぇぇ」

「──よくも」

　鳩みぞ尾おちのあたりを押さえて蹲うずくまった追撃者を足元に転がして、ひまりさんは。

「よくも、わたしの大切な人たちに手を出したな……」

　僕が見たことのない鬼神のような眼光を、困惑する集団に向ける。

「絶対に許さない──ッッッ！」

　そう吐き捨てて地面を蹴り、疾駆する。

　声にならない声を上げ、散り散りになる集団。

　先ほどまで見せていたような下卑た笑いは、跡形もなく消えていた。




　茫ぼう然ぜんと事態を見つめる春かす日がさんが、視線そのままに口を開く。

「……ちょっと前に。拉致られたまゆまゆを単騎で救い出す動画が話題になったよね」

「あれ、ずっとフィクションだと思ってた。よくできた合成映像だろって。もしくはなんかのドラマのワンシーンでしょって。それくらい非現実的だったから」

　やがて救急車のサイレンが耳をつく。

　ひまりさんがこちらに駆け戻ってくるのが見えた。

「あれ、マジだったんだね」

「……はい。何度も守っていただきました。あのときに限らず、何度も……今回も」

「……………………そっ、か」

　春かす日がさんは訥とつ々とつと続ける。

　安あん堵どしたような声で。

「道理で、まゆまゆは……姉あね崎さきサンに惹ひかれるわけだ」
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「あたしたちが真面目な話するとき、だいたい病院にいるの、どうしてなんだろうな」

「……冗談にしては面白くないし、シャレになってないよ」

　病室のベッドの上で場違いに笑う蓮はす水みに苦言を呈すると、「大丈夫だよ」と軽く流された。

　結局、蓮はす水みの怪け我がは大事には至らず、僕は検査が終わるのを病院の緊急外来の待機所で待っていた。春かす日がさんとひまりさんは警察に話をしなければならず、僕が蓮はす水みに付き添う流れになったのである。もっとも、春かす日がさんは病院に残ろうとしたけれど、僕が止めた。暴力事件に居合わせた当事者として、証言をしてもらわなければならなかったからだ。

「よづるんにも姉あね崎さきさんにも、ちゃんとお礼言わねえとなー」

　そういう蓮はす水みの頰には分厚いガーゼが貼り付けられている。その裏には見るからに痛々しい青あお痣あざができているが、幸いにも痕が残る心配はないらしい。

「僕はまだお礼を言われてない気がするんですけど？」

「そうだっけか？」

　殴られ、地面に倒れたときに頭をぶつけているかもしれない……とのことで、念のためいろいろと検査をおこなったらしいが、異常がなかったのは不幸中の幸いだった。頭の怪け我がは時間差で症状が出るパターンもあるらしいけれど、めまいや吐き気、耳鳴りなどもなく、記憶が少々混濁する程度で済んだようで、入院の必要性もないそうだ。倒れる際に僕が緩衝材になったことを担当医に伝えると、ホッとしたような表情で「そうでしたか」と言われた。

　よっと、とわざとらしい声とともに、蓮はす水みは僕の対面のベンチに腰を落ち着ける。

「ありがとうな、真ま雪ゆき。あと……ごめん。また迷惑かけちまった」

　──蓮はす水みが僕に謝る理由なんてないでしょ。

　そう言いかけて、口を閉じる。

　蓮はす水みは初夏の一件で起こった僕の誘拐事件に負い目を感じている。

　僕がそれを気に留めていなかったとしても関係ない。

『理由』は蓮はす水みが持っているのだから。

「どういたしまして。でも、もうあんな無茶はやめてね」

「わかってるって。つうか殴られたとこめっちゃ痛いてえんだけど」

「その痣あざで痛みがなかったらむしろ危なくない？」

「違いねえな」

　頰ほお杖づえをつこうとして「っ、たた……」と顔をしかめた。思わず「あんまり触っちゃだめだよ」と声をかけると、蓮はす水みはいたずらっぽく笑う。

「痛いてえっちゃ痛いてえけど──あのとき、スッとしたんだよな」

　そこから、清流のようにすらすらと言葉が出てきた。

「なんつうか、ぜんぶ吐き出せた気がした。ぶん殴られる直前から記憶ぶっ飛んでるけど、感情を発散したの、覚えててよかったわ。あれってたぶん、自分に対して出た言葉なんだよ。ネットで炎上するときって、大抵バカな行動とか発言が燃えるわけじゃん。だから世間から『バカなやつ』って思われる。ていうか、たぶんあたしがそう思ってた。被害妄想なのかもしれねえけど、余計に自分が許せなかったんだろうな」

　蓮はす水みの声は、なおも流れ続ける。

「自分がやらかしたバカなことのせいで、あたしの生活は一気に変わった。高校を辞めて、実家を出て、ひとり暮らしを始めて。学校でつるんでた友達からも全然連絡が来なくなって、生活費と学費を稼ぐために働くようになって──すごく後悔したし、反省もしたけど……やっぱ根本は変わんねーな。あたしバカなままだったわ」

　ひとしきり語り尽くしたのか、口くちの端はを照れくさそうに吊り上げて「えへへ」と笑う蓮はす水みに対して、僕はため息をつく。

「……うん。あんなに怖い人たちに啖たん呵か切っちゃうなんて。充分バカな行動だったよ」

　頰に貼られたガーゼを触りながら自嘲する蓮はす水みを窘たしなめると「だよなー」と同意された。

「それで殴られてぶっ倒れてるんだからほんとバカだよなー、あたし」

　同意するべきか、少し迷う。

　あのときの蓮はす水みの主張が間違っているとは思えなかったからだ。

　結局、騒動を聞きつけたコンビニの店員が１１０番通報をしたことで事態は収束した。ひまりさんの働きもあって、蓮はす水みに手を上げた男性は留置場に収容されて、これから諸もろ々もろの捜査がはじまるという。

　蓮はす水みは、どこか得意げな顔で僕と目を合わせながら。

「でも、ぶん殴られたってことは、あたしの言葉が嫌なふうに突き刺さったからってわけで、それで相手がブチ切れて手ぇ出したんだから──つまり、あたしの勝ちってことだ」

「なに、その理屈……」

「結果的にあいつらはしょっぴかれたわけだし、それで向こうが今までやってきたいろんなヤバいことが明るみに出るわけだから、あたしの勝ちだろ？」

「勝ちとか負けとか、そういう問題じゃないよ」

　ひまりさんが駆けつけてくれなければ、事態はさらに危ない方向に舵かじを切っていただろうし、事実、打ちどころが悪ければ蓮はす水みは無事で済まなかったかもしれない。

「蓮はす水みはあの人たちのことを『ガキのまま年食った』って言ってたけど、実際のところ身体からだは大人で、僕たちは子どもでしょ」

「それはそうだけど……」

　僕が諭すと、蓮はす水みは不服そうな声を上げる。

「今思うと、あれで済んだのはまだよかったのかもしれねーな。周りには誰も人いなかったし。最悪、どこか別の場所にあたしだけ連れてかれてレイプされてたかもしれねーし」

「……正直、途中からそっちを心配してた。僕じゃ絶対に止められないから」

「でも、それを怖がって言い竦すくむくらいなら、それはそれでアリだったのかもなって」

「いいわけないじゃん！」

　叫ぶような声が、自然と口をついて出た。

「あっ……ごめん、ここ病院だった……」

　室内に反響した自分の声が耳に入ってきて、我に返る。

「……いや、今のはあたしが悪わりぃわ」

　視線を逸そらす蓮はす水み。僕は深く呼吸をして。

「ほんとうはいいわけないって思ってるでしょ……無理やりそういうことされるの。蓮はす水みは僕の恩人だから、自分のことをそんなふうに軽んじてほしくない」

「軽んじてるつもりはねえけどさ……」

「ほんとうに？　どこか投げやりになってない？　炎上したからって、退学したからって、実家を追い出されたからって……なにか諦めてない？」

　語りかけると、蓮はす水みは少しだけなにかを考え込むような所作を見せてから「はぁ」とため息をつき、天井を見上げた。

「……なんでだろうな。なんか、ぜんぶ受け入れちまうっつうか……あたしのことなんてお前にわかるわけねえだろって普通なら思うはずなのに……なんでかな、お前にそう言われると納得しちまうんだよな。確かにそうかもなって」

「……気に障さわったなら謝る」

「いいよ別に。あたしのことをちゃんと考えてくれてるの、わかってるから」

　それから少しばかりの沈黙を経て。

「たぶん、あたしとお前の境遇が正反対だからなんだろうな」

　蓮はす水みがぽつりと呟つぶやいた。

　なんのことかわからず首を傾かしげると、蓮はす水みは僕をまっすぐ見ながら。

「真ま雪ゆきの言葉がスッと頭に入ってくる理由だよ」

　正反対。そうなのだろうか。

　逆なのか、裏なのか、対偶なのか。

　蓮はす水みの生い立ちを詳しく知らない僕には、比較しようもないけれど。

　うつむく蓮はす水みが、暗い声で語り始めた声が、自然と耳に入ってきた。

「なんでこいつの人生とあたしの人生はこんなに違うんだろうって……頭ではわかっていても心のどこかで思っちゃうじゃん……真ま雪ゆき、お前はマジですげーやつだよ。ほんとうにすげーと思う。ひとりで、見えないところで努力して、常に自分をどう見せるべきか、どう見られるべきかを考えてる。そんなことあたしには絶対にできねえ。たぶん、できるやつのほうが少ねえと思う。ほかのやつができねえことをできるんだから、評価されて当然だとも思う。だから全然、嫉妬とかそういうのは湧かねえんだけど、それでも……やっぱり、思っちゃうじゃん」

　そんなに違うのかな。

　僕には友人が少ない。対して蓮はす水みは誰とでも友達になれる。

　僕は家族と疎遠だ。対して蓮はす水みは──蓮はす水みはどうだろうか？

「ねえ蓮はす水み。ご両親のことはどう思ってる？」

「親ぁ？　そりゃ感謝してるよ」

　思わぬ即答が飛んできて、返答に窮する。

　こちらの反応を見てか、蓮はす水みはさらに続けた。

「炎上したとき、近所からの目が痛かったからな。それで２週間くらい引きこもってたし。無理やり環境を変えさせてくれたのかもなって、今は思ってる。働いて自立しろって言われたのも、あたしを定期的に外出させるための口実だったのかもしれねえなって……よづるんと関わって、そういうふうに思った。与えられてる環境からひとりで脱却すんのってめちゃくちゃ難しいんだよ。あたしはよづるんみたいに強くないから、たぶん親に追い出されなかったらずっと実家に引きこもってた」

　そんなふうに語る蓮はす水みを見て、やっぱりすごいなと感じる。

　きっと、いろいろなことを考えたんだろう。漫然と生きている人が多い世の中で、自分の境遇について深く思考を巡らせたのだろう。

　対する自分はどうだろうか。

　年に１、２回だけ母親と会うけれど、どうしても他人行儀になってしまう。

「僕は……あんまり感謝してないかも」

「いいんじゃね。人それぞれいろんな事情があるもんな」

「ひとりで暮らしている時間が長いからなのかな……？」

　半ば独り言のような呟つぶやきだったけれど、蓮はす水みは「あっ、そうだわ」と乗ってきた。

「そうだ。ひとり暮らししてわかったんだけど、真ま雪ゆきもすげーよな」

　突拍子もない賞賛に面食らってしまう。

「いっぱいあるじゃん、やんなきゃいけねえこと。メシは勝手に出てこねえし、風ふ呂ろも自分で沸かさなきゃいけねえし、なにより起こしてくれる人間もいねえし」

「そこ？　……気持ちはわかるけど。僕も朝は苦手だし」

「よく遅刻してたもんな、お前。卒業できそうなの？」

「うん、まあ……なんとか単位は足りそう」

「高校は出ておいたほうがいい。辞めてからマジでそう思う」

「……春かす日がさんは『大事なのは、どういうふうに生きるかだと思わない？』って言ってたよ」

「それはよづるんが言うから説得力があるだけだろ。あの人はすげーから、生きていくための術を持ってる。でもそれは、よづるんが大人に囲まれて育って、ほかの人よりも早く社会を知ってるから。一方であたしたちみたいに普通の学生やってた人間は経験を持ってない。だから、なにもないまま学校を辞めちまったら……なにもない大人になっちまう。ガキのまま大人になるのって、残酷じゃん」

　淡々と。しかし芯の通った意見を語り続ける。

　蓮はす水みの叫びを思い返すと……それはとても重い言葉に思えた。

「あたしはまだまだ子どもだけど、ひとり暮らしをしてちょっと大人に近づいたのかなって思う。大変だけど、働くのってもっと大変なんだよな。丸１日、体力と精神をすり減らして、疲れた身体からだで家に帰ってさ。こんなの当たり前にやってるなんて、世の中のサラリーマンはほんとうにすげーよ。みんなすげー。すげーやつばっかりだ……すげーやつを見て、素直に『すげー』って言えるやつでいたいよなぁ」

　友達に迷惑をかけた。

「僕、友達が少ないから……そのぶん、友達のことはわかってるつもりだよ」

「言えてる。お前マジで友達少ないもんな」

「そういうのいいから！　ちょっと気にしてるし！」

　気を取り直して、語りかける。

「それに僕、友達ってどういう状態を指すのかわからないから……正直、蓮はす水みに『友達だ』って言ってもらえるまで、ちゃんとわかってなかった。蓮はす水みのことを友達だって言い切ってしまってもいいのか、どこか遠慮してる自分がいて」

「マジで？　あたしにはよくわかんねーな」

「僕からすれば、蓮はす水みもすごい人だよ。誰とでも仲良くなれるコミュニケーション能力を持ってる。他人とちょうどいい距離を保ったまま関われるのは才能だと思う」

　蓮はす水みの反応を待たずに、呼吸を整えて続ける。

「でもね。蓮はす水みが啖たん呵かを切ったときに、ハッとした。相手に迷惑をかけて、それを当然のものだと捉えて、どうせ許してくれるだろうと甘えて……そんな関係は友達じゃない。すこし前に玲れい華かさんからも言われたことがあるんだ。『相手の優しさにつけ込んで自己を正当化することは、単なる依存だ』って──だからこれは友達として言うんだけど」

　僕は蓮はす水みを見据えて、言い切った。

「またさっきみたいなこと言ったら、ガーゼの上からビンタするから」

[image: ]

　きょとんとする蓮はす水みに、僕は追い討ちをかける。

「本気で殴るから」

「お前に殴られてもぜんぜん痛くなさそう」

「じゃあひまりさんに頼む」

「ぜったい死ぬじゃん」

　蓮はす水みはそう言って、可お笑かしそうに笑う。




「んじゃ、そのときは遠慮なく頼むわ」




　その瞳からは、雫しずくが滴したたり落おちていた。

　僕はそっと決意を固める。

　蓮はす水みも、ひまりさんも勇猛に戦った。

　ならば──次は、僕にできることをしよう。全力で。




　　　　　二




　喧けん嘩か両成敗という言葉があるとおり、暴力行為に及んだ場合、どちらが勝とうが負けようが両者とも処罰の対象になる。ただし、急迫不正の侵害に対して、自己または他人の権利を防衛するためにやむを得ずとった行為に関しては罰されない。俗にいう『正当防衛』だ。

　具体的な争点としては、『ひまりさんに防衛の意思があったかどうか』、そして『防衛行為の必要性があったのかどうか』。春かす日がさんと僕の証言に加えて、途中から騒ぎを見ていたコンビニ店員やお客さんからの第三者目線の証言があったことによって、ひまりさんの行為には正当防衛が認められ、一方でひまりさんを背後から襲おうとした男性と、蓮はす水みに手を上げたパーカーの男性はそれぞれ逮捕されることとなった。

　もっとも、これらのお話は後々受けた説明そのままなのだけれど。

　病院に警察の方が事情を聴きに来て、そこから諸もろ々もろの手続きが長引いたことで、すべてが終わったころには朝日が顔を出していた。傷に響くかもしれないということで温泉を諦めた蓮はす水みは心底残念そうにしていたけれど、なにせ疲ひ労ろう困こん憊ぱいだったこともあって僕たちは宿の滞在予定を延ばし、翌日の夕方にホテルを出た。

　往路と同じように、ひまりさんの運転で新幹線の最寄り駅へと向かう。昨晩の精せい悍かんさは鳴りを潜め、「ひぃぃ」「わぁぁ」とあたふたしながらハンドルを切る様子はいつも目にしている優しいお姉さんの姿と変わらない。

　春かす日がさんは昨日から「巻き込んで本当にごめん」と事あるごとに謝っていたけれど、蓮はす水みの「気にしないでいいっすよ。ほんとに。むしろ、よづるんの力になれて嬉うれしかったっす」という言葉を受けてからは、固い雰囲気が氷解していて、今となっては助手席でひまりさんの運転をからかっている。

「……あれ、なんだ……電話？」

　後部座席、僕の隣に座る蓮はす水みがスマホを取り出して呟つぶやく。着信履歴を確認したあと、スマホを耳に当て、なにごとかを話し始める。

「もしもし店長？　どうしたんすか？　っつうか店はいいんすか……はぁ。はぁ、えっと……………………はぁ？　マジっすか？　なにやってんすか、マジで……」

　あきれたような声を出しつつも、どこかホッとしたような表情を見せる。

「わかったっす。とにかくお店と店長が無事でよかったっす。それじゃ次の出勤日についてはまた改めて連絡もらえれば……うっす、それじゃ、おつかれさまです」

　そして通話を終えた蓮はす水みが、僕たちに向けて口にした。

「『reverseリバース』のボヤ騒ぎ、店長のタバコの不始末だったっぽいっす」

「そ……そうなんだ……？」

　なんと答えるのが適切なのかがわからず、僕は言葉を濁す。

　しかし、車内の空気が一気に弛し緩かんしたのは確かだった。

「前々から、店の裏手でタバコ吸ってたし危ねえなぁとは思ってたんすけどね。店長けっこう適当だし。いい人ではあるんすけど」

「あー……教授の紙タバコを無理やりＩアＱイＯコＳスに変えてもらった理由と一緒だなあ……」

「よづるんも気をつけてくださいね？　部屋めっちゃ汚いじゃないっすか」

「なんで知ってんのさぁ、りんちゃん」

「配信のワイプに部屋映ってるんで。引火したらヤバいっすよ。配信中に火事起こしちゃった人だっているんすから」

「だいじょうぶだって、アタシはそんな失敗は──」

　春かす日がさんは反射的に返そうとして、しかし言葉を止めつつ。

「──うん、気をつけるよ」

　と、嚙かみ締しめるように答えた。

　それから他愛ない話を交わしていると、アスファルトからもたらされる震動にも身体からだが慣れてくる。うつらうつらとしていたら、こつん、と肩に重みを感じた。

　目をやると、すっかり睡魔に負けた蓮はす水みがもたれかかってきていた。体勢をもとにもどしてあげなきゃ……と思ったけれど身体からだが動かない。思えば、ここ数日の間にいろいろなことがあった。そんなことを思いつつ、気づけば僕も深い眠りに落ちてしまった。




　やがて駅に到着した僕たちは、名残惜しさを感じつつも改札内に入る。

　都内在住の春かす日がさんとは反対方向。

　ホームで別れを告げる際、春かす日がさんは憑つき物ものが落ちたような顔で。

「いろいろ迷惑かけてごめんねぇ。なんかあったら連絡してちょうだい」

「大丈夫っすよ！　これからも応援してるんで。すっげえ楽しかったです！」

「今度、関東に来たら教えてよ。時間つくって、いろいろ案内するからさぁ」

「マジっすか、やったぁ！」

　少女のように喜ぶ蓮はす水みに手を振ると、今度はひまりさんと向き合う。

「ありがとう。姉あね崎さきサンがいなかったらヤバかった」

「なんかお見苦しいものをお見せしました……」

「なに言ってんのさぁ。超かっこよかったじゃん。あんな一面があるなんてわかんなかった。もっと先に教えてよぉ」

「言う機会もありませんでしたし……というか、自己紹介で腕っぷしを自慢する女子大生ってどう考えても尖とがりすぎてるでしょ……」

「なんでぇ？　いいじゃん、喧けん嘩かに強い女子大生って。ＳＮＳでバズるんじゃない？」

「不本意すぎる！」

　打ち解けた様子で会話するふたり。

　そこに割り込むかたちで、僕は声をかけた。

「春かす日がさん」

　こちらに向けられる視線。

「……まゆまゆも、いろいろとありがとうねぇ」

　感謝を口にする春かす日がさんに、僕はあえて毅き然ぜんとした態度をとった。




「配信をやめちゃだめですよ？」




　そう告げると、春かす日がさんは硬直して──。

「……なんでバレてんのかなぁ」

　はぁ、とため息混じりに漏らす。

　春かす日がさんは『炎上事件』について責任を感じている。それは見ているだけでわかる。

　自らが配信者としての立場を持つことに起因している──そう思ってしまう理由もわかる。

　僕自身が配信活動をしているから……自分の身に置き換えてみると、春かす日がさんの思考はすぐに読めてしまう。

　けれど、それで活動を辞めてしまうのは単なる逃避にしかならない。

　純粋に活動を応援してくれている人々を悲しませてしまうのは本意ではないのだ。

「言われなくてもわかります。僕も一度、配信をやめようと思ったことがありますから」

　だから僕はそう主張する。

「春かす日がさんはインフルエンサーです。もちろん僕も。インフルエンサーはいろんな人に影響を与えています。一見、いろんな人に迷惑をかけてしまったように思ってしまうかもしれませんし、迷惑をかけた責任を取らなきゃって思うかもしれません──でも、それじゃフォロワーは報われないんです」

　春かす日が夜よ鶴づるという存在が、日常の構成要素になっている。

　そんな人が全国にいることだと思う。

　責任をとって活動を辞めてしまうと、そういった人々の日常に傷をつけることになる。

　こんな不本意なかたちで幕を引くのは、それこそ不誠実だと僕は思うのだ。

「……ちょっと考えさせてくれるかなぁ」

「すぐ結論を出さなくてもいいと思います。それにこれは『神か村むらまゆ』の考えかたでしかありません。春かす日がさんには春かす日がさんの想おもいがあるはずです──でもっ」

「……うん、ありがと……それじゃあねぇ」

　背中を向け、逆方面のホームへ続く階段を下りはじめた春かす日がさんに、僕は。

「──帰ったら連絡しますからっ！」

　そう、声を張り上げた。

　帰り道。

　僕は頭の中に浮かんだ突拍子もない案を、脳内でまとめる。

　それをアウトプットしたのは、１日後のことだった。




「インターネットで広がった噂うわさを、インターネットを使って上書きできませんでしょうか」

　いつも動画の編集作業に利用しているメインＰＣで立ち上げたオンライン会議ツール。

　以前は玲れい華かさんとの連絡手段に使っていたけれど──今回は違う。

『……どういうこと？』

　困惑の浮かんだ相手の表情がディスプレイを占める。

　ひまりさんが、僕の隣で見守ってくれていた。

　──春かす日が夜よ鶴づるは炎上を運ぶ。

　この風評はＳＮＳを起点として広がったものだ。

　だからこそ、説明をＳＮＳや動画配信で補うことはできないだろうかと思うのだ。

　僕の提案に、春かす日がさんは渋い顔をする。

『その理屈はわかるんだけど……うまくいくかなぁ』

　もっともな疑問に、率直に答える。

「うまくいくかどうかはわかりません」

　間を空けずに続けた。

「なぜなら、僕たちの活動に答えなんてないからです」

　そう、正解なんてわからない。

　インフルエンサーは人の心の上に成り立つ存在であり、人の心は一面的ではないから。

　僕のばかばかしい提案に、しかし春かす日がさんは。

『なるほどねぇ』

　納得した様子で頷うなずいた。

　そして、腕組みをしてなにごとかを考えて。

　ぽつぽつと、浮かんだ思考をそのまま口から排出するように語り始める。

『──もしかしたら人生にすら答えはないのかもしれないねぇ。お金持ちになるとか、有名になるとか、そういったわかりやすい指標を立てて、共通認識のもとに人生の価値を決めて、それを『答え』だと誤認するし、逆に社会から逸脱した行為を『誤答』と捉えて糾弾するんだよねぇ。誰も正答を持っていないのに。人生の答えってなんなんだろうねぇ？』

「それは……わかりません」

『わかってたまるか、って思うよねぇ』

　春かす日がさんはぴしゃりと言う。

　僕に対してではなく、自らに言い聞かせるような声だった。

『自分がわからないことを他人が理解できるはずないし、他人に判断を任せられるようなものでもない。環境とか人間関係とか、人生を形成する外的な要因が大きすぎるから勘違いしそうになるけど、それでも最終的に決めるのは自分じゃなきゃいけないんだよねぇ』

　だってアタシたちは、そういう生き方を選んだから──と春かす日がさんは締める。

　人間はひとりでは無力だ。けれど、たくさんの人に担かつぎ上あげられて、無力なまま表に出ていくのがインフルエンサーという存在だ。

　僕は現実から逃げた先に、たまたま未開の道があった。

　春かす日がさんは現実を拒否して、自ら道を切り拓ひらいた。

　そこには必ず、過去が密接に関わっている。

「過去の自分を肯定したくないって春かす日がさんはおっしゃいますけれど──『あの経験があったからこそ、今の自分がある』。そんな視点があってもいいと思うんです」

　捉えようによっては、過去を正当化する言い訳でしかないのかもしれない。

　けれど過去は現在を構成するもっとも大きな要素であって、無視はできないと思う。

　春かす日がさんが昔、不良グループと交流を持っていて。その結果、大人になってから自分の首を絞めてしまった。それは紛れもない真実で、逃れられない現実だ。

　けれど。

　過去から逃げた先よりも──過去を乗り越えた未来のほうがきっと明るいはず。

『綺き麗れいごとかもしれないけどさ』

　スピーカーから漏れる音声に耳を傾ける。

『……お金持ちになっても、有名になっても、ガキのころのアタシは幸せになれなかった。ほかの人よりもちょっとだけ、それを知ることができたのは──確かに、怪け我がの功名だったのかもしれないなぁ。そういう意味では、過去の自分がいてよかったなって思えるよ』

「はい。綺き麗れいごとでもいいと思います。それで前を向けるなら」

　僕は今年の４月、ＳＮＳを悪用したストーカー被害に遭った。

　けれどその経験があったからこそ、ひまりさんや玲れい華かさんと出会った。

　きっと蓮はす水みとの再会だって、その延長線にこそ発生する出来事だった。

　それから月日が経たって、『燃え滓かすの同盟』の一件に巻き込まれて──。

　──たしかに、つらい経験はたくさんある。

　すべてが必ずしも明るい過去とはいえない。

　しかし。

　それでも僕は、過去を肯定したい。

　過去と現在、そして未来はきっと地続きだと、そう思いたいのだ。

　それだけで、努力の理由になるから。

『ありがとね、まゆまゆ』

「まだお礼を言うのは早いですよ」

『いいんだよぉ。成功するにしろ失敗するにしろ、どっちみち言うことになるんだから』

「ああ、いえ。そういうことではなくて──」

　僕は、さらなるアイデアを披露する。

「暴行事件の現場にいた人間として、僕も途中から配信に出て説明しようと思います」

　反応は、とても端的だった。

『────────は？」

　これまでの経緯を、僕は知っている。

　春かす日がさんにまとわりつく『炎上』の現場についても、僕は知っている。

　そしてなにより、春かす日がさんの釈明をより多くの人々に届けるための集客力を持っている。

『……それ、まゆまゆも叩たたかれる可能性あるじゃん』

「そうですね。というか間違いなく叩たたかれると思います。僕たちの関係を邪推する人とか、春かす日がさんがお金にものをいわせてアリバイをつくるために呼んだんだ、とか。いろんなことを言われると思います」

『それ、まゆまゆになんの得もないじゃん』

「そうかもしれません──でも、春かす日がさんの力になることが後々、僕の活動にいい意味で返ってくるかもしれません。なにより、こういうときに動く力を持っているのに使わない選択を、僕自身がしたくありませんから」

　立て板に水でそう告げると、春かす日がさんは鳩はとが豆鉄砲を食らったような顔をして。

『……まゆまゆって、意外と大胆なんだねぇ』

　と、笑った。

「今はそういうモードなんです。インフルエンサー『神か村むらまゆ』を被かぶったモード」

『面白いじゃん。ここ一番でチェンジするなんてヒーローっぽいよ』

　それから僕たちは、配信で語る内容を軽くすりあわせて。

『そんじゃ、やるかぁ』

　いつもどおり、肩肘を張らず、形式張らず、等身大の口調で。

『よづるんＴＶ』のライブ配信開始ボタンを、春かす日がさんはタップする。




　１時間後。

　春かす日がさんによる釈明配信の同時接続数は10万人にものぼった。

　ネットニュースや『まとめサイト』に掲載されていたトピックということで、社会的な関心が高かったからかもしれない。流れるコメントの中には、子役時代の春かす日がさんのみ知っていて大人になった姿を初めて見たという人もちらほら見受けられた。

　春かす日がさんは、このような内容を簡潔に語った。

　自らの生い立ち。

　子役だったころに抱えた家族の問題。

　そこで出会った仲間。

　家庭から出奔し、ひとりで暮らす決意。

　配信者としての活動。

『春かす日が夜よ鶴づるは炎上を運ぶ』という噂うわさへの困惑。

『ゴシップ発信bot』によってもたらされた風評被害。

『神か村むらまゆ』との出会い。

　変わり果てた、かつての仲間たちの姿。

　そして、運ばれた『炎上』の真相。

『いやぁ、叩たたかれたなぁ。叩たたかれすぎて、もうベッコベコだ』

　そう言いつつも、配信を終えた春かす日がさんはあっけらかんと笑っていた。

　すべてを終えて、ふと思う。

　インフルエンサーのゴシップを音声発信しつづける、RootSpeakルートスピーク上のアカウント。

　春かす日が夜よ鶴づるは炎上を運ぶ──そんな悪意に満ちた『噂うわさ』を表出させた張本人。

　これを運用している人間は、いったいどんな人間なのだろうか──と。




　腑ふに落ちない疑問を残しつつ、時間は経過して。

　１週間後。

　国内最大規模のインフルエンサー・イベント『ＩＭＦ』の出演者が発表される。

　そのリストの中には、まぎれもなく。

『よづるんＴＶ』の名前も記載されていた。




　　　　　三




　さらに時は流れて、『ＩＭＦ』当日のこと。

　学校生活も始まって、気候も秋めいてきた。

　僕はパソコンの画面を食い入るように見つめる。

　春かす日がさんの出番まで残り10分ほどというところ。遅めのタイムスケジュールを割り振られているようで、僕はその日の撮影と編集をほぼ終わらせ、イベントの様子を眺めていた。

　春かす日がさん本人から聞いたところによると、くだんの釈明配信のアーカイブを『ＩＭＦ』に提出して出演可否の再審査を求めたそうで、晴れてゴーサインが出たとのことだった。

　配信のコメント欄には厳しい意見がたくさん寄せられたけれど、一方で春かす日がさんを純粋に応援するものもたくさん届いていた。なにも言わずに諦めて活動を止めていたら、こうした肯定的な人々の気持ちまで踏みにじることになっていたのだと思う。

　答えが正解だったのかどうかはわからない。

　けれど──少なくとも間違いではなかったはずだ。

　そういう経緯があって、本日は僕の自宅でひまりさん、蓮はす水みとともに３人で春かす日がさんの勇姿を見守ることになっている。

　蓮はす水みはいつもどおり古着店『reverseリバース』での勤務を終えてやってきた。

　一方でひまりさんの姿はない。

　夕方に玲れい華かさんが戻ってきたのだ。

　そして……例によって、早々に研究室をめちゃくちゃに散らかしているらしい。

　なにやらひまりさん自身も玲れい華かさんに報告したいことがあるとのことだった。思いのほか時間をとられているようで、到着までもう少しかかるとのこと。

「今さらなんだけどさー」

　いかにも雑談らしいトーンで、蓮はす水みが問いかけてきた。

「真ま雪ゆきもインフルエンサーなわけじゃん。なんで『ＩＭＦ』に出ねぇの？」

「出ないわけじゃなくて出られないだけ」

「なんで？　ハブられてる？」

　失敬すぎる……と思いつつ、僕は端的に理由を説明した。

「僕が未成年だからだよ。イベントは深夜まで配信されるでしょ」

「あー、なるほどなー。だから現役女子高生の子とかも出てないのか。たしかに、なんか問題起こったらヤバいもんな。終わったら打ち上げとかもあるんだろうし、ひょっこり未成年が混じってたらコトだよな」

「そういう感じ。イベントの運営会社から一度連絡が来たんだけれど、住んでるところと年齢を教えたら『まことに残念ではありますが』って返ってきた」

「真ま雪ゆきもこういうの、出てぇなぁとか思うわけ？」

「いろんな人に直接かわいいって言われるし、出られるなら出たいかな」

「正直だなぁお前」

「だって本心だし」

　かわいいと言われることは大好きだ。

　この先もきっと変わらない。

　それが『神か村むらまゆ』の原点だから。




「そういえば真ま雪ゆき、最近ずっと女装してるよな」




「……………………」

　なんの気なしに発せられただろう言葉が。

　ずぐ、と胸に重く突き刺さった気がした。

「本来なら違和感を抱くとこだと思うんだけど、あまりにも自然体すぎて溶け込むんだよな。なんか意味あんの、それ？」

「…………えっと、うん。なんとなく。いろんなおしゃれを楽しみたいから」

「ふうん」

　さほど興味なさげに話を切り上げた蓮はす水みに対して、内心ホッとしてしまう。

　僕は『神か村むらまゆ』を被かぶっているとき、アクティブになれる。

　結果として、他人のために動くことを厭いとわないし、考えていることや感じたことを素直に伝えることができる。それはきっと明確な武器なのだ。

　一方で、ただの中なか村むら真ま雪ゆきはどうだろうか。

　もしも『神か村むらまゆ』を被かぶらないままだったら──。

　そこまで考えたとき、玄関からガチャリと音がした。

「ごめん遅れたッ！　間に合ったッ!?」

　バタバタとリビングに駆け込んできたのは、慌てた様子のひまりさん。

　僕は先ほどまで滞留していた思考を投げ捨てて、「間に合いましたよ」とひと声かける。

　ひまりさんは安あん堵どした様子で洗面台へ向かった。

「……姉あね崎さきさん、この家の鍵持ってるわけ？」

「うん、合鍵を渡してある」

「……ふうん。ほんと、近いのか遠いのかわかんねー関係だなー」

　意地の悪い口調でからかってくる蓮はす水みだったが、その顔は悪いた戯ずらっぽく笑っていた。

　ひまりさんがふたたびリビングにやってきて、適当に椅子を引き寄せて僕の隣に座る。蓮はす水みと並んで同じ画面に顔を近づける。

　やがて、その瞬間は訪れた。

　場内のスクリーンいっぱいに『よづるんＴＶ』と表示されて──。

　きらびやかなスポットライトに照らされながら、雅みやびなドレス姿で春かす日がさんが登場する。

　司会者やほかの登壇者が待つ特設ステージから、司会者に呼びかけられて、ドームを埋め尽くす大勢の観衆に手を振りながらゆるやかにレッドカーペットを歩いていく。

　その一挙手一投足が、とてもさまになっていた。

「……かっけぇな、よづるん」

　蓮はす水みが漏らした純粋な感想に、ひまりさんも釣られる。

「そうだね、すごい……オーラって本当にあるんだね。纏まとってる雰囲気が違う……」

　登壇者と合流した春かす日がさんは、簡単な挨拶を済ませる。

　特設ステージの上にキャットウォークが通っているかのようだった。

　一方で僕はというと──また異なる感情を抱いていた。

　少しだけ悔しいと思ったのだ。

　僕は未成年であるがゆえに、この舞台に立てない。

　僕がまだ子どもだから。

　ひとりで生きる術を持っていても、世間的に見れば僕はまだまだ小さな存在なのだ。

　興奮した様子の蓮はす水みに、ぐいぐい腕を引かれる。

「なあなあ。真ま雪ゆきは20歳になって、晴れてこの会場に呼ばれたらなにすんの？」

「それは……まだ考えてないけど」

「真ま雪ゆきくんのパフォーマンスかぁ……たしかに想像つかないかも。でも、笑顔で手を振るだけでこれだけギャラリーが沸くんだから、尖とがったことをしなくてもいい気がするけどね……」

「それだと『女の子よりもかわいい男の娘配信者』って個性が潰れるじゃないっすか。いっそのこと姉あね崎さきさんがなにか伝授すればいいんじゃないすかね、瓦割りとか」

「驚天動地！」

　一気に騒がしくなる室内。

　対照的に、クリアになる思考。

　画面の向こうの光景に釘くぎ付づけになるひまりさんを見て、僕は。

　はやく大人になりたいと、そう思った。

　身体からだだけでなく、心とともに。

　この人と、支え合えるくらいに。

　──やがて春かす日がさんを含めた出演者たちが、簡易ファッションショーやクイズなど、壇上で笑いあり、涙ありのステージングを繰り広げる。

　壇上に上がったゲストひとりひとりに司会者がマイクを振って、コメントを求め始めた。

「すごいステージだったなぁ……あれ、なんだろ、ちょっと泣けてきた……」

　蓮はす水みが目元を拭いながら顔を洗いに行く。

「……なにはともあれ、うまくいったみたいでよかったなぁ」

　ひまりさんはそう言いつつ、なぜだろう。どこか難しい顔をしていた。

「どうかされましたか？」

「ううん、ちょっとだけ気になることがあってね」

　僕が首を傾かしげると、ひまりさんはその先を続ける。

「念のため教授には話しておいたけれど……今はとにかく、春かす日がさんを見守ろっか」

　少々腑ふに落ちない点はあったものの、僕はふたたび画面を注視する。

　やがて司会者からマイクを渡された春かす日がさんが、静かに語り始めた。




『アタシがこの場所にいられるのは、大切な友達に協力してもらったおかげなんだよねぇ』




　その言葉を受けて、思わず絶句してしまった。

　配信画面の向こうで言葉を発する春かす日がさんと、目が合った気がして。

　傍かたわらに目を向けると、ひまりさんも、蓮はす水みも、じっとディスプレイを覗のぞき込んでいる。

『知ってる人も多いと思うけど、アタシもともと出演ＮＧになりかけててさぁ。昔、切ったと思い込んでた関係が切れてなくて、それがもとで炎上騒動が起きちゃって。いろんな人に不安を与えたり、迷惑をかけたりして……』

　観衆のどよめきが伝わってくる。

　歓声と拍手は鳴りを潜めて、ざわざわと不穏な様子が映し出されていた。

　しかし、春かす日がさんの言葉は止まらない。

『ＩＭＦにはずっと出たいと思ってた。インフルエンサーとしての立場を得て、ひとりで生きている証拠になるって思ったから。そんなアタシが友達の手を借りて、ようやくここに立ててるんだから世の中は甘くないよねぇ。人間はひとりじゃ生きていけないって格言は核心をついてるのかもなぁって思うんだけどさぁ……だからこそ、今日この場に立てているのがすごく嬉うれしい。自分の足で歩いてる気がする。理想とは少しだけ違ったけれど、理想を現実が超えてくるなんて思わなかった。だから……画面の向こうの友人にお礼を言わせてほしい』

　そしてカメラの位置を確認して、まっすぐと目線を向けながら。




『ありがとうね、まゆまゆ、姉あね崎さきサン。そして……りんちゃん』
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　おそらく想定外だっただろう春かす日がさんの発言に慌てる司会者。対照的に満足した様子の春かす日がさんがにこやかにマイクを返す。消えていた観客の歓声や拍手が時間差でやってくる。

　そんな光景をインターネット越しに眺めながら、蓮はす水みがぽつりと呟つぶやく。

「……やっぱ憧れるわ。こんなすげえステージで、箸にも棒にもかからないセリフで挨拶済ませちゃっていいのにさぁ。わざわざあたしたちに語りかけてくるなんて、マジで『よづるん』にしかできねえだろ、こんなの……っ！」

　そこにひまりさんが反応する。

「……最初から最後まで、なにするか読めない人だったなぁ」

「そう……っすね。でも……やっぱり、そこが……すげえかっこよくて、憧れで……」

「誰にも迷惑をかけず、誰の手も借りずに生きていくのは実質的に不可能だと思う。そんなプライドを捨ててわたしたちを頼って、このステージを勝ち取った春かす日がさんは……やっぱり強い人だよね」

「そうっすよ……『よづるん』は……春かす日が夜よ鶴づるは、マジでかっこいい、強い人なんすよ……」

　やがて声の輪郭がおぼつかなくなってくる。

　僕とひまりさんは、目を合わせて席を立つ。

　そして。

「よかった……ほんとうに……ほんとうによかった……っ」

　肩を震わせる蓮はす水みの邪魔にならないよう、そっと部屋をあとにしたのだった。







[image: 【幕間】　帰路、車上にて]

「まゆまゆとりんちゃん、ぐっすり寝ちゃったねぇ」

「わたしの運転で眠れるあたり、疲れてたんでしょうね……」

「そういう割に姉あね崎さきサン、運転うまいじゃん。自信持ちなよぉ」

「それ錯覚ですよ。なにかやらかさないように細心の注意を払ってるだけです」

「半グレの男はブン殴れるのに、車の事故はめっぽう怖がるの面白いなぁ」

「規模感が違いすぎる！」

「でも納得したよぉ。まゆまゆもりんちゃんも、姉あね崎さきサンを信頼しているからこそこうやって身を預けてるんだねぇ」

「荷が重すぎる！」

「あっ、前見て、前」

「ひぃぃぃぃぃぃ!?」

「ごめんごめん驚かせただけ」

「……はぁぁぁぁぁ。さっきの話、真ま雪ゆきくんも蓮はす水みさんも春かす日がさんのことは信頼していますから。そこは一緒じゃないですか？　それに、春かす日がさんもメディアで教授のことを知って、この人は信頼できるからって頼りにきたんですよね？　みんな同じですよ」

「うん？　いやいや。アタシ個人配信はよく見るけど、ほかのメディアは追ってないよぉ？」

「え？　それじゃあ……どうやって真ま雪ゆきくんと教授の関係性を知ったんですか？」

「教えてもらったんだよぉ。親切な人にさぁ」

「親切な人？」

「うん。まゆまゆと出会うちょっと前かなぁ、別の番組で共演したときに声かけられて。『最近、よくない噂うわさが出ているようですが大丈夫ですか？』って気ぃ遣ってくれてさぁ。正直困ってるんだよねぇって話したら、白しら鷺さぎサンの名前を教えてくれたんだよねぇ。なんか本人は連絡先を知らなくて、まゆまゆと関わりがある偉い先生だっていうから、そのころにはまゆまゆと共演する番組のオファーも来てたし、思いきって聞いてやろうと思ってさぁ」

「…………教授が真ま雪ゆきくんと関わっていることを知っていて、それでいてなお連絡先を知らない……？　そんなことってあるんでしょうか……？」

「たしかに不自然ではあるよねぇ。でもその子、白しら鷺さぎサンとちょくちょく一緒にメディア出てるから面識があるのは間違いないっぽいんだよねぇ」

「……参考までに。その方のお名前を伺っても？」




「鳳おおとり仙せん華かってわかる？　『ＩＱ２００の天才美人女子大生』って言われてる子なんだけど」







[image: 【まえがき】　音声通話機能と新世代のコミュニケーション]

　インターネットの普及、ならびにソーシャル・ネットワーキング・サービス（以下ＳＮＳ）の飛躍的な発展にともない、人々のつながりは大きく変化した。

　サービスを利用する端末を通してComputer-Mediated Communication（以下ＣＭＣ）を要する機会が増大したのが大きな要因である。

　人間同士の対面コミュニケーションにおいては、相手方の発声に加えてイントネーション、ジェスチャー、発話の際の表情などもメッセージの意図を伝えるための重要な情報源となる。ＣＭＣにおいてはこうした非言語コミュニケーションの代替策として絵文字や顔文字などが多用される傾向にあるが、充分な補完とはならず、対面コミュニケーションとはまた異なる面で個人の印象形成や人格形成に影響を及ぼしている。

（中略）

　昨今、ＳＮＳの土壌に音声通話機能を宿した新興サービスが続々と誕生している。また、これを受けて既存サービスに音声通話機能が実装されるケースも増えている。テキストでのやりとりを当然のものとしていた土壌と音声通話機能の親和性は思いのほか高いようで、一例を挙げるなら『RootSpeakルートスピーク』の運営公式アカウントがユーザーアンケートで音声通話機能に対する意見を募ったところ、７割以上のユーザーから肯定的な声が上がっている。

（中略）

　音声通話機能に肯定的な意見が寄せられたことについて、一因として利用者がＳＮＳに求める自己開示欲求をより詳細に満たせるようになったから、というものが考えられる。対面コミュニケーションの一要素である肉声での対話が可能となったこと。加えて、テキストのやりとりでは叶かなわなかった即効性の高いコミュニケーションにユーザーが価値を見み出いだしているのではないだろうか。

　ユーザーが個人間のやりとりに音声通話機能を使用するケースも多々見受けられるが、それ以上に多いのは『インフルエンサーの肉声を聞きにいく』という利用シーンである。場合によってはインフルエンサーと同じ舞台にフォロワーが登壇し、直接対話することもある。ここに希少性を感じるユーザーが多数派だった。

　また、やりとりのログが保存されない機能の特性上、『今しか聞けない』というリアルタイム性に加えて、オープンな世界であるＳＮＳ上にあらわれる閉ざされたコミュニティに帰属意識を持っている、という意見も散見される。

　ここでふと疑問が湧いた。

　もしも、この『閉ざされたコミュニティ』の内部で発生した密度の濃いトピックスが表に出た場合、人々の共通意識にどのような影響を及ぼすのだろうか。







[image: 【終幕】　女子大生と────]

『ＩＭＦ』の開催から数日が経過して、その瞬間は突然訪れた。

「さっそくだが今夜、東京に出張するので空けておいてくれ」

「突然の強制連行！」

　ほかの大学生が居酒屋で「王様の言うことは、ぜった〜い！」と騒いでいる時間帯にもかかわらず、わたしは雇用主の絶対命令で駆り出されていた。大学の駐車場に呼び出され、出口近辺で待っていると、スタイリッシュさを体現したようなアストンマーティンが目の前で停車した。

　運転席から顔を出した教授が、顎でクイっと乗車を促してくる。

　覚悟を決めて助手席に乗り込み、シートベルトを装着していると、電子タバコを咥くわえた教授がいつもの調子で問いかけてきた。

「食事は済ませたか？」

「これから教授の車でドライブするのに、ご飯なんて食べたらぜんぶ戻しますよ」

「不規則な食事は美容の大敵だとよく聞くぞ」

「教授がそれ言ったら全女性からヘイト向けられますよ？」

「ひとまず私の自宅に向かう。すぐに準備を整えて出る予定だ」

「展開がいきなりすぎ──ぎゃあああああああッッッ!?」

　わたしが言い終える前に、教授はアクセルを踏み込んだ。ものすごい勢いでアストンマーティンが発進し、ぎゅうんと右折。そのまま市内を横断する大通りへと入る。

「おかしいおかしいおかしいッ！　ここの制限速度は60キロですよッ！　スーパーカーのアクセルベタ踏みする意味がわからな──ぎゃああああああああッ！」

「なにを言っている、制限速度はきちんと守る。道路交通法から外れた行為はしない、当然だろう──外れるのは私のリミッターかもしれないが」

「危ないこと言い出した!?」

　優れたスポーツカーに乗っているにもかかわらず、とんでもないスピードでめまぐるしく視界の景色が入れ替わっていく。月つく詠よみマダーランドのコースターのほうがぜんぜんマシだった。あっちは安全バーで固められているし、走路が決まっているから。どんな動きをするか予測できない教授に命を預けるほうがどう考えても難度が高い。絶叫マシンを純粋に楽しめてしまったのは、もしかすると教授のせいなのかもしれなかった。




　30分ほど経過して、気づけばどこかの駐車場に到着していた。なにこれ、もしかしてワープした？　と困惑していたけれど、どうやら教授の住むマンションのガレージらしい。

「ひまり、今降りなければ30分ほど車内に幽閉されるぞ」

「降ります降ります！」

　あわてて助手席をあとにすると、続いて降車した教授が、脇に設置されていたなんらかのボタンを手て際ぎわよくタップしている。やがてヴィィィン、と駆動音が響いて、アストンマーティンの車体が地下へと沈んで行った。なるほど、立体駐車場ですか。

　あれ、わたし教授に声かけられなかったら地下送りにされてたってこと？

　なにかよくないことに気づいてしまいそうだったので、思考を放棄して、先を行く教授についていく。駐車場と直結したエレベーターに乗り込んで、ただ惰性で揺られる。階数を示すボタンは30くらいまで表示されている。木造２階建ての学生向け賃貸に住むわたしにとっては未知の世界だった。

「……そういえば、教授の自宅に来るのは初めてです、わたし」

「そうだろうな。私も自宅に誰かを招き入れたことはない。もっとも、拒絶していたわけではなく、必要としていなかっただけだが」

　エレベーターの階数表示灯が『18』で止まり、扉が開く。質素さと清潔さを備えた、落ち着いた雰囲気の廊下を歩くと、やがて教授は突き当たりの一室で足を止めた。財布の中からカードのようなものを出して扉にかざすと、ピッと電子音が鳴り、部屋の鍵が開く。

「すご。ハイテクだなぁ……」

「カードキーは性に合っている。私のように、頻繁にものを失なくす人間にとってはね」

「財布にすべてを集約するの、怖くないですか……？」

「急きゆう遽きよカバンを変えたときや、財布を買い換えたときなどは中身を移し替えるのを忘れたまま外出する場合があるが、行動に制約を課せば問題はないよ──さて、特になにもない部屋だが、身体からだを休めてくれ」

「……それじゃあ、お邪魔します」

　ひと言かけて教授のあとに続くと、想像に違わず中は広々としていた。真ま雪ゆきくんの新居も相当広いけれど、こちらは部屋が少ない代わりに内装が整い、洗練されている。モデルハウスの内見動画で見たような、居住空間と地続きのアイランドキッチンが目に入る。

　リビングには外を見渡せる大きな窓が開いていて、バルコニーまである。中央には大きなカウチソファとガラス張りのローテーブル。その上には読みかけと思おぼしき書籍が３冊ほど積まれていた。

　ぐるりと観察して──ふとした違和感に気づく。

「……てっきり研究室くらい散らかっているのかと思ったのに、綺き麗れいですね。部屋」

「ものを増やさない努力をしているからね。もっとも、書斎には趣味のものがごった返しているが。見るかね？」

「遠慮しておきます。たぶん身体からだが勝手に片付けようとしてしまうので」

　そうか、とさして大きな反応もないまま、教授は廊下へと引っ込み、別の部屋へと入ってしまった。その中からガチャガチャと物音が聞こえはじめたので、どうやら遠出の荷造りをしているらしい。

　ガチャリと窓の鍵を外して、バルコニーへ出てみる。サンダルらしきものがなかったので少し躊ちゆう躇ちよしたけれど、地面を構成するウッド素材はまったく汚れておらず、どうやら素足のままでも問題はなさそうだ。考えてみれば、バルコニーやベランダが汚れる主な原因は風で運ばれてくる砂や埃ほこり、もしくは車の排気ガスによる油だと言われている。しかし都市部の中心の高層階には、そうした風すらも届かないのかもしれない。とはいえ雨を完全にシャットアウトすることはできないだろうけれど、それでも靴下が汚れるようなことはなかった。しいて言うなら、気になるのは投げ捨てられるように置かれた無骨な灰皿からＩアＱイＯコＳスのヒートスティックが溢あふれていることくらいだろうか。やっぱり教授が住んでいるんだな、と納得感が増す。

　バルコニーからは、煌こう々こうと夜を照らす市街地の景色が一望できた。大通りを挟み込むように街灯らしき光が直線的に伸びていて、行き着く先で集合している。夜風を浴びつつ空気を吸い込むと、地表の湿度の高さを忘れられるような気さえする。それに、ひどく静かだ。たまに自動車のクラクションが聞こえるくらいで、人の声はまったく聞こえない。

　教授は毎日、こんな景色を見ながら生活しているのか──と思うと、少し感慨深い。

　ずっと突っ立っているのもどうかと思ったので、部屋の中に戻ってソファに腰を下ろす。ふかふかとした弾力で、材質も肌に吸いつくように心地いい。ともすれば眠ってしまいそうだ。

　なんの気なしにガラステーブルに視線を送ると。

「……うん？」

　積まれた３冊の新書が目についた。

『なぜ人は「声」を欲ほつするのか　ソーシャルメディアの進化論』

『スマートフォンがもたらす新時代コミュニケーションの可能性』

『「つながり」が社会をつくる　コミュニティの新機軸』

　その下に。

　コピー用紙らしきものが挟まれていた。

　そこに見えた文字列に、気を取られる。




『音声通話機能と新世代のコミュニケーション』




　コピー用紙を手に取り、目を通すと。

「…………これって」

　そこに記されていたのは、まるで春かす日がさんの『炎上』の噂うわさが伝でん播ぱしていくことを期待しているような……なんらかの思考を書き出しているようなテキストだった。

　でも、どうしてこんなものが教授の家に……？




「その『まえがき』は、とある人物が出版する書籍の原稿の一部だ」




　一心不乱にコピー用紙を読み込んでいたわたしの背後から声がかかる。

「教授……？」

「先日、その書籍の推薦文執筆を依頼された」

「とある人物って……？」

「じきにわかる」

　そう言って教授はわたしの隣に腰を下ろし、『まえがき』の文面に目をやる。

「RootSpeakルートスピークに実装された音声通話機能が『どのように利用されているのか』について記したものは、出版物やブログサイトに限らず多数存在する」

　わたしの反応を待たずに続ける。

「しかし、そもそもRootSpeakルートスピークが『どのような意図を持って設計されているのか』について記した情報はない。当然だ。それは運営母体のみが持っている情報でしかないのだから。ゆえにどういった意図のもとに音声通話機能が実装されたのかを知る者も表には出てきていない」

「えっと……そう、ですね。少しびっくりしたというか」

「私は他人の感情に寄り添うのが苦手だ。だからなるべく、自らの思考に落とし込んだ上で相手の意図や目的を探る。私のような人間がコミュニケーションや社会学について研究し、他者と自然に会話できているのは、こうした思考の賜たま物ものというわけだよ」

　そして教授は、キッチンに置かれていたコーヒーメーカーのスイッチを入れる。

「今回の春かす日が夜よ鶴づるの事件は、そもそもRootSpeakルートスピーク上でインフルエンサーのゴシップ情報を音声発信するアカウントが撃鉄を引いたものだ。サービスの良よし悪あしは、メリットとデメリットを比較し天てん秤びんにかけ、その上でメリットが上回る要素を含んでいるか否いなかで判断されるべきだと私は考える。その上で、音声通話機能を悪用したアカウントが出てくることを、果たしてRootSpeakルートスピークの設計主は予期していたのかどうか……していたんだろうな。RootSpeakルートスピークという、脆ぜい弱じやくなサービス上で、こうしたセンシティブな機能を実装するのだから」

　抽出されたコーヒーをひと口啜すすってから、さらに先を続けた。

「春かす日が夜よ鶴づるの件に関して、春かす日が夜よ鶴づる本人が私のもとを訪ねてくる──そこまでが何者かの筋書きどおりならば、むざむざと乗ってやる必要はない。今回、私が協力を拒否した意図としては、得体のしれない干渉を拒絶することにあった。結果的に真ま雪ゆきくんや蓮はす水みくん、そしてひまりの尽力によって事態は好転していることについては素晴らしいことだと捉えている」

　教授はふだんどおり、注意していなければ聞きそびれてしまうほどの早口でそう言う。どうやら褒められているのだと察して「ありがとうございます」と口にしつつ、疑問を挟んだ。

「……すみません、春かす日がさんの一件が、悪意を持った誰かの差し金だった……みたいな解釈に聞こえるんですけれども、それって……」

　しどろもどろになりながら尋ねてみると、すべて言い終わらないうちに答えが飛んでくる。

「気にしなくてもいい。これはあくまで私の憶測だ。明確な根拠も出せないまま陰謀論めいた主張をして教え子を困らせるのは私の本意ではないからね──さて、そろそろ出るぞ」

「あっ、教授。もうひとつ聞きたいことがあるんですけど」

　大事なことを聞いていなかったので、確認した。

「わたしを連れていく理由を教えていただいてもいいですか？」

「会わせたい人がいる──と。とある人物から連絡が来た」

　玄関のドアに手をかけながら、教授は告げた。

「そして、その『会わせたい人』とやらに、ひまりも会うべきだと考えたからだ」




　車に揺られてどれくらい経たっただろうか。助手席で眠りについてしまっていたせいで、正確な時間経過はわからない。時計を見ると、気づけば朝の９時になっていた。教授の運転でこんなに時間がかかるとは考えにくいので、おそらく途中のサービスエリアで仮眠を取っていたのだろう。ぜんぜん記憶にないけど。

　数える程度しか来たことのない東京。

　オフィスビルの建ち並ぶ無骨な光景に目を奪われる。

　わたしがいつも暮らしている地域には、景観保全のために建物の高さを制限する条例が敷かれているため、なかなかお目にかかれない景色だ。

　やがて教授のアストンマーティンは、とある高層ビルの駐車場へと滑り込む。カーナビの電子音声が目的地の周辺であることを告げてなにも話さなくなった。教授が窓を開けると、警備員の誘導が聞こえる。

　車を降りると、教授はぐるりと周囲を見回したあと「あちらだ」と入口を見つけた。無論、わたしもそれに続いていく。

　自動ドアを抜けると、絨じゆう毯たん敷きの豪ごう奢しやなエントランスに出た。さらに奥に進むと、歓談スペースがいくつか備え付けられたロビーへと辿たどり着く。

　どうやら、ここはセミナー会場のようだった。張り出されたテーマに目を通すと、昨今のＳＮＳやＶＯＤサービス内における音声機能、ビデオ通話機能による新たなコミュニティ形成について有識者が知見を述べるらしい。教授の登壇予定はないけれど、こうした集会にたびたび足を運んでいるのは知っている。

　とはいえ、今日に限ってなぜわたしが連れてこられたのだろうか。

「こちらだ」

「あっ、はい」

　先を行く教授に続いてロビーを歩くと、その一角にある喫茶店に入った。

　そして。




「こちらです。白しら鷺さぎ玲れい華か教授」




　ざわざわと騒がしいその場にありながら、教授に呼びかける透徹した声が響いた。

　その主は、喫茶店の奥まった席にひとりで座っている。

　近づくにつれて──その姿に見覚えがあることに気づいた。

　インターネットの討論番組では何度も目にしている。

　けれど、実物を目まの当あたりにしたことで初めて知った。

　どろりとした、汚お泥でいのように澱よどんだ双そう眸ぼう。

　にこやかな笑顔の裏、深い闇に溶け込んだような瞳。

　なにか──嫌な感覚が背筋を襲う。

　抱いた違和感に困惑しているわたしをよそに、その人物は教授へと話しかけてきた。

「ご無沙汰しております、白しら鷺さぎ玲れい華か教授」

「私は登壇者としてここに来ているわけではない。教授の肩書きは外している」

「そういえば、仕事の種別に応じて呼称を変えるのがお望みでしたね。これはたいへん失礼いたしました、白しら鷺さぎ玲れい華か教授」

「きみはほんとうに他人の神経を逆さか撫なでするのが好きらしい」

「なにをおっしゃいますか。こんな小娘のたわむれで憤慨するほど、あなたは狭きよう量りような方ではないでしょう。白しら鷺さぎ玲れい華か教授」

「あいにく、成人済みの女子大生を小娘呼ばわりできるほど年を重ねてはいないよ」

「そうでしたか。これは失敬いたしました──ところで、こちらのお連れ様は？」

「私の助手だ。見識を深めるいい機会だと思ってね。同行させている」

「そうでしたか。ごきげんよう。鳳おおとり仙せん華かと申します。以後お見知り置きを」

　にっこりと微笑ほほえみ、お辞儀をされる。

　耳にした瞬間、脳裏にとある言葉がフラッシュバックした。




『鳳おおとり仙せん華かってわかる？　『ＩＱ２００の天才美人女子大生』って言われてる子なんだけど』




　春かす日がさんの一件で、ホテルから新幹線の駅に向かう車内で聞いた言葉。

　いったい、どういう意図があるのだろう。

　なにを目的としていたのか。

　得体が知れない。

　鳳おおとりさんの瞳に昏くらいなにかを感じながらも、わたしも深々と頭を下げた。

「これはご丁寧に……はじめまして。姉あね崎さきひまりと申します。鳳おおとりさんのことは何回か動画サイトで拝見していたので、まさかお会いできるとは思わず光栄です……」

「そんなに改まらなくても。わたしはただの大学生ですよ。あなたと同じです」

　いやいやいやそんなことあるか！　と、ふだんのわたしなら思っただろう。

　しかし、そんな思考は一切浮かばなかった。

　なぜならば──明確に違うと肌でわかったから。

　この人とわたしは、決定的になにかが違う。

「ああ、そうそう。白しら鷺さぎ玲れい華か教授に会わせたい人がいるのでした。どうぞお掛けになって、少々お待ちくださいませ。今呼んで参りますので」

　そう言って『ＩＱ２００の天才美人女子大生』は立ち上がり、席をあとにする。

　わたしたちは対面に腰を落ち着けて待機する。

「もしかして、『会わせたい人がいる』と連絡してきた人って──」

「ひまり。あれは化生のたぐいだ。人のかたちをしているが、人を食うことに悦を感じる歪ゆがんだ生き物だ。深く関わるべきではない」

「……それって比喩ですよね？」

　たとえ話の通じない教授から、そんな荒唐無稽な婉えん曲きよく表現が出てくるとは思わなかった。

　面食らってしまう。

　けれど──教授がそう言うということは、つまりそれだけ、あの女性が得体の知れない本性を持っているということなのだろう。

　もしくは、ほんとうに『化生のたぐい』なのか。

　真意はわからない。

　しかし剣けん吞のんなものを感じざるをえなかった。

「お待たせいたしました。白しら鷺さぎ玲れい華か教授」

　やがて鳳おおとりさんが戻ってくる。背後にもうひとり引き連れて。

　わたしはその姿を目まの当あたりにして──あまりの驚きに目を見開く。

　すらりと長い背丈。ぴんと張った背筋は、体幹が鍛え上げられていることの証左。

　まったくの無表情で、そこにかつての面影はない。

　しかし、その顔立ちを見間違えるはずもない──。

　呼吸が浅くなっていくのがわかった。

　じわりと首筋から汗が噴き出す。

　わたしは、からからに渇いた喉から魂を絞り出すように。

　ひと言だけ、問いかけた。
















「…………冬ふゆ美み？」





【了】










あとがき　『作者感想文』






　小説を書かずにはいられない人間が『作家』の肩書きを背負えるのは読者のみなさまが存在するおかげであり、読者あっての作者、また読者あっての小説なのだと強く実感する今日この頃です。『インフルエンス・インシデント』の第１巻が刊行されて以降、さまざまな反応をいただいて、それをひとつひとつ「ありがたいなぁ」と嚙かみ締しめつつ作家生活をスタートできたことを、この場を借りて愛すべき読者のみなさまに御礼申し上げたいと思います。

　また、この２巻を手にとっていただいている方は、拙著を読んで「次」に関心を抱いてくださった方々でしょうし、重ねて感謝を伝えさせてください。ありがとう。

　個人的には『小説は数ある娯楽の中のひとつ』だと考えているので、物語を通じて世間になにかを訴えかけようなどという考えは持っておらず、あくまで現実と虚構の間に立てた土台の上でエンターテインメントを楽しんでいただければと思っていたのですが、そうした作者の軽い（言い方悪いけど）気持ちとは裏腹に「ソーシャルメディアへの関心が深まった」「コミュニケーションについていろいろと考えさせられた」などの感想をいただいて正直ビビりました。

　せっかくなので裏話を。実はこの第２巻のストーリーを組み立てる中で『テキストでのやりとりで起こる齟そ齬ごを解消しコミュニケーションをさらに高速化するため、架空ＳＮＳの中に音声通話機能が実装される』という設定を構築して本文を進めていたのですが、その矢先Twitterに『スペース機能』が追加されました。あまりにもタイムリーすぎるでしょ。いつもお世話になっている担当者様と「そんなことあります？」と苦笑しあうばかりでしたが、結果的にはこの機能を積極的に利用することでベンチマークが捗はかどりました。使えるものは使おう精神。

　本作も担当編集者さま、ならびにイラストレーターの竹たけ花はなノート先生にはたいへんお世話になりました。心より感謝申し上げます。絵を描ける人へのリスペクトが日に日に増すばかり。

　また、作品の販促活動の一環として電撃文庫様の公式YouTubeチャンネルにて『著者×イラストレーター』の宣伝配信を許諾してくださった編集部のみなさまには頭が下がる思いです。Twitterを『思考のゴミ捨て場』と称してくだらないことばかり呟つぶやいている僕ですが、不用意な発言で炎上しないように線引きをして運用しておりますので、どうぞ今後ともよろしくお願い申し上げます。こんな作品を書いてる人間がＳＮＳでバチクソに炎上したら笑えないよ。

　さて、当シリーズの終着点について。

　どういったテーマを取り扱い、どういった内容に仕上げるかについては、電撃小説大賞で賞をいただいた時点からすでに構想を練ってあります。この物語の結末をみなさまにお届けできることを願いながら、このあたりで筆を置かせていただきます。これからガラッと季節が変わりますが、みなさまも体調にお気をつけて。身体からだよわよわの僕が言えたことじゃないけどね。


２０２１年８月某日　駿しゆん馬め 京けい
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